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大阪外国語大学創立 50周年記念絵葉書旧大阪外国語学校講堂（1972）

    戦前の上本町学舎
中国語第10 回卒業アルバム「鵬翼」1934 年

大阪外国語大学創立 50周年記念絵葉書旧大阪外国語学校校舎（1972）あけぼの（第 4回卒業生アルバム）
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ご挨拶

記念すべき『咲耶』30号の発行
にあたり、一言、ご挨拶させてい
ただきます。病院運営、共創推進
を担当しております理事・副学長
の吉川秀樹でございます。私は、
昭和54年に大阪大学医学部を卒
業し、約40年間、整形外科医を
しております。医学部・歯学部の
両附属病院の運営と、大阪大学同
窓会連合会の代表幹事をはじめと
する各同窓会活動や未来基金の責
任者をしております。

すでにご案内のとおり、大阪大学は、2021年に大阪大学
創立90周年、大阪外国語大学創立100周年を迎えます。そ
の記念事業の募金実行委員長も拝命しており、昨年10月よ
り、募金活動をスタートしております。その事業の一つと
して、「中之島キャンパス再開発事業」を実施いたします。
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　第一次世界大戦が終了しようやく平和が訪れた時代、大正デモク

ラシーの中で誕生したわが母校。その始まりは、海運業で財を成し

た林竹三郎の遺言により、その妻蝶子が大阪に国際人養成の外国語

学校設立のため、当時巨額であった100万円を寄付したことによる。

　1921年12月9日、大阪大学外国語学部のルーツである「大阪外国

語学校」が大阪市内上本町 8丁目に設立された。鉄筋コンクリート3

階建ての校舎本館、講堂などのある2階建ての校舎は、折り襟背広

のハイカラな制服とともに、大阪市民を驚かせたという。

　設立当時は、支那語部、蒙古語部、馬来語部、印度語部、英語部、

仏語部、独語部、露語部、西語部の9語部。募集人員 200名に対し

て志願者1,344名の狭き門であったという。

　2年後、母校は創立100周年を迎える。当時の学舎から、母校の歴

史に思いを馳せたい。

会長新任のご挨拶

私は、平成30年（2018年）10月
20日の咲耶会総会で咲耶会会長に
選出されました。今回は、ご承知
のとおり少德会長が病気になられ
たため退任されることになり、急
遽副会長を務めていました私が咲
耶会会長を引き継いだものです。

私は、大阪外国語大学中国語科
を昭和42年に卒業（大C15）し、
その後昭和51年11月に司法試験
に合格し、昭和54年4月より現在
まで弁護士をやっております。そ

の間、平成15年度大阪弁護士会副会長をつとめました。現
役の弁護士です。

ところで同窓が活躍している世界を見ると平成の時代に
は、世界はグローバル化に向けて走っていましたが、令和
の時代に入り、グローバル化に陰りが出ています。イギリ
スのEUからの離脱、或いはアメリカが推し進める自国中心
主義或いは米中貿易戦争が今後どのようになるかは、予測
もできません。このような事柄により、同窓も大きく影響
を受けることになるのではないかと思っています。

国内でも世代間の認識の違いが大きくなっています。咲
耶会においても世代間で異なっています。こんな時代に同
窓会である咲耶会は、どうあるべきでしょうか。私は、同
窓会の原点に返るべきであると思っています。

咲耶会は、会員数 2万人を超える同窓会です。世代を超え、
男女の割合にも変化があります。しかし根本的には、大学
で外国語を学んで卒業したという一点で結びついたボラン
ティア団体です。各自の自発的意思に基づく自発的活動が
基本です。会員各自の自発的活動が前提である同窓会であ
れば、「集まりは、楽しく、次回も参加しよう」と思える咲耶

会でなければなりません。さらに同窓として気軽に集まる
ことができること、支部にこだわらず職場ごと、或いは卒
業年度ごと等多様な活動をできるようにすることが必要で
あると思います。私は、このような見方を原点にして活動
していこうと思っています。

ところで咲耶会が現在抱えている課題は、少德前会長が
『咲耶』29号に書かれているとおりです。即ち少德前会長は、
池田会長から咲耶会会長を引き継いでから、年会費制の導
入を行い、入会金に頼る従来の財務方針を変更し、プライ
マリーバランスの達成、即ち年度収入で年度支出を賄うと
いう健全な同窓会に復帰させようとたいへんな努力をされ、
目標に極めて近づいております。これは、少德前会長が成
し遂げた成果です。少德前会長には、相談役として今後も
お知恵を借りたいと思っています。

他方、近年は外国語学部の卒業生の咲耶会入会者は、き
わめて少なく、このままでは咲耶会は、徐々に会員が減少
して同窓会組織としての正当性に疑問が持たれる状態にな
りかねない危険に直面しており、入会制度の再検討等を行
う必要があります。これら各種の問題は、今後咲耶会の内
部で慎重に検討していかなければならない課題です。

来る2021年は、二つの大きな事業が計画されています。
一つは、大阪大学創立90周年、大阪外国語大学創立100周
年を迎えます。二つ目は、外国語学部が箕面の新キャンパ
スに移転します。10階建の1階に「大阪外国語大学記念ホー
ル」が開設されます。「大阪外国語大学」という名前が阪大
の中に残ることになります。これらの二つの事業と共に各
種記念事業が計画され、このための募金活動が行われてい
ます。会員の皆様には、この募金に協力してくださるよう
お願いします。

最後に会員の皆様が咲耶会の活動に対し、今後ともにご
支援、ご協力をしていただくようお願いいたします。

　　

会長

大水　勇

大阪大学理事・副学長

吉川秀樹

大阪帝国大学発祥の地「中之島」に、2004年に開設した中之
島センターを大規模改修・機能強化いたします。新たな中
之島センターを中心に、市立美術館などと連携し、「中之島
アゴラ構想」として産学共創、アート、社学共創のグローバ
ル拠点の形成を目指すものです。

もう一つは、2021年の外国語学部移転に伴い、「箕面新
キャンパス整備事業」を実施いたします。10階建の新キャ
ンパスは、2023年度に開通する北大阪急行の新駅「箕面船
場阪大前駅」とデッキでつながり、１階には「大阪外国語大
学記念ホール」の開設を予定しています。その他、出版事業
やシンポジウムなど、様々な記念イベントを企画しており、
2021年5月1日の記念式典では、卒業生の皆様とともに盛
大にお祝いを行いたいと思っております。現在、これらの
記念事業を成功させるべく、全力で募金活動を行っており
ますので、咲耶会の皆様にも、温かいご支援をお願いでき
ましたら幸いです。何卒よろしくお願いいたします。



＜第Ⅰ部＞
● 咲耶会総会： 午後 1 時 30 分～午後 2 時 30 分

於 2 階講堂　　

● 「咲耶出版大賞」授与式： 午後 2 時 30 分～午後 3 時
於 2 階講堂

● 講演会： 午後3 時～午後 4 時
於 2 階講堂
講 師： 是 永　 駿 先 生（ 大C14／中 国 語 学 科
1966 年卒業）　元 大阪外国語大学学長／大阪
外国語大学名誉教授　元 立命館アジア太平洋
大学学長　令和元年春の叙勲で、教育と研究に
おける長年の功労により、「瑞宝中綬章」を受勲
演題： 「私の大学像
　　　  ―“ 外大DNA” を継ぐもの―」
● 休憩（会場移動）： 午後 4 時 ～午後 4 時 2 0 分

＜第Ⅱ部＞
● 懇親会： 午後 4 時 2 0 分～午後 6 時

懇親会会費： 5,000 円（当日会場でいただきます）
※新卒業生会員（平成31年3月/令和元年9月卒業）・学生会員は無料です。
　未加入の学生については、会費として、1,000円をいただきます。
※卒業後50 年の会員には、記念品をプレゼントします。
　多数のご出席をお待ちしています。

●参加ご希望の方は、同封のハガキにてお申し込みください。

＜お問い合わせ＞　

咲耶会事務局
TEL & FAX： 072-728-2327
E-mail： sakuya@sfs.osaka-u.ac.jp

日  時：令和元年 11月 2日（土）午後 1時 30分～午後 6時
※ 大阪大学「まちかね祭」の開催中です。

会  場：大阪大学豊中キャンパス内　大阪大学会館
　　　 大阪府豊中市待兼山町 1－13   TEL 06-6850-5977
豊中キャンパスへのアクセスマップ

大阪大学ウェブサイトより

■豊中キャンパスへのアクセス

○電車 ： 
阪急電車宝塚線 「石橋」駅

（特急・急行停車）下車
東へ徒歩15分 （坂道です） 

○モノレール ： 
大阪モノレール「柴原」駅下車
徒歩約15分 （平坦です）

※自動車入構可能・キャンパス構内
に駐車可能です（正門からお入り
ください）（懇親会でお酒を飲まれ
る方は、運転されないようにお願
いいたします）

大学会館へのアクセスマップ

大阪大学ウェブサイトより

〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈令和元年度 総会・懇親会のご案内〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉03 04

箕面新キャンパスと大阪外国語大学創立100周年記念事業

2021年4月の新キャンパスの開校まで余すところ1年半
となろうとしています。新キャンパスには、大阪外国語大
学記念ホールを設けた外国学研究講義棟と学寮が大阪大学
の敷地内に建設されるほか、箕面市が建設する図書館の中
に大阪大学外国学図書館が設けられ、現箕面キャンパスの
大部分の機能が維持されます。さらに箕面市の生涯学習セ
ンターと文化ホールが隣接して建設され、文系クラブ・サー
クルの活動の場や語劇祭の会場として利用できるようにな
ります。残念ながら開校と同時期に予定されていた北大阪
急行の開通は、地盤工事等の関係で2年以上先延ばしにな
りましたが、それでも、千里中央駅から徒歩で15分強とい
う立地によるアクセスの便利さは、現キャンパスと比較す
れば格段に上がります。

移転前年の11月には、現箕面キャンパスの最後を飾るべ
く、現役学生、教職員、OB、OGに声をかけて盛大な「キャ
ンパスさよなら祭」を計画しています。移転後の11月には、

「大阪外国語大学創立100周年記念式典」を挙行するととも
に、「記念講演会・シンポジウム」、「記念祝賀会」、大阪外
国語大学時代からの伝統行事である「語劇祭」を開催する予
定です。式典に合わせて、『大阪外国語大学100年史（写真
で見る外国語学部の歩み）』を発行します。

現在、大阪大学外国語学部は、「大阪外国語大学記念ホー
ル」の設置・設備充実費に充てるべく、大阪大学未来基金
のなかに「箕面新キャンパス整備事業」のプロジェクト名で
ご寄付の受け皿を設け、皆様方にご理解とご協力をお願い
しているところです。ご寄付の目標額は 2億円を設定して
おりますが、まだまだ到達しておりません。今年度内、遅
くとも来年度前期までに目標をクリアできるよう努力する
所存でおりますので、皆様方にはなお一層のご協力をお願
い申し上げます。また、箕面市には、同市の「ふるさと納税」
のなかに「箕面新キャンパス周辺整備」のための寄付枠を設
けていただけることになりました。返礼品は箕面ビールや
MISOKA歯ブラシなどの箕面特産品です。箕面市ふるさと
納税もご活用いただければ幸いです。

私たち外国語学部一同は、キャンパス移転と創立100周年
記念事業を是非とも成功させたいと思っております。その
ための努力は惜しみません。しかし、微力な私たちだけで
は限界がございます。繰り返しになりますが、皆様方には
是非とも今まで以上のご理解とご協力を賜り、キャンパス
移転と創立100周年記念事業を成功に導いて下さいますよう
お願い申し上げます。

大阪大学外国語学部長　大内　一

ご挨拶

咲耶会の皆様には、平素より外

国語学部に対する温かいご支援を

賜り、心から感謝申し上げます。

大阪外国語大学と大阪大学が統

合して早くも丸12年になります。

外国語学部の学生は、2年次以降、

全学共通教育の場である豊中キャ

ンパスを離れ、主たる勉学の場を

箕面キャンパスに移動させるもの

の、他学部の学生と何の違和感も

なく活発に交流し、押しも押されもせぬ阪大生として学生

生活を謳歌しています。

外国語学部の教員については、2大学統合時には、他研究

科やセンター組織に分散配属され、兼担教員として本学部

の授業を行うという、いわゆる教教分離の先取り状態にあ

りましたが、大学院改革の一環として文学研究科と言語文

化研究科を統合する人文系大研究科構想が進む中、我々は

本部の理解と協力を得て、学部専任教員の所属を言語文化

研究科言語社会専攻及び日本語・日本文化専攻（＝箕面部局）

に集約する考えを推し進め、今やほぼ完成の段階に至って

います。その結果、現時点で上記2専攻所属の学部専任教

員数は約100名に増加し、驚くべきことにその半数を女性

が占めるに至りました。この事実は、大阪大学のダイバー

シティー・マネジメントへの外国語学部の貢献度の大きさを

示す一方で、本学部が新たな時代に向かって歩み始めるの

を予感させるものでもあります。

大阪大学創立90周年、大阪外国語大学創立100周年事業

は、箕面キャンパス移転まで残すところ1年半となり、まさ

に佳境を迎えています。皆様方のより一層のご協力をお願い

申し上げます（周年記念事業については別稿をご覧下さい）。

私事で恐縮ですが、私は本年9月末日をもって任期満了と

なり、外国語学部長の職を離れます。言語文化研究科筆頭副

研究科長、言語社会研究科長、大阪大学教育研究評議員、外

国語学部長と連続して10年6ヶ月の長期にわたり箕面部局

の運営に携わった後、こうして大過なく任を終えることが

出来ますのも、ひとえに皆様のご協力のお陰であると思っ

ております。この機会をお借りして、皆様に心からお礼申し

上げるとともに、皆様の益々のご健勝をお祈りいたします。

大阪大学外国語学部長

大内　一
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教育研究施設（外国語学部）箕面新キャンパスイ メージパース

図書館

※「箕面新キャンパス整備事業」にご寄付いただいた方のご芳名は、大阪大学

未来基金のWEB 芳名帳で公開されています。 

［大阪大学未来基金］でご検索ください。
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平成30年度  大阪大学 司馬遼太郎記念学術講演会
主催：大阪大学
協力：産経新聞社
後援：司馬遼太郎記念財団
協賛：咲耶会（大阪大学外国語学部・大阪外国語大学同窓会）

テーマ：

「司馬文学における人と城」

【第 1 部】

朗　読　司馬作品から

ビブリオバトル　

大阪大学の学生による、司馬作品（小説）の

紹介と質疑応答

【第 2 部】

講　演　「司馬文学とお城」
奈良大学教授・城郭考古学者　千田嘉博

総合司会：NHK 金沢放送局キャスター　小川真由

ビブリオバトル出場者たち

左から西尾総長、準チャンプ本紹介者 今坂朋彦さん、チャンプ本紹介者 中山 
敦貴さん、大水会長

平成30年11月8日、恒例の司馬遼太郎記念学術講演会が

大阪大学豊中キャンパス旧イ号館講堂で行われた。大阪大学

主催、司馬遼太郎記念財団後援、大阪大学外国語学部・大

阪外国語大学同窓会咲耶会

協賛、産経新聞社協力によ

る開催。テーマは「司馬文学

における人と城」で、開会に

あたって司馬のエッセイ「大

阪城公園駅」が朗読された。

最初に阪大生による書評合戦ビブリオバトルが行われた。

各自が幕末・維新にかかわる司馬作品一冊を五分間のスピー

チで紹介し、会場の聴衆による投票（どの本が読みたくなった

か）で最多票を獲得すれば優勝（チャンプ本）というイベントで

ある。

法学部2年の金井明日香さんは短編集『新選組血風録』を取

り上げ、個性豊かな人物たちの対立と友情、なかでも「沖田総

司の恋」に描かれた武士の私生活や恋愛事情が描かれている

面白さを分かりやすく語った。

法学部2年の北田拓生さんも同じく『新選組血風録』を取り

上げたが、こちらは「三条磧乱刃」で土方らが井上源三郎とい

う無名の弱い人物を幹部として重用した点に注目、非常に興

味深い組織論を展開した。

外国語学部4年の中山敦貴さんは長編『花神』を取り上げ、

主人公、村田蔵六（大村益次郎）が適塾でオランダ語や医学を

学びつつエンジニアとしてのキャリアを積んでいった過程に、

就活にも通じる日本人としての生き方を読み解いた。

文学部 2年の今坂朋彦さんは長編『最後の将軍』を取り上

げ、徳川慶喜の奇妙なほど厚い人望がその柔らかい語り口に

あった点を強調、今も昔も人の上に立つ者の資質はまずもって

万人から信頼される温厚さなのだと説いた。

外国語学部3年の渡辺和之さんは長編『燃えよ剣』を取り上

げ、土方に感情移入した自らの体験から、読書とは主人公と

同じ時間を重ねることであり、文学は教養ではなく生きた体験

なのだと熱く語った。

休憩をはさみ、招待講演者で奈良大学教授の千田嘉博氏

が登壇、「司馬文学とお城」と題する講演を行った。千田氏は

2016年の NHK大河ドラマ『真田丸』で城郭考証を務め、同じ

NHK『ブラタモリ』で城を扱う回に出演するなど、様々な領域

で幅広く活躍する城郭考古学者である。

千田氏は『燃えよ剣』の舞

台となった砦や城に注目、な

かでも北海道の五稜郭と函

館北方の山地につくられた

二股陣地を様々な角度から

分かりやすく解説した。

土方歳三の戊辰戦争における最大の勝利ともいえるのが二

股陣地の戦いである。土方が天然の隘路を利用して物量で勝

る官軍を退けたこの砦について、司馬は「二股での攻防戦では、

歳三はほとんど芸術的昂奮でこの戦を創造した」と述べている。

いっぽう、その後のいわゆる箱館戦争では、五稜郭を中心

に、海上艦砲射撃に対する防衛の拠点である弁天台場、陸

側からの侵攻を阻止する北の二つの砦が土方軍の拠点となる。

しかし、五稜郭という江戸末期に建てられた西洋風の砦が、

実はすでに大型艦砲戦に対応できない時代遅れのものになっ

ていたこと、五稜郭や函館市を囲む防衛ラインに隙があり過

ぎたことなどから、旧幕府軍はあっけなく崩壊し、土方も戦死

してしまう。

では五稜郭がモデルとした西洋風の城郭とは、どのように発

展してきたのだろうか。千田氏はここから中世以降の主にドイ

ツなどヨーロッパにおける城郭建築史に話を移す。

ヨーロッパの中世城郭は11世紀以降石造化がすすみ、12

世紀には高い塔がつくられるようになった。15世紀になると高

くそびえた圧倒的な防御壁「シールドマウワー」で守りを固め

るようになった。この頃には大砲技術が発達し、攻撃目標と

なる高い塔や壁は時代遅れになっていく。城郭は、大砲を置

く稜堡をいくつも死角のない形でつなぐという、稜堡式城郭

が主流になっていく。稜堡式の城郭は大型化がすすみ、より

強力な銃器や大砲からの防衛を目的としたカスメートと呼ばれ

る被弾に強い防護壁を備えたものなど、時代に合わせて様々

なスタイルをとるようになってゆく。

五稜郭とは、こうしたヨーロッパ流の稜堡式城郭と日本古来

の城郭スタイルとが混じりあった、非常にユニークな城郭であ

ったわけだが、艦砲射撃戦という新時代の戦争にあっては砦

として用を足さなくなっていたこと、また沿岸台場などこの本

丸を防衛する函館市周辺のラインに穴があり過ぎたため、そ

の戦闘機能のわずかですら果たせないまま敗れ去ることになっ

たのだ。

城郭考古学という耳慣れない学問に関する話ではあったが、

写真や図版を用いた千田氏の語り口はユーモラスかつ明快で、

城というテーマから新たな世界をいくつも見せてもらえる貴重

な講演であった。

この後、前半に行われたビブリオバトルの投票が行われ、

結果、中山敦貴さんの『花神』がチャンプ本に、今坂朋彦さん

の『最後の将軍』が準チャンプ本に選ばれた。

今年は会場を梅田から豊中キャンパスに移し、また平日夕

刻からの開催となったが、それでも会場は阪大関係者、大阪

外大OB、司馬文学ファン、あるいはビブリオバトルの応援に

駆けつけた阪大生などで満員となった。

（文責：松本健二）（写真提供：大阪大学共創推進部社学共創課）

令和元年度 大阪大学 司馬遼太郎
記念学術講演会のお知らせ

今年度の大阪大学司馬遼太郎記念学術講演会

は、主催：大阪大学、後援：司馬遼太郎記念財団、

協力：産経新聞社、協賛：咲耶会で、10月25日（金曜

日）の17：30より、大阪大学豊中キャンパス「大阪大

学会館」で開催されます。

大阪大学生による、司馬作品のビブリオバトル（書

評合戦）「戦国の侍」と、作家 安部龍太郎氏による

講演を予定しています。詳細は、大阪大学ホームペ

ージ、咲耶会ホームページをご覧ください。
千田嘉博氏
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冨田健次
元大阪外国語大学教授（ベトナム語）

お声を掛けていただいた「懐かしの恩師」像にはほど遠く、

語科現役学生はじめ一部の卒業生達とはほぼ毎週顔を突き

合わせる「生々しい」生活が依然として続いております。

2013年3月にB棟6階の研究室を後進に譲り渡しました

が、無理を言って同じ棟の3階プロジェクトルームの一部

屋を占拠。学生、院生、留学生はおろか、時折り訪ねて来

る卒業生との接触も継続しております。

1977年10月、あの懐かしの上八学舎で、憧れのタイ語

科名物教授「大冨田」の招きで名誉ある「小冨田」の称号を得

て教職活動を始めて以来35年半。途中、79年秋の箕面への

移転、更には「大冨田」を亡くした後も「小冨田」のまま、教

えられた「外大教員」としての誇りを失くさず、2007年阪大

との統合後も飽くまで「外大教員」としての矜持の保持に努

め、退職時「阪大名誉教授」を肩に載せることを肯んじ得ず、

「元大阪外大教授」を、笑われながらも頑固に貫き続けてお

ります。

私こと、卒業は「東外」で、本邦初の「ベトナム語劇」を世

に問うた人間として、「外語」の中核は「語劇」であると念じ、

「語劇祭」こそ、実演の現役生と語科の同窓生、いやその言

語に関わる内外のあらゆる人が一堂に会する、年に一度の

「大祭」と心得て、今でも執着を続けております。

しかしこれもキャンパス移転などを控え、そろそろ大団

円を迎えつつあります。しかしベトナム焼肉のノロシは再

び必ず上がるものと信じております。

松下唯夫
大阪外国語大学名誉教授（比較文化講座）

写真は、今年6月沢登りとイワナ釣りに初めてチャレン

ジしたときのスナップです。4時間かけて滝と岩場を登り、

イワナが潜む滝つぼに竿を入れて釣り上げる。魚は焼いて

食する。きれいな水、濃い緑の森、その隙間から見える青

い空、すべてに感動。イワナを食べるとき、15才年下のベ

テランガイドの笑顔。現役の頃を思い出した。スポーツの

楽しさを伝える教科、43年間若い人から元気をもらってい

たんだ！感謝しなければ…。

80才近くになると、仲間の話題はアンチエイジングであ

る。2000年代に入り、旅と食の番組が多くなった。いくら

制作費が安くすむとはいえ、少し「うるさい」くらいである。

役に立つ情報もあるので「しつこい」「うるさい」といったら、

失礼になるかもしれない。

すでに今から300年前、貝原益軒の「養生訓」に記されて

いることが多い。益軒と23才年下の妻、東軒が健康法を探

し求めて、実践したことが、最近の研究で立証されている。

夫婦仲がよく、いつも二人で旅行に出かけ、楽しかったこ

と、学んだこと等をメモ、帰ったら思いを書き足す。後日、

振り返って読み、楽しむ。（認知症予防になるそうである）

私の近況は、スキーは現役で続けている。シーズンオフは、

季節に追われて果樹、花、野菜づくりとゴルフに励んでい

ます。毎日笑顔で暮したい。そう願っています。

チャレンジ・感動、
そして笑顔

「外語」「外大」そして「阪大」の
「ベトナム語」よ 永遠なれ！

懐かしの恩師は今
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昭和 39 年から 56 年までの間にドイツ語科に在籍した学生

であれば、ライマン先生のドイツ語会話の授業を受けた記憶

があることだろう。日本語での質問も許されない厳格な授業

は、外大に入学して右も左もわからない新入生の身で、異文

化の洗礼の如き衝撃と感じた方もあったのではないだろうか。

ライマン先生はご自分のことを語るのを好まれなかったの

で、我々の知る先生の像は、「厳しい」「宿題をたくさん出す」

といったような小さな断片ばかりであったが、本当は一体どの

ような方だったのだろう。

私達の知らないライマン先生の横顔を知りたくて、咲耶出

版大賞の選考委員として知り合った石野さん（大 D22）と私脇坂

（大 D27）は、ライマン先生に所縁ある方々を尋ねることにした。

まず、先生がカトリック教徒としての活動の拠点とされてい

た夙川カトリック教会を尋ねた。先生は、修道女としてではな

く在野の信徒として活動しておられ、最初は教会敷地内の古

い日本家屋に住まいされていたが、道路拡張工事の都合で大

谷町に転居された。このお住まいで、ドイツのお料理やお菓

子のおもてなしを受けた人も少なくないだろう。

先生は、来日されてほどなく賢明女子学院に教授として着任

されたと聞き、我々は姫路へ向かった。そこで、先生のプロフ

ィルを伺うことができた。

1907 年に、旧ドイツ領 Breslau（現ポーランド Wrozlaw）

にて誕生。1932 年ブレスラウ大学文学部を卒業。戦争末期、

ソ連兵が機関銃を突き付ける中を妹一家と共に脱出されたと

いう。

戦前と戦後に、アメリカの大学で学んだ。この時に出会っ

たカトリックの信徒使徒職としての活動に共鳴する。

1953 年に姫路カトリック教会のご縁で来日。1957 年から

賢明女子学院短期大学で、英米文学史、英国史、米国史を教

える。当時の研究紀要に、比較言語学的見地から見たドイツ

語教授法について先生が書かれた論文が残っている。

1964 年から1981 年まで大阪外国語大学で客員教授として

ドイツ語会話の授業を担当。

大阪市立大学や英知大学などでも教鞭をとる。英知大学卒

業生の方のお話では、日本語で教科教育法の授業などをされ

ていたという。その後も、朝日カルチャーセンターはじめ様々

な場でドイツ語講師を務めていたが、1994 年に神戸の病院

に入院され、転院した姫路の病院で、教育と神への奉仕に捧

げた人生を 86 歳で終えられた。先生は、亡くなる直前まで周

囲の人々のことを気遣い、付き添っていたシスターのその日の

予定まで気にしておられたという。

姪ごさんの親戚の方によると、先生は生前に、遺言書を領

事館に託し、自らのお墓の手配をし、お世話になった方々へ

贈るお礼の品も準備されていたという。見事な生涯だった。

40 数年前のクリスマスイブに、先生は、「人生とは、単に『外

から与えられたもの』ではなく、自ら主体的に取り組んでいく

べき『課題』です」とおっしゃった。私は、辛いことがあった時

には、いつもこの言葉を思い出していた。先生の「課題」がど

のようなものであったのか、私にはわからない。でも、先生の

人生を追体験し、この言葉は、私の胸の中で今も暖かな空気

に包まれてずっと生きている。

カタリナ・ライマン先生を探して 
脇坂洋子 （大 D27・院後期言語 9）

小豆島にて語科合宿：自転車 ライマン先生、村田先生、布施先生

ライマン先生　1959 賢明女子学院短大卒業アルバム

2017年 10月 20日
冨田 70 歳誕生日。古希の祝いをベト
ナムの世界遺産ハロン湾で縁りの人々
が集まってやってくれました。赤いア
オザイは還暦と間違っているのです。
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森本大聖 
（ベトナム語専攻４年）

ベトナム『遊学』体験記

［ 特　集 ］　留学体験記 — ❷松田実樹 
（ペルシア語専攻4年）

2014年大阪大学入学。4年生からは 2年間大学を
休学し、2017年10月〜 2018年 3月、イラン・テヘ
ランの語学学校に留学。2018年 10月〜 2019年
2月、JICAタジキスタン事務所にてインターン。 
箕面キャンパスの思い出は寮友との深夜徘徊。

私が見た「タジキスタン」

［ 特　集 ］　留学体験記 — ❶

私は、2018年4月から2019年3月まで、

ベトナムの経済都市ホーチミン市の中心

にキャンパスを構える、ホーチミン市

人文社会科学大学へ留学しました。

ベトナム語で留学のことを”Du 

học”と言います。ベトナム語の

中には、漢字に対応する単語が

あり、上の”Du học”には、［遊学］

という漢字があたります。その「遊

学」という文字に従って、「よく遊

び、よく学ぶ」という目標を立てて、

ホーチミン市へと向かいました。

まず「学ぶ」という面について、私が留学

したホーチミン市人文社会科学大学は、ベトナム

で最初にベトナム学の専門教育機関を設立した大学で、

そこで教鞭をとられている先生方の専門分野も、言語学、

文学、人類学など多岐に渡ります。ベトナム語言語学に

興味をもっていた私は、ご縁に恵まれ、ベトナム語言語

学の著名な先生方から直接授業をしていただきました。

授業は語学を中心に進んでいきましたが、文学や文化に

触れる機会も多くありました。自分の知識不足や、先生

方の話す方言など苦労は尽きませんでしたが、毎日新た

な知識が増えていく喜びを感じました。

また、現地で共に学んだクラスメイトの留学生たちと

の日々も印象に残っています。私のクラスには、台湾、

韓国、カナダから来た留学生がおり、お互い目標は違っ

ても、授業が始まれば切磋琢磨するという環境に身を置

けたことは幸せでした。バックグラウンドや言語が異な

る学生が、誰にとっても母語ではないベトナム語を使っ

て意思疎通をする、また相手の国の文化についての見識

を深め、自分の国について紹介する、これも

留学の醍醐味の一つだったと思います。

次に「遊ぶ」という面について、私が

ベトナムで夢中になったのは、ベト

ナム映画でした。「リスニング能力

の助けになるかな」という軽い気

持ちで観始めたのがきっかけで、

何本か観ていくうちに、ベトナム

映画の虜になっていきました。映

画は、映像を通して、その国の文

化や風習、現地の人々の価値観を強

く映し出します。映画の中には、ベト

ナムにおいて「外国人」である私が、日常生

活の中では知ることのできない新しい世界があり

ました。

また、学校の休みを利用して、ベトナムの北から南ま

で、各地へ旅行に行きました。こうした旅行は、留学先

の授業や映画を通して学んだことの実践の場になりまし

た。南北に長く伸びるベトナムは、土地によって気候風

土のみならず、文化も大きく異なります。予備知識は頭

に入っているつもりでしたが、新たな土地を訪れる度、

驚きの連続で、強く記憶に残っています。

「よく遊び、よく学ぶ」、ベトナムへ渡る前に立てた目

標を達成できた『遊学』生活でした。もちろん、留学生活

の中で、壁にぶつかることもありましたが、そんな困難

も忘れてしまうほど、楽しい出来事に満ち溢れていまし

た。一年間ベトナムに留学したこの貴重な経験を胸に刻

み、これからの人生が実り多きものになるよう努めてい

きたいと思います。

「ロシアには夢があるんだ」。タジキスタンの首都ドゥ

シャンベで日本語を学んでいるタジク人の友人は、私に

こう語りかけた。「タジキスタン」という国についてどん

なイメージを思い浮かべるだろうか。中央アジア、旧ソ

連圏…。ペルシア語専攻出身者なら、イスラム圏の国で、

公用語がペルシア語系統のタジク語ということくらいは

知っているのではないか。この国は中央アジアの最

貧国として知られ、多くのタジク人がロシア

に出稼ぎに行っている。若者たちはロシ

アで夢を掴もうとしているのだ。

大阪外大OBであり、現在JICAタ

ジキスタン事務所で勤務している

佐藤氏に声を掛けていただき、タ

ジキスタンでインターンをする

ことになった。今回は、4ヶ月の

タジキスタン生活を通して経験し

た事について書きたい。

私は休学1年目にイランで語学留学

をしていた。 タジキスタンでもペルシ

ア語が通じると聞いていた私は、ペルシア

語を使ってタジク人とたくさん喋ろうと思っていた。

しかし、その想いはタジキスタンへ来てから打ち砕かれ

ることになる。タジク語が思うように聞き取れない。そ

して、私のペルシア語も通じない。タジク語は、アフガ

ニスタンの公用語ダリー語を思わせるような猛々しい響

きを持ち、私がイランのテヘランで聞いていた、滑らか

なペルシア語の響きとは全く異なるのだ。また、タジク

語は中世ペルシア語と分類される所以、イランではもう

使われていないような単語が使用されていたり、ウズベ

ク語やロシア語からの借用語も多い。そのため、タジク

語を習得するのには思ったより時間がかかった。

両国の違いは言語だけではない。イランでは、飲酒を

することや女性が外で踊ることが禁じられている。その

ため、みな家の中でひっそりとお酒を飲んだり、ホーム

パーティーでダンスをしているのだが、タジキスタンで

はわけが違う。人々はウォッカを浴びるように飲み、結

婚式や祝日のたびに、うるさい音楽に合わせて男女関係

なくみな外で踊っているのだ。イランのように、女性が

スカーフをかぶることも強制されていないし、大学で

はイスラム的な格好をしてはいけないという規則まであ

る。イランで経験した外国人への馴れ馴れしさも、ここ

ではあまり感じなかった。もちろん宗派の違いや政治的

背景もあるのだが、近い言葉を話す国同士でも、こんな

にも違いがあるのかと驚くことの連続だった。そしてそ

れは、ウォッカをわんこそばのように注がされるタチの

悪い飲み会を経験して尚更思うようになった。（笑）

 こうしてタジキスタンについて少しずつ

理解を深めていったのだが、滞在中に

この国の全てを知ることはできなか

った。タジキスタンは貧しい国で

あるが故に、中央アジアの中でも

国民の幸福度が最も低いという

統計が出ている。けれども、私

がここで出会った人たちは、み

んないつもニコニコしていた。家

族がロシアにいて離れ離れになっ

ていても、常に電話で連絡を取り合

っていてあまり寂しくなさそうだ。この

ような光景を目にした私は、その統計のデ

ータが本当なのかも結局分からなかった。

 タジキスタンから帰国して現在は就職活動中だが、私

は将来「伝える仕事」に就きたいと考えている。いつかま

た何かしらの形でタジキスタンに関わりたいし、この国

のリアルな姿をもっと知って、日本人に伝えたいのだ。

タジキスタンがどんな未

来を歩むかは私には分から

ない。しかし、タジク人の

若者たちが、ロシアに行か

ずとも夢を持てたら良いと

願うばかりである。

ホームステイ先の家族と食事

ホイアンのランタン

留学先のクラスメイト達



11 12

略歴

1995 年、ペルシア語学科卒業。少林寺拳法部所属。

在学中、中国新疆ウイグル自治区からパキスタンへ旅

行。卒業後、地方公務員、ロータリー親善奨学生（英国）、

青年海外協力隊（ウズベキスタン）、日本国大使館の委

嘱員（タジキスタン）、国際 NGO（アフガニスタン）、コ

ンサルタント（シエラレオネ）、国連開発計画（タジキス

タン）、JICA 専門嘱託（ウクライナ担当）などを経て、2018 年より期限付職員

として JICA タジキスタン事務所に勤務し、安全対策と PR 担当。予備自衛官で、

技術士（農業）と PMP 資格を持ち、カラカルパク人の妻、長男長女と暮らす。
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ヒンディー語科卒業後に医師になろうと

思ったのは、当時流行した「モラトリアム

人間」のご多分に漏れず、医学部は６年、

医系大学院 4 年ですから、10 年は社会人

になるのを遅らせられるというあまりほめ

られた理由ではありませんでした。

ヒンディー語科では、桑島教授のゼミで

南アジア政治思想史を学びましたが、先

生の講義の一言一句を聞き洩らすまいと

学友と競ってノートをとったのを覚えてい

ます。その後、先生に声をかけていただき

「アジアからのメッセージ」（嵯峨野書店）

に共著者の一人として、社会医学的視点か

ら「北タイにおけるエイズ流行と女性問題」

というタイトルの文章を執筆しました。

タイ勤務の後、阪大大学院に在籍しな

がらロンドン大学衛生学熱帯医学大学院

でエイズ・性感染症対策を学び、その経

験を活かそうと「国境なき医師団」のマラ

ウィにおけるエイズ・性感染症対策のミッ

ションに従事しました。医師団は、1999 年にノーベル平和賞

を受賞し、当時数少なかった日本人ボランティアの私にもマス

コミの取材がありました。

その後、ハーヴァード大学公衆衛生大学院にて、「Barriers 

to Safer Sex Practices among Commercial Sex Workers 

in Osaka, Japan: Scope for Prevention of Future HIV 

Epidemic」というタイトルの長論文を書き上げたのですが、こ

の論文の序章に当時外大の准教授をしておられた藤目ゆき先

生の「性の歴史学」から引用させていただく許可をいただきま

した。留学時代の論文に価値があるとすれば、それは藤目先

生の膨大な調査研究と深い思索の上に成り立っているからと言

えます。博士課程における研究は、大阪の性産業労働者 500

名を対象としましたが、「風俗嬢」を「性産業労働者」としてと

らえる視点は、欧米にあっては珍しいことではなかったのです

が、国内では新しく、学会の教育講演を依頼されたこともあり

ました。

北アフリカのチュニジアに JICA から派遣された後、遂にイ

ンドで働く機会が 2002 年にやってきました。デリーのマハト

マ・ガンディー通りにある SEARO（世界保健機関南東アジア

地域事務所）で短期コンサルタントとして、

事務所がカヴァーする11 国のエイズ・性

感染症の現状を調査し報告書にまとめる

のが任務でした。デリー滞在中に何と溝上

教授率いるヒンディー語劇を観劇するとい

う思わぬ幸運に恵まれたことも楽しい思い

出です。

近年の外大（この時はすでに阪大でし

たが）との関わりは、「外国語診療ブック」

（2014 年、南江堂）という本の英訳をポル

トガル語専攻の林田教授にお声掛けいた

だき、書いたことです。その際に 2017 年

に亡くなられた恩師の John H. Bryant ア

ガ・カーン医科大名誉教授（地域保健学専

門）の協力を得ました。

現在は、産業医と呼ばれる仕事をしてい

ますが、イタリアで興った産業医学は社会

医学の草分け的存在と言えます。労働者が

職業病にならないよう予防対策をとるのが

主なミッションですが、海外の工場にも安

全や健康の考えが浸透するよう願う今日この頃です。

最後に外大との縁は、生涯の伴侶を外大で得たことでしょう

か。つれあいは朝鮮語科卒ですが、外大という「磁場」が私を

いつまでも包んでくれているように感じます。

Career Report
私のキャリアレポート 2

外大から医科大へ、人文科学と
自然科学の架橋となるべく    木本絹子 ( 大 IP30)

学歴・学位・資格

1982年 大阪外国語大学インド・パキスタン語学科卒業

1991年 奈良県立医科大学卒業

1997年 ロンドン大学衛生学熱帯医学大学院短期留学

2000-2001年 ハーヴァード大学公衆衛生大学院留学

2001年 大阪大学大学院医学系研究科社会医学専攻卒業、医学博士号取得

2008年 医師会認定産業医資格取得

2014年 労働衛生コンサルタント資格取得

職歴

奈良県立医大放射線科、京大精神神経科、阪和記念病院（救急病院）勤務の

後、エイズ・性感染症対策をミッションとして JICA（国際協力機構）からタ

イ（1995-6年 ）、チュニジア（2001-2002）に派遣される。「国境なき医師団」

ボランティア医師としてマラウィのエイズ・性感染症対策プロジェクトに

参加（1998）。デリーの WHO（世界保健機関）南東アジア地域事務所におい

て短期コンサルタントとして勤務（2002）。その後、堺市行政医師、大阪ガ

ス専属産業医等を経て 2013年から日新電機（機械製造・販売業）の専属産業

医として現在にいたる。

私は大阪外国語大学でペルシア語を学

ぶことを第1志望として入学した。その理由

は、第1次湾岸戦争の勃発だけでなく、ベ

ルリンの壁崩壊に始まった東西冷戦の終

結の結果として予想された旧ソ連の崩壊、

元々歴史的にペルシア文化圏に含まれる旧

ソ連中央アジア地域への関心など、歴史

好きの無知な高校生らしいものだった。

その当時の日本は、80年代から続いて

いたバブル経済が最高潮に達し、まさか

大学 4 年進級直前にバブルが崩壊し就職

氷河期が始まるとは夢にも思っていなかっ

た。その当時、某経済専門誌の記者が大

学構内で学生にＴ洋経済という雑誌を見せ

て、「役に立つ国立大学ランクで大阪外大

は最下位だ」と話していたことにショックを

受けた。大学のサイズが小さいことに輪をかけて、外大生の

卒業生の多くは海外で働いているので国内企業経営者の間に

広く知られているわけではなかった。阪大との統合後しか知ら

ない人たちには理解もできないだろうが、就職活動も当然容易

ではなかった。

終身雇用の線路から飛び降りていた私にとって、人生の転

機は英国留学だ。英国留学時に英国少林寺拳法連盟の水野

師範に出会った縁で、青年海外協力隊員として活動していたウ

ズベキスタンで現地日本大使館公使の高橋博史氏と出会った

ことで人生が動いた。高橋氏は留学生時代にオックスフォード

大学少林寺拳法部を水野師範の下で創部していた経緯から、

私は両氏から何かと面倒を見てもらうことになった。特に、高

橋氏が旧ソ連のアフガン侵攻前にカーブル大学でダリー語を

学んでいた時、高橋氏の同期でパシュトゥー語を学んでいた江

藤氏（故人）の指導教官は大阪外大でパシュトゥー語を教えて

いた勝藤猛先生であったこと、今でこそ

有名であるが当時は無名の高橋氏を在ア

フガニスタン日本大使館へ専門調査員と

して強く外務省に推薦したのはペルシア

語学科教官の岡崎正孝先生だったことか

ら、その教え子として覚えてもらった。

このような縁で、在タジキスタン日本大

使館で委嘱員として働くことができ、念

願の中央アジアのペルシア語圏で働くきっ

かけを掴んだ。

こんな縁に支えられていたわけである

が、自分が学生時代に抱いていた問題意

識で、且つ自分が動いて変えられることは

「擬似的な職務経験＝インターンシップ経

験」の機会を後輩のために作り出し、先輩

と後輩のネットワークを仮想空間ではなく

実際に実現することではないかと考えている。特に、日本企

業の出遅れ感がある途上国における市場拡大という観点から、

紛争地或いは紛争後の国での職務経験は今後ますます重要と

なっていくだろう。

これまでに、タジキスタンでの日本語教師ボランティア、国

連機関でのインターンなどの機会を後輩に提供してきた。現

在勤務しているタジキスタン JICA 事務所では大阪大学との連

携協定に基づいて覚書を締結し、ペルシア語専攻の学生 2 名

をインターンとして招聘し活動してもらっている。

タジキスタンという国を知らない人も、国際協力に関心がな

かった人も、ぜひ下に記載したＵＲＬのウェブページのインタ

ビュー記事を楽しく読んでいただき、少しでも関心を持ってい

ただければ幸いである。

ＵＲＬ　https://w w w.jica .go.jp/tajik istan/of f ice/

others/inter v iew/index .html
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敢えて終身雇用の逆を生きる－
己の生き様に悔いは無し　    佐藤慶一（大Ｐ43）

職場巡視：
銅棒の切断をする労働者のヒアリングをする木本

カシミール地方のメヘンディ・ラートにサリーから作っ
た自作の着物を着る
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1922年、大阪外国語学校印度語部において始まったウルド

ゥー語教育――。その伝統は、2007年10月の大阪外国語大

学と大阪大学との統合以降、大阪大学外国語学部外国語学

科ウルドゥー語専攻に脈 と々受け継がれています。

ウルドゥー語専攻の学生定員は18名で、日本人専任教員3

名、外国人教員 1名という教育体制です。現在、ウルドゥー語

専攻の教育に当たっているのは、私（教授）のほか、山根聡（教

授）、北田信（准教授）、マルグーブ・フサイン・ターヒル（特任

教員）です。大阪外国語大学時代に、長年、教鞭をとられて

いた加賀谷寛先生は1996年、浜口恒夫先生とタバッスム・カ

ーシミーリー先生は2005年に定年退職されています（加賀谷

先生は 2019年 6月19日に逝去されました）。

外国語学部の語学教育は、統合後も、1年次、2年次に専

攻語実習が行われています。1年生の授業は豊中キャンパスで

行われますので、1年生の授業があるときは豊中キャンパスま

で出向かなければなりません。現在は仮進級という制度がな

く、専攻語実習を一つでも落とすと留年です。

３、4年次では、私がウルドゥー文学（恋愛物語や恋愛詩）、

ウルドゥー語の歴史と現状について、山根教授がウルドゥー

語文献から読み取れる南アジア・ムスリムの諸動向について、

北田准教授がダカニー・ウルドゥー語文学、パンジャービー語

スーフィー古典詩、南アジアの伝統芸能について授業を行って

います。マルグーブ先生は、タバッスム先生と同じく、パキス

タンのパンジャーブ大学オリエンタル・カレッジから 2015年に

来られ、ウルドゥー文学全般について授業されています。政治

経済や歴史関係の授業は非常勤の先生にお願いしています。

1979年9月、ゴミゴミした街中のせせこましい上八（大阪市

天王寺区上本町8丁目のこと）キャンパスから山紫水明、風光

明媚な（？）箕面キャ

ンパスに移って、はや

40年。大阪モノレー

ルの駅が出来、いさ

さか便利になった箕

面キャンパスとももう

すぐお別れです。

大阪外国語大学に朝鮮語学科ができたのが1963年ですの

で、今年で56年目になります。朝鮮語学科ができた当時は、

学生のほとんどが男性で詰襟の学生服を着て授業に出席して

いたと聞いたことがあります。現在の学生は女子がほとんどで、

1学年約20名のうち、男子は2，3人で、中には男子ゼロの学

年もあります。

2013年に朝鮮語学科の50周年を迎え、大阪市中央区にあ

るパル法円坂で、「大阪外国語大学（現大阪大学）朝鮮語学科

創設50周年記念の集い」が開かれました。旧教員、現教員、

1期生からその年の3月に卒業した卒業

生、在学生が集まりました。その時に、「創

設50周年記念の集い記念誌」が作られ

ましたが、この記念誌は朝鮮語の卒業生

には 1,000円でお分けしております。ま

だ残部が少々ありますので、ご希望の方

は私の方までご連絡ください。

現在の専任教員は、岸田文隆先生、酒井裕美先生と小西で

す。外国人特任教員は、趙瑜美先生です。その他に、高橋学

先生、南美恵先生、李秀炅先生、秦秀美先生、康宗憲先生、

菅野修一先生、金錦花先生、市場淳子先生、黄鎮杰先生、

山田恭子先生、李建済先生、文浩一先生の諸先生方にもお

手伝いいただいております。

大阪外国語大学時代、韓国の大学2校と交流協定を結んで

おりましたが、2007年に阪大と統合されてからは、協定校が

9校に増え、学生にとって交換留学に行きやすくなりました。

約20名の学生のうち、ほとんどの学生が半年から 1年間、韓

国の大学に留学に行く学年もあります。

学生の活動としては、5月のいちょう祭に、民族衣装のデモ

ンストレーションを行い、7月の夏祭りには、ビビンパやチヂミ、

トッポッキなどを販売したりしています。毎年ではありません

が、民族衣装コンテストで、チマチョゴリ、パジチョゴリを着

て踊ることもあります。この数年、語劇が行われていないのが

残念です。1年生が豊中キャンパス、2・3・4年生が箕面キャン

パスに分かれており、一緒に劇の練習をするのが難しいという

ことが原因の一つではないかと思われます。2年後の移転によ

って箕面キャンパスと豊中キャンパスの距離が近くなりますが、

それに伴って、語劇も復活すればと思います。

ウルドゥー語専攻の今　　　松村耕光
大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻　教授

外国語学部　ウルドゥー語専攻代表

「昔の活気をもう一度」　　　寺尾佳也  
大阪大学　外国語学部　インドネシア語専攻 2 年

2019 年度　語劇祭実行委員長

外国語学部オープンキャンパスは今年も大人気！　　　　　　　　　　 井上泰子  
会報『咲耶』編集委員長  

朝鮮語専攻の今　　　　　　小西敏夫
大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻　准教授

外国語学部　朝鮮語専攻代表

今年度の朝鮮語専攻の 1年生 ウルドゥー語 1年生授業風景

ウルドゥー語専攻教員

2019年度語劇祭実行委員長を務

めます、インドネシア語専攻2年の

寺尾佳也です。大阪外国語大学時

代から続く伝統行事を今年度は11月

23日（土・祝）24日（日）の2日間に渡って

開催する運びとなりました。毎年、ご支援いただいています

咲耶会の皆様方に、外国語学部生を代表いたしまして、心よ

り御礼申し上げます。

語劇祭は、外国語学部の学生が日々の語学学習の成果を

披露することのできる場です。大阪外国語大学時代から盛ん

に開催されてきた語劇祭ですが、近年は来場者数が減少して

夏休み真只中の8月10日、箕面キャンパスで外国語学部の

オープンキャンパスが開催されました。気温 35度の猛暑の中、

3000人余りの高校生と保護者が詰めかけました。　

A棟メイン会場では、10時～15時5分の間、25専攻語のプ

レゼンテーションが、5回のシフトで行われました。どの講義

室も満席で、熱心に耳を傾ける受験生の姿が印象的でした。

図書館のAVホールでは、保護者向け就職説明会や在学生によ

る就職活動体験談が関心を引きました。図書館見学にスタン

プラリーを取り入れるなど、楽しみながら見学ができるよう工

夫されていました。

福利会館内の生協食堂・売店は、てんてこ舞いの大盛況。

暑さと大人数を見越して、今年は、かき氷やソフトドリンクの

屋台をB棟前に誘致したとのこと、こちらも大繁盛でした。福

利会館２階では、「現役阪大生による相談会」が開催され、在

学生ならではの相談に人気が集まっていました。ピンクのポロ

シャツ姿の学生スタッフは、生協学生委員会のメンバーで、学

部を超えてのボランティア活動の一環とのことでした。

キャンパスにこれ程の熱気が溢れ、受験生の憧れの的とな

る大学のOBであることに、喜びと誇りを感じた一日体験入学

でした。

おります。さらに外国語学部キャンパスの移転も予定されてお

り、新キャンパスでの開催についても先行きが不透明となって

おります。このままの状態では、語劇祭に参加をする学生も減

り、キャンパス移転後の語劇祭の開催が難しくなります。そこ

で、昔の活気を少しでも取り戻すために新たな試みとして、参

加する専攻の中から、その専攻の紹介をするブースを作り、語

劇を見るだけでは終わらない形にしようと計画しています。

毎年、語劇祭に参加する学生たちも日々の語学学習だけで

なく、一つの劇を作り上げるために専攻語一丸となって日々練

習をしています。そんな私達後輩の姿を、皆様にご覧いただ

きたく存じます。語劇祭実行委員会も昔の活気を取り戻すた

めに日々知恵を振り絞っていますので、皆様ぜひともお誘いあ

わせの上、会場までお越しいただければ幸いです。語劇祭当日、

皆様にお会いし、劇を披露できることを楽しみにしております。
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大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
イタリア語専攻　助教

霜
しもだ
田洋
ようすけ
祐

大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
中国語専攻　講師

　劉
リュウ
　文
ブンペイ
兵

大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
インドネシア語専攻　講師

松
まつむら

村智
と し お

雄

大阪大学　言語文化研究科
日本語・日本文化専攻　特任助教

秦
チン

　秀
ス ミ

美

大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
デンマーク語専攻　講師

大
お お べ

辺理
り え

恵

大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
スウェーデン語　特任准教授

ラーション ウルフ レンナット

大阪大学  大学院言語文化研究科  言語社会専攻
外国語学部ヒンディー語専攻　助教

拓
たく

　 徹
とおる

  

大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
インドネシア語　特任准教授

ドゥイプスピトリニ

大阪大学　言語文化研究科　言語社会専攻
フィリピン語専攻　助教

矢
や も と

元貴
き み

美

着任のメッセージ

2019年 4月に着任いたしました。イタリア近代
文学が専門で、特に19世紀の小説の語りの技
法について研究をしています。伝統ある大学で

イタリア語・イタリア文学を教えることができるのを光栄に思うととも
に、身の引き締まる思いでおります。どうぞよろしくお願いいたします。

皆様、はじめまして。劉文兵（リュウ ブンペイ）
と申します。中国語と映画論の授業を担当して
います。研究テーマは、中国映画史、日中映

画交流史、欧米映画におけるアジアの表象となっています。皆様に
お目に掛かかり、映画の話に花を咲かせる日を楽しみにしています。

青野繁治
言語文化研究科  教授

（中国語）

大上正直
言語文化研究科  教授

（フィリピン語）

高橋　明
言語文化研究科  教授

（ヒンディー語）

高田珠樹
言語文化研究科  教授

（ドイツ語）

新谷俊裕
言語文化研究科  教授

（デンマーク語）

東　明彦
言語文化研究科  教授

（ポルトガル語）

平成 30年度退職教員

告 知 板

東南アジア地域研究の分野で、特にインドネシ
アの華人社会について研究してきました。出身
は熊本ですが東京生活が長く、大阪は初めてで

す。東南アジアの言語、文化について熱心に学ばれている学生さんた
ちと切磋琢磨できることは私にとって大きな喜びです。なにとぞ宜しく
お願い申し上げます。

このたび、特任助教に着任いたしました秦秀
美と申します。韓国ソウル生まれ・ソウル育ちで、
韓国の大学で日本語日本文学を専攻しておりま

したが、さらに勉強を深めるために、1997年の秋に大阪外国語大学
日本語講座の研究生として来日しました。

韓国では主に文学作品を通して日本語や日本文化について学んで
いましたが、日本に来て実際生活していて気付いたのは、日本語と
韓国語では言葉の使い方が似ているところもあれば、違うところもた
くさんあることでした。そこから私がやりたい研究の方向性を見つけ
ることができました。研究のみならず、生活面でも毎日が新しい発見
の連続で、たとえば、ハサミがなくても手で簡単に開けられるように
工夫された詰め替え用の液体洗剤を開けたり、飲みやすいように工
夫された薬を見つけたりするだけでも、商品に配慮が行き届いてい
ることに気付き、感心したことがあります。このような日常のささや
かな発見は日本に来て20年が過ぎた今でも続いており、日常の楽し
みの一つとなっております。

研究生を経て同大学院では多くの先生方にお世話になり、すべて
の基本はわかりやすくて丁寧に記述することから始まるという大切な
教えをいただきました。教育現場においても受講者とのコミュニケー
ションを大切に、丁寧でわかりやすい授業の実践を日々心掛けてお
ります。大学院修了後は大学院での学びを活かして、大阪や神戸の
大学で韓国語を中心に教えていました。大阪大学外国語学部では主
に兼修語学を担当していましたが、専攻語であるかのように積極的
に参加してくれる受講者が多くてとても印象的でした。真剣に学びに
取り組むだけでなく、一緒に笑い合える授業雰囲気の中で私自身も
教えることの楽しさを学ぶことができました。

大学院時代を過ごした大阪大学にて、特任助教として教育や研究
活動をする機会をいただき、心より感謝しております。これまでの経
験を活かし、日韓の言語行動の対照分析および外国語学部の教育
活動に精一杯努めてまいります。何卒よろしくお願いいたします。

2018年12月よりデンマーク語専攻で講師を務
めております大辺理恵と申します。専門はデン
マーク語学です。自分がデンマーク語の基礎を

学んだ専攻のため精進して参る所存です。今後皆様に色々な場面で
お世話になることと思いますがどうぞ宜しくお願い致します。

Dear former and future students of Osaka 
University!
After working here for more than six years 
with teaching Swedish, I am still as surprised 

and impressed by this dynamic university and its students as 
ever. Osaka University bubbles with energy, creativity, dreams 
and ambitions, and I can only compliment you all to an excellent 
choice of university!

印パ間のカシミール紛争について研究していま
す。授業ではヒンディー語のほか、インドの近
現代史、政治などについて教える予定です。近

い将来、人口が中国を抜いて世界一になるという重要国インドにつ
いて、多面的にその魅力を紹介できればと希望しています。

Hello everybody. My name is Dwi Puspitorini. 
I am the new Indonesian language instructor 
at the Graduate School of Language and 
Culture. Previously, I taught Indonesian as 

a foreign language at the University of Indonesia. There, I also 
taught Javanese and Old Javanese. I arrived in Osaka at the end 
of March, 2019. I am honored to have the opportunity to teach 
at Osaka University. I hope we can get to know each other and 
learn about each other’s country and culture. Thank you.

2019年4月に着任いたしました。これまで、外
国にルーツを持つ子どもたちへの教育について
実践・研究を行ってまいりました。母校で教育

研究に携われることとなり、大変嬉しく思っております。学生たちと
の学びを大切にしながら、母語・継承語や第二外国語としてのフィリ
ピン語教育に尽力したいと考えております。どうぞよろしくお願い申し
上げます。

受勲者のご披露

● 令和元年春の叙勲・瑞宝中綬章
　是永　駿 氏 （大阪外国語大学名誉教授／元 大阪外国語大学学長／
　 　　　　　　　前 立命館アジア太平洋大学学長）（大 C14／院 C1）

◉ペタンクサークル inspÉ（デンマーク語１年  才木大輔、大塚隆真）
日本ペタンク・ブール連盟主催の2018日本学生ペタンク選手権大会
において、チーム「inspÉ Ｃ」が３位入賞

◉庄　栞（モンゴル語 3 年）
モンゴル語スピーチコンテスト実行委員会主催の2018年度モンゴル
語スピーチコンテストにおいて優勝

◉宇野寛人（モンゴル語 4 年）
NARMAI モンゴル主催の 2018 年度モンゴル語・日本語弁論大会
において、モンゴル語部門優勝

◎小島　駿（スワヒリ語 4 年）
第２８回創価大学創立者杯スワヒリ語スピーチコンテストで優勝

◉尾崎佐知子（英語 4 年）
交換留学先のカリフォルニア大学で優秀な成績を収め、最優秀
留学生賞を受賞

◉滝野七歩（英語 1 年）
本学部英語専攻主催の 2018 年度エッセイコンテストにおいて優勝

◉森　愛実（英語 1 年） 
本学部英語専攻主催の2018年度エッセイコンテストにおいて準優勝

◉石割亜優（フィリピン語 1 年）
本学部英語専攻主催の 2018 年度スピーチコンテストにおいて優勝

◉澤井優花（トルコ語 1 年）
本学部英語専攻主催の 2018 年度スピーチコンテストにおいて
準優勝

◉大柳勇太（ビルマ語 4 年）
成績優秀に係る受賞

◉勝矢智子（ハンガリー語 4 年）
成績優秀に係る受賞

◉牧井　渚（モンゴル語 4 年）
成績優秀に係る受賞

私たち夏まつり実行委員会は毎年7月上旬に開催する「大阪

大学夏まつり」を企画・運営するサークルです。今年の夏まつ

りは7月13日（土）に開催し、終始小雨ではありましたが無事

フィナーレの盆踊りまで外で行うことが出来ました。

タイトルにもあ

るように、昨年は

西日本豪雨による

影響により中止と

なってしまったの

で、今年の夏まつ

りは2年ぶりの開催

となりました。そのため、夏まつり本番を経験している実

行委員が少なく、私自身も含めて夏まつり当日へのイメー

ジを掴むことになかなか難しく苦労したのですが、当日の

模擬店、ステージ、盆踊りの活気ある雰囲気や、来場者の

方々が楽しそうにしている姿を見ると今まで私たちの取り

組んできた活動が全て報われるような思いで、開催できて

よかったとひしひしと感じました。また、例年以上に実行

委員会のOBOGさんや大学関係者の皆様にはお世話になり、

大きなトラブルもなくおまつりが進行出来ました。そして

毎年のことではありますが、大阪大学近くの企業様からの

協賛や、近隣地域住民の皆様からの協力のおかげで夏まつ

りは開催できています。当委員会を代表し、この場を借り

て厚くお礼申し上げます。誠にありがとうございました。

さて、2021年4月に箕面キャンパスが船場東地区に移転

することに伴い、来年は現在の粟生間谷のキャンパスで行

う最後の夏まつりとなります。みなさんご多忙かと思いま

すが、是非足を運んでいただけると大変うれしく思います。

また、新キャンパス移転後の再来年以降も夏まつりを開催

するおおよその目途は立ちましたが、現在も協議中です。こ

れからも夏まつりを続けられるよう準備を進めてまいりま

すので、温かく見守っていただければと思います。今後とも

よろしくお願いいたします。

2 年ぶり 思いの詰まった夏まつり
大阪大学　工学部　応用自然科学科　応用化学コース３年 　　　　　　　   

第 40 回大阪大学夏まつり実行委員長  川中一輝

平成 30（2018）年度学生受賞状況一覧

◉木村一輝（英語 4 年）
成績優秀に係る受賞

◉武内恵理（ロシア語 4 年）
成績優秀に係る受賞

※学年は平成３０年度時点のもの
◉印は、学部長賞受賞者
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■ 平成30年度  外国語学部卒業者数
【旧課程】

専攻等
平成30年

9月25日卒業
平成31年

3月25日卒業 合計

男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 総計
地域文化学科昼間主 1 0 1 0 0 0 1 0 1 

【新課程】

専攻等
平成30年

9月25日卒業
平成31年

3月25日卒業 合計

男子 女子 小計 男子 女子 小計 男子 女子 総計
中国語専攻 0 0 0 10 27 37 10 27 37 
朝鮮語専攻 0 2 2 3 16 19 3 18 21 
モンゴル語専攻 0 0 0 9 7 16 9 7 16 
インドネシア語専攻 0 0 0 4 4 8 4 4 8 
フィリピン語専攻 0 0 0 3 10 13 3 10 13 
タイ語専攻 0 0 0 5 12 17 5 12 17 
ベトナム語専攻 0 0 0 7 17 24 7 17 24 
ビルマ語専攻 0 0 0 8 13 21 8 13 21 
ヒンディー語専攻 0 0 0 7 9 16 7 9 16 
ウルドゥー語専攻 0 0 0 4 13 17 4 13 17 
アラビア語専攻 0 0 0 12 12 24 12 12 24 
ペルシア語専攻 0 0 0 8 10 18 8 10 18 
トルコ語専攻 0 0 0 12 13 25 12 13 25 
スワヒリ語専攻 0 0 0 8 10 18 8 10 18 
ロシア語専攻 0 1 1 14 13 27 14 14 28 
ハンガリー語専攻 0 0 0 1 14 15 1 14 15 
デンマーク語専攻 0 0 0 3 16 19 3 16 19 
スウェーデン語専攻 0 0 0 4 18 22 4 18 22 
ドイツ語専攻 0 1 1 17 22 39 17 23 40 
英語専攻 3 0 3 22 23 45 25 23 48 
フランス語専攻 0 1 1 7 14 21 7 15 22 
イタリア語専攻 0 0 0 8 10 18 8 10 18 
スペイン語専攻 0 0 0 18 23 41 18 23 41 
ポルトガル語専攻 1 0 1 17 18 35 18 18 36 
日本語専攻 0 3 3 2 31 33 2 34 36 

計 4 8 12 213 375 588 217 383 600 

■令和元年度  外国語学部入学者数

専攻等

１年次入学 3 年次編入学

男
子

女
子

合
計

男
子

女
子

合
計

中国語専攻 13 28 41 0 0 0 
朝鮮語専攻 3 16 19 0 0 0 
モンゴル語専攻 8 9 17 0 0 0 
インドネシア語専攻 5 8 13 0 1 1 
フィリピン語専攻 4 9 13 0 0 0 
タイ語専攻 2 13 15 1 0 1 
ベトナム語専攻 10 6 16 2 0 2 
ビルマ語専攻 7 11 18 0 0 0 
ヒンディー語専攻 10 7 17 0 0 0 
ウルドゥー語専攻 3 14 17 0 0 0 
アラビア語専攻 8 16 24 0 0 0 
ペルシア語専攻 8 10 18 0 0 0 
トルコ語専攻 10 9 19 0 0 0 
スワヒリ語専攻 7 12 19 0 0 0 
ロシア語専攻 13 13 26 0 1 1 
ハンガリー語専攻 2 13 15 0 0 0 
デンマーク語専攻 5 14 19 0 0 0 
スウェーデン語専攻 4 15 19 0 0 0 
ドイツ語専攻 14 20 34 0 0 0 
英語専攻 21 38 59 0 1 1 
フランス語専攻 6 20 26 0 0 0 
イタリア語専攻 6 10 16 0 0 0 
スペイン語専攻 15 22 37 0 0 0 
ポルトガル語専攻 9 20 29 0 0 0 
日本語専攻 12 29 41 0 0 0 

計 205 382 587 3 3 6 

■令和元年度  外国語学部入学者数

専攻等

一般入試
世界適塾
ＡＯ入試

特別入試

海外在住
私費

外国人
留学生

特別入試

国費
留学生

外国政府
派遣

留学生

合計 3 年次
編入学

前期日程
私費

留学生
帰国
生徒 募

集
人
員

入
学
者
数

募
集
人
員

入
学
者
数

募
集 
人
員

合
格 
者
数

入
学 
辞
退

入
学 
者
数

募
集 
人
員

合
格
者
数

入
学
辞
退

入
学
者
数

募
集
人
員

入
学
者
数

募
集
人
員

入
学
者
数

中国語専攻 36 41 1 40 4 1 0 1 

若
干
名

若
干
名

40 41 
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朝鮮語専攻 16 18 0 18 2 1 0 1 18 19 
モンゴル語専攻 16 19 2 17 2 0 0 0 18 17 
インドネシア語専攻 10 13 0 13 2 0 0 0 12 13 1
フィリピン語専攻 10 13 0 13 2 0 0 0 12 13 
タイ語専攻 13 16 1 15 2 0 0 0 15 15 1 
ベトナム語専攻 13 15 0 15 2 1 0 1 15 16 2 
ビルマ語専攻 16 19 1 18 2 0 0 0 18 18 
ヒンディー語専攻 16 19 2 17 2 0 0 0 18 17 
ウルドゥー語専攻 16 19 2 17 2 0 0 0 18 17 
アラビア語専攻 22 26 2 24 3 0 0 0 25 24 
ペルシア語専攻 16 19 1 18 2 0 0 0 18 18 
トルコ語専攻 16 19 0 19 2 0 0 0 18 19 
スワヒリ語専攻 16 18 0 18 2 1 0 1 18 19 
ロシア語専攻 22 26 0 26 3 0 0 0 25 26 1
ハンガリー語専攻 13 16 1 15 2 0 0 0 15 15 
デンマーク語専攻 16 19 0 19 2 0 0 0 18 19 
スウェーデン語専攻 16 17 0 17 2 2 0 2 18 19 
ドイツ語専攻 30 33 1 32 4 1 0 1 1 34 34 
英語専攻 54 59 2 57 6 2 0 2 60 59 1　
フランス語専攻 22 25 0 25 3 0 0 0 1 25 26 
イタリア語専攻 16 17 3 14 2 2 0 2 18 16 
スペイン語専攻 31 32 0 32 4 3 0 3 1 1 35 37 
ポルトガル語専攻 26 30 1 29 3 0 0 0 29 29 
日本語専攻 27 30 0 30 3 1 0 1 10 10 40 41 

計 505 578 20 558 65 15 0 15 10 12 - 2 0 0 0 580 587 10 6 

● 平成30年度卒業生　進路・就職状況

● 平成30年度卒業生　業種別就職者数

CA
M

PU
S 

N
EW

S

菜
の
花

その他
6.4%

その他
8.6%

製造業
23.4% 

就職者
86.2% 

就職者
87.7% 

製造業
29.5% 

金融・
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男子
218名
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人工知能（AI）による翻訳の精度が急速に進化する現代に

おいて、外国語大学の存在意義、社会的役割とは何か。自

身の職業柄、頻々としてこの手の質問を受けることが少な

くありません。その度に私は切歯扼腕の情に駆られます。

外国語系の学部を擁する大学では、語学教育だけにとどま

らない学際性に富んだ多様なカリキュラムを編成し、着実

に進化し続けているにも関わらず、未だに世間一般では、

外国語大学はあくまで「語学」だけに特化した大学というイ

メージが根深く定着しているようです。社会通念の変革を

試みようとも容易には払拭できないことにもどかしさを覚

えます。

2014年、AI等の研究を行う英国・オックスフォード大学

のマイケル・A・オズボーン准教授が発表した論文「雇用の

未来」が、世界中に強烈な衝撃を与えたのは記憶に新しい。

「消える職業」「なくなる仕事」というショッキングな表現に

肝を冷やした人も少なくないでしょう。

また、（株）野村総合研究所が2015年に発表した試算に

よれば、10～20年後には日本の労働人口の約49％が就い

ている職業、たとえば、リゾートホテルのフロント、通訳、

翻訳者、客室乗務員などの仕事はAIやロボット等で代替可

能であるとされており、これからの未来を生きる若者にと

って、AIやロボットが看過し得ない重大な脅威であること

は言うまでもありません。当然のことながら、これらの見

立てに懐疑的な見解もあり、引き続きAI論争を注意深く見

守っていく必要があります。

学生時代から今日に至るまで、かれこれ60年もの間、外

国語大学と人生を共にしてきた者として強く思うことは、

AI技術の進歩が目覚ましい現下の情勢は、外国語系大学に

とってむしろ好機ではないか、ということです。AIが劇的

に進化する一方で、現状のAIが不得手とすることも浮き彫

りになっています。それは、「見る」「聞く」「感じる」とい

った基本的な人間の営み、つまり外国語系大学における教

育の屋台骨とも言えるコミュニケーション能力であります。

　加えて、自らの発意

による創造性や芸術性

に富んだ独自の色を出

す こ と も 現 在 の と こ

ろAIの不得意な領域で

す。将来、AIが人知を

超えるシンギュラリテ

ィ（技術的特異点）に到

達する日もそう遠くはないと予測されています。しかしな

がら、時代が下るとともに、「言語コミュニケーション」「ク

リエイティビティ」は人間にしか踏み込めない領域として、

その重要性と価値が高まるのではないかと考えます。

現在、多くの外国語系大学では、高度な外国語運用能力

はもちろんこと、専攻語圏に関する深い専門知識と幅広い

教養教育に裏打ちされたグローバルな視野に加え、協働力

や分析力、企画力、創造力等を身につけたグローバル人材

の育成を目指しています。高度な外国語運用能力（コミュニ

ケーション力）「プラス・アルファー」を身につけた人材―

これこそがまさにAIでは代替できない絶対的存在として、

これからのグローバル時代を生き抜く人材ではないかと思

っております。私は、

この先も外国語系大

学が社会に果たす役

割は失われていない

と確信していますが、

その存在意義を社会

にあまねく知らしめ

るためには、卒業生

一人ひとりの各方面

での活躍がプレゼン

スのさらなる向上に

つながるのではない

かと考えています。

京都外国語大学学長／
大阪大学名誉教授
元大阪外国語大学副学長

松田　武 （大 E18）

人工知能は外国語系大学の
脅威となるか

サンクトペテルブルク　聖イサアク大聖堂にて

Osaka Gaidai Team Wins Contest
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私が所属していた大阪外国語大学洋弓部は、1961年創部の

歴史あるクラブです。

数ある部活動の中から洋弓部を選んだ理由は、中学・高校

を文化部で過ごした私が、皆と同じスタートラインから競技を

始められること、１部リーグに属していて強いチームと競える

こと、それから、妹に英語を教えてくれていた家庭教師の学

生が大阪外国語大学洋弓部部員で、大学受験前から勧誘され、

洋弓部に興味があったこと、この３点でした。体育館横のアー

チェリーレンジは、緑に囲まれ、時には猿の出現もあり、とて

も魅力的でした。

春のリーグ戦、国公立戦、あらゆる試合で好成績を収める

ため、日々の練習で技術を高め、春夏の合宿で、部員一同寝

食を共にし、同期はもちろんのこと、先輩後輩との絆がとても

深まりました。この部活動を通して得た貴重なものは、同期と

いう素晴らしい仲間たちと、良き先輩後輩です。日々の練習、

トレーニング、ランニング、合宿、コンパ等すべてが良い思い

出です。

試合や連盟等を通じての他大学との交流も、貴重な経験で

した。洋弓部に所属したからこそ、充実した思い出深い大学

生活を過ごすことができました。

大阪大学との統合時、大阪外国語大学洋弓部は大阪大学ア

ーチェリー部と合併し、その後 2015年に洋弓部の同窓会も統

合されました。

統合後も、現役部員の試合結果や活動報告が定期的にメー

ルで配信され、今もなお大阪外国語大学洋弓部と繋がってい

ることはとても嬉しく思っています。同窓会統合時、ご尽力し

てくださった方々には本当に感謝しております。

今、私はアーチェリーとは無縁の生活を送っていますが、今

回の原稿掲載の機会をいただき、筆を走らせる度に、あの頃

の懐かしい思い出が甦ります。

2018年9月8日（土）、有馬温泉「向陽閣」に入部第3期（75

歳）から第 34期（42歳）のＯＢ37名（男 32名、女 5名）が全国

各地から集結しました。ヨット部は1962年に西宮ヨットハー

バー（YH）で活動のうぶ声をあげ、3年後に大阪二色浜YHに

艇庫と合宿場所を移転し、1987年に大阪北港YHに移転しま

した。関西学生ヨット競技大会の聖地・西宮 YHには、そのつ

どヨットで遠征しました。学業一辺倒ではなく、海とヨットに

熱く青春をぶつけた４年間でした。

阪大との統合により2007年に廃部となりましたが、海を愛

するヨットマンはＯＢ会「蒼穹会」に集い、創部周年会を25周

年以降５年ごとに続けてきました。しかし、ＯＢの高齢化もあ

り、今回55周年を盛大にして最後にしようと一泊二日で関西

に集結、上記の活動場所を訪れるイベントを企画したのです。

一日目は、名湯を堪能し、大広間での宴会に突入、おいしい料

理とお酒、ヨット部での思い出話、暴露話などで大いに盛り上

がり、皆で往時にタイムスリップしました。二日目は、当初、ク

ルーザーに乗って西宮、北港、二色浜の各マリーナを巡る計画

でしたが、あいにく大阪湾を直撃した大型台風21号のためク

ルーザーが運行不能となり、仕方なくバスでの各地巡りとなり

ました。何十年かぶりに訪れた各マリーナ、合宿所や艇庫の跡

地は大きく変貌を遂げていましたが、記憶をたどり感慨深げに

跡地を見つめる各 OBの眼差しには共通する追憶と満足感が

満ちていました。関空と二色浜マリーナが見晴らせるホテルの

最上階での昼食会を最後にイベントはお開きとなりました。

わが青春の大阪外大ヨット部よ、仲間よ、海よ、ありがとう！

皆さんこんにちは、大阪大学美術部箕面支部です。

私たちは全学公認団体の大阪大学美術部（阪美）と同一団

体であることを明示するため、以前の「箕面美術部」から「大阪

大学美術部箕面支部」に呼称を変更いたしました。現在は箕

面キャンパスのサークル棟を作品制作の拠点としつつ、部全

体の活動は豊中キャンパスの学生会館にある大阪大学美術部

と合同で行っております。（支部員は自動的に大阪大学美術部

員となります。支部員は現在外国語学部在籍の7名です。）

私たちの主な活動目標は、生み出した作品を各展示会で発

表することです。作品は、油彩画・水彩画、平面・立体等、形を

問いません。時にはテーマを設定して連作や合作をし、互いに

刺激を受けながら楽しく創作できるのも美術部の魅力です。ま

た、春部展（北区中崎町ギャラリー）、夏部展（大阪大学総合学

術博物館）、大学祭をはじめ、展示の機会を沢山頂いています。

特に、外国語学部文化祭「夏祭り」の展示は、唯一箕面支部が

主催するということで、毎年支部員が奮って準備しております。

部室に常備された画材等は誰でも使用可能で、固定の活動

日時も無いため、昼休みや空きコマ等の好きな時間に創作を

楽しんでいます。兼部されて

いる方、美術初心者の方も

各自のペースで活動頂けるの

で、興味を持ってくださった

方はぜひご連絡ください。い

つでもお待ちしております。

我々、外国語学部ラグビー部は、1922年に設立された旧大

阪外国語大学ラグビー部を前身とし、一世紀近くに渡り存続し

ている関西でも伝統あるラグビー部です。2007年の大学統合

後もOB・OGの方々のご尽力と当部学生の熱意によりチームは

存続し、その伝統が受け継がれています。私も主将として、先

人たちによって引き継がれてきた当部の歴史と伝統の重みを痛

感し、さらに発展させていくことへの期待と、これからの世代

へと繋げていく重責と使命を感じ身の引き締まる思いです。

我々は、リーグ昇格、東京外大戦への勝利を目標に掲げ、

平日の朝練と土日を含めた週５日、箕面キャンパスグラウンド

にて活動しています。今年度は、走り勝ってのポゼッションラ

グビーを追求し、春シーズンは、日々ランフィットネス・体づく

りに取り組んできました。その成果もありOB 戦での数年ぶり

の現役側の勝利を⽪切りに、その後の大阪大学本学ラグビー

部との練習試合にも勝利を収めることができました。来週に

控える神戸市外国語大学との定期戦でもいい結果を収め、春

シーズンを締められればと思います。

今年度はチームスローガンである『initiative』にあるように、

それぞれの部員が主体的にラグビーに取り組むことを目標に置

いています。自分の成長、チーム全体の成長のために何がで

きるか、必要か、それぞれが考えて行動することが外語ラグビ

ーを強く、さらに熱い部活にするために⽋かせません。

最後に、今年の４月から新入生も入部し、さらにチームは明

るく活気付きました。まだまだプレーヤー、マネージャーとも

に募集中ですので、興味のある方はぜひご連絡ください。練

習予定、活動予定は随時ホームページで更新しております。そ

ちらもご確認いただければ幸いです。

大阪外国語大学体育会 ヨット競技部
創部 55 周年 記念イベント

谷岡　諭 （蒼穹会　大阪支部長　大 E19）

箕面にも創作拠点を。
大阪大学美術部『箕面支部』

田中　倫    　　　　　　　

我が青春の洋弓部
植草美香 （大 B40）

大阪大学外国語学部 ラグビー部
アラビア語専攻 3年　主将  石津　彰

大阪大学　美術部箕面支部　
外国語学部　日本語専攻 3年



咲 耶 会 ニ ュ ー ス

21 22

咲
耶
会
ニ
ュ
ー
ス

咲
耶
会
ニ
ュ
ー
ス

平成30年度咲耶会総会のご報告
少德敬雄会長の長年のご尽力に感謝！新会長には大水勇

副会長が就任！

平成 30年度咲耶会総会が10月20日（土）、大阪大学豊中キ

ャンパス、大学会館にて開催されました。西尾章治郎大阪大

学総長をはじめとするご来賓5名、先生方19名を含め、110

名の参加者があり、和やかな雰囲気の中で、旧交を温めました。

会長7年、副会長4年、合わせて11年の長きにわたり、咲

耶会を牽引してくださった少德会長が、健康上の理由によりご

退任。今後は相談役としてご指導くださることになりました。

新会長には、少德会長とともに統合後の咲耶会を支えて来ら

れた大水副会長が就任。就任の挨拶では、前会長の敷かれ

た基礎の上に、会員の皆さんの協力を仰ぎつつ、咲耶会の持

続可能な運営と発展に向けて力を尽くすと、力強い決意を述

べられました。

第一部の総会では、平成29年度の決算報告と平成30年度

の予算案を承認。新役員・幹事 4名が選任されました。会報

の 24ページにプロフィールを掲載しています。

第二部前半では、第3回「咲

耶出版大賞」の表彰式を行いま

した。脇坂洋子選考委員から選

考結果の報告があり、賞状と副

賞授与の後、大賞受賞者の坂本雅子氏、特別賞受賞者の孫

美幸氏に、作品の概要、受賞の感想等をお話しいただきました。

後半の講演会では、溝上富夫大阪外国語大学名誉教授に、

母校創立100周年にちなみ、「神戸の土に還った戦前のインド

人教師―創設期から

戦後期にかけての外

語史の断面―」とのタ

イトルでお話しいただ

きました。講演の最

後に、昨年インド政

府から受勲された「Padma Shri（蓮華勲章）」のインド大統領

官邸での叙勲式の厳かな映像が披露されました。

第三部の懇親会では、少德会長からは感謝の言葉を、ご来

賓の西尾章治郎阪大総長、田邊隆一東京外語会関西支部長

のお二方からは、心温まるご挨拶を頂戴しました。

（文責：井上泰子）

会費のクレジット決済をご活用ください
2018年4月から、咲耶会では会員の皆様からの会費、賛助

金を少しでもご協力していただきやすくするために、クレジッ

ト決済を導入しています。年々、会員が増加し咲耶会活動に

かかる予算も増加する中、皆様のご協力、ご支援で咲耶会活

動の活性化と母校支援を充実させていきたく存じます。海外か

らのお支払いも便利になりましたので、海外支部の皆様に

は、ぜひご活用いただきますよう、よろしくお願いいたします。

詳細は、咲耶会ホームページをご覧ください。

このクレジット決済は咲耶会のデータ管理、名簿作成で長

年業務委託している株式会社サラトのシステムを利用していま

すが、クレジット決済に関するクレジット情報は三井住友ファ

イナンシャルサービスにのみ残るシステムで運用していますの

で安心してご利用ください。

※ご利用いただけるクレジットカードは、
VISA、Master のみです。

※咲耶会ホームページから、クレジット決済ページへアクセス
することができます。

＜咲耶会ホームページ＞ sakuyakai.net
なお、本年度から、会報『咲耶』賛助金を、会報以外の

多目的に活用させていただくため、単に「賛助金」といたし

ております。皆様の温かいご理解のもと、ご支援よろしく

お願い申し上げます。

コンビニエンスストア・郵便局でのお支払い

毎年、当会より会員のみなさまへ送付する同窓会報に振込用

紙を同封しています。お手元に届きました振込用紙をご利用く

ださい。万が一会報が届いていない場合は、お手数でも同窓会

事務局へご一報願います。次年度より会報を送付いたします。

振込用紙を紛失した方は、郵便局もしくはクレジットカードでの

払い込みをお願いいたします（コンビニエンスストアでの払い

込みはできません）。払込手数料は、当会が負担いたします。

ご利用いただけるコンビニエンスストアは以下のとおりです。

■本年度から、振込用紙を下記の 3種類にしました。

①年会費 3,000円のみ送付用（郵便局、コンビニエンスストア

のどちらでも使えます。）

②年会費・賛助金一括送付用（年会費3,000円、賛助金一口

3,000円、計 6,000円を一括してお送りいただけます。郵便

局、コンビニエンスストアのどちらでも使えます。）

③年会費3,000円＋賛助金２口以上の一括送付用（郵便局で

ご使用ください。金額欄は空欄です。年会費と賛助金の合

計額をご記入ください。）

今年も開催しました、

新入生Welcome Party!  

例年通り、新入生は30

名ほど、部活・サークル

紹介で参加の上回生を

合わせると総勢50名ほどに。ここにOGOBも参加して、全員

で交流するのがこの企画の醍醐味でもあり目的でもあります。

イベント開始時は緊張がありますが、アイスブレイクの自己紹

介が終わるころには自然と会話が生まれていきます。恒例の

部活・サークル紹介で

は、各団体が紹介とパ

フォーマンスを行いま

す。スライドで活動紹介

したり、その場で演奏

したりと様々です。合気道部の演舞後には、実際に体験した

いという1年生も。笑って、拍手して、交流する2時間余りとな

りました。

本企画は6年目を迎えました。この場で出会う1年生は当然

初めて見る方ばかりですが、いつも変わりなく、4月から始ま

った大学生活に期待や緊張する姿と、交流のなかで打ち解け

ていく姿があります。企画を進めるこちらも同じようにワクワク

し、毎年、活力をもらっているような気がします。

「新入生 Welcome Party! 2019」 開催
若手活性化委員会委員／在校生支援委員会委員

後藤　峻（夜F42）

 「Osaka University Global Alumni 
Fellow」の称号を授与しました

大阪大学のホームページ 2019年 5月 15日の “ニュース＆トピックス ”より転載

5月3日（金）、この日ホームカミングデイで講演された会議

通訳者のランプキン朋子さんに対して、西尾章治郎総長から

「Osaka University Global 

Alumni Fellow」の称号を

授与しました。

ランプキンさんは、大阪

外国語大学英語学科を卒

業され、アメリカ合衆国 国

務省契約通訳者などの経験を経て、現在、APEC、国連総会

などの国際会議で、政府関係、民間企業海外IRなどでの会議

通訳者として活躍されています。

また、2014年4月にオバマ米大統領と天皇陛下との懇談の

通訳を務め、15年4月にはオバマ米大統領と安倍首相との日

米首脳会談での通訳も務められました。

Osaka University Global Alumni Fellowは、国際的なネッ

トワークづくりの一環として、海外で活躍されている本学卒業

生等に授与しています。
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小林正受 （大 E16） 
この度副会長を拝命致しました。輝

かしい歴史の下、多彩な人材に恵まれ

た我が咲耶会のポテンシャルは魅力に

溢れています。一方、会の運営基盤た

る財務状態の悪化は深刻で、このまま

では会誌『咲耶』の発行すらも危ぶまれ

る事態が予測されます。しかし咲耶会

の伝統の灯は消すわけにはいきません。微力ながら会の財務

改善に全力を尽くす所存です。皆様のご支援とご協力をお願

い申し上げます。

西尾　齊 （大 E11） 
咲耶会本部幹事会の末席に加わるこ

とになりました西尾  齊です。京都支部

の事務局を担当している関係で咲耶会

事務局の方 と々は、メールでの遣り取り

をさせて頂いていますが、本部幹事会

への出席となると些か緊張を禁じ得ま

せん。“Festina Lente”の心構えで微力

を尽くす心算です。よろしくお願い申し上げます。

後藤　峻 （夜 F42） 

咲耶会活動としては、新入生歓迎イ

ベントや外語マガジン『sakuya』などに

既に関わってきました。当時、事務局の

担当者が熱心に咲耶会の運営を行われ

ていた姿を見て協力したいと思ったこと

がきっかけです。外語の文化がこれから

も続くよう、30代の感性を発揮した企

画づくり、世代をつなぐような役割を担えればと思います。皆様

よろしくお願いします！

深川泰博 （大 E16） 
昨年の総会で幹事に就任した深川で

す。1968年英語科卒。1945年2月、

広島県安芸の宮島生まれ。終戦の半年

前でした。爆心から40Kmほど離れて

いたため、原爆の直接的影響は無かっ

たようです。（少なくとも今日まで？）

卒業後、松下電器産業（現 Panasonic）

に入社。4年先輩に前会長の少德敬雄氏がおられました。同

社では主として国際広報業務に従事、米国松下に 4年間駐在。

創業者の松下幸之助氏の傍で仕事をした最後の世代でした。

退職後のpastimeは、植物中心の自然観察と、謡、仕舞など

の能楽の嗜み。幹事としての抱負は、学生諸君がマンモス国立

大学にあって、臆することなく、異彩を放つ活動をグローバル

に展開できるよう、微力ながらお手伝い出来れば…ということ。
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第4回 咲耶出版大賞が決定しました
選考委員　藤原克美（大 R38  大阪大学大学院教授）

卒業生や教員によって執筆・翻訳された出版物を対象に、

外語精神溢れる作品を顕彰する「咲耶出版大賞」の第4回受賞

者が決定した。大賞には、深尾葉子氏（大C33）（大阪大学教

授）の『黄砂の越境マネジメント 黄土・植林・援助を問いなお

す』（大阪大学出版会）が選ばれた。

今回も、専門的

評価の高い学術書

や、社会的に関心

の高いテーマの作

品、意義深い翻訳

書など多彩な候補

作8点が集まった。

4人の委員から成る選考委員会は、各自読み込んだ結果をも

とに議論を重ねた。

深尾氏の作品は、黄土高原における筆者の長年のフィール

ドワークに基づき、人間活動とコミュニケーションのパターン

が生態系の回復や環境に与える影響について論じている。黄

砂に対する一般的な理解と、それに基づいてなされる国際援

助プロジェクトに対し、筆者の調査経験から問題提起を行っ

ており、そのグローバルな視点と、既存の枠組みを乗り越え

ようとするチャレンジングな姿勢に、外語精神が溢れていると

して、高く評価された。

特別賞として、成瀬龍夫氏（大C15）の『比叡山の僧兵たち  

鎮護国家仏教が生んだ武力の正当化』（サンライズ出版）が選

ばれた。成瀬氏は、元滋賀大学学長で経済学の専門家として

知られるが、本書は、日本仏教史、あるいは地域史のような

分野の書物で、なぜ仏教集団が、不殺生戒を破って武力を形

成したのかを検討したものである。本書は、テーマとしても興

味深いが、個人的に抱いた問題関心を出発点として、丹念に

調査し、論理的にまとめたものとして、ライフワークを書物化

する際の一つのモデルともなる作品である。

いずれの作品も、是非多くの人に手に取って頂きたい。

新役員・幹事紹介学内業界研究会ワールドジョブフェスタ
／ワージョブ・ウーマン

在校生支援委員会  委員　大辺理恵（大 DM51・院前中北欧 7）

2018年度の後半に箕面キャンパスにて各種の就職関連イベ

ントが咲耶会共催のもと開催されました。2018年10月23日～

25日には「インターン説明会」（29社の企業、162名の学生が参

加）、11月19日・20日そして26日・27日の4日間には、「ワージョブ・

ウーマン」（44社の企業、81名の学生が参加）、また12月10日

～17日にかけては「学内業界研究会ワールドジョブフェスタ」

（73社の企業、259名の学生が参加）が開かれました。2019年

1月15日～17日そして21日には「内定者との相談会」（18名の内

定者、46名の学生が参加）そして2月18日～ 21日にかけては「企

業研究会」（44社の企業、99名の学生が参加）が催されました。

これらのイベントは、阪大外国語学部生のためだけの学内就活

イベントです。このイベントを運営している idG株式会社のアン

ケート調査には、参加した学生から、「阪大外語のために来て

くださっていると聞き、心を開きやすかった」、「外国語学部の

人のための説明で少人数でしっかりと話が聞けた」「外国語学

部卒の方がどんな企業で働いているのかを聞くことができてよ

かった」「外国語学部向けに企業の方が説明してくださるので、

ニーズに合っていて良かった」などといった声がありました。

今後も咲耶会では同窓会として何らかの就職サポートができ

ればと考えております。卒業生の皆様にご協力を依頼すること

があるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

私の生き方、ここが好き！咲
さ く や さ ろ ん

耶茶論
講演会・勉強会組織員会  委員長　河井洋子（ 大 R 2 7 ） 

毎回好評の「咲耶茶論」

は6月29日（土）に、第８回

を終えました。このサロン

風講演会では、各語科の

卒業生の方をお招きして、

お仕事やご自身の事など、余り専門的に過ぎず、気楽な雰囲

気の中で自由にお話して頂いています。

昨年11月の第6回には英語科卒で英字新聞記者をしておら

れた笹井常三先生（大 E１）に戦時の外大の思い出、記者時代

の様々な経験、会われた著名な方々、毎日新聞「余録」の英訳

のエピソードなど、大変豊かな内容のお話をして頂きました。

とりわけ、先生の書かれた素晴らしい英文見本の数々には圧

倒されました。今年３月の第７回はアラビア語科卒で一般社団

法人関西ムスリムインバウンド推進協議会理事長の梶川佐穂

子さん（大 A50）に協会の活動を中心に、イスラム文化全般に

ついてお話頂きました。行政書士としてのご自身のお仕事、イ

スラム圏の人達との交流、アラビア語の活かし方など、とても

時宜に合ったお話で、質問も沢山出ました。

ホームページを刷新しました
同窓生活動広報委員会委員長　上原順一（大 R38・院 R22）

 咲耶会がホームページを開設したのは、2011年4月です。

構成は比較的単純で、主として本部・事務局、支部、委員会

からのお知らせなどでした。その後、会費のクレジット決済と

そのリンクの設定、会報『咲耶』の公開、バナー広告の導入な

どを行い、情報を一方的に発信するだけではなく、より多くの

皆さまに咲耶会とのつながりを実感していただくように努めて

まいりました。この中で、ホームページを形成する仕組みを刷

新したほうが良いのではないかとのご意見をいただくこともあ

り、2019年4月にリニューアルいたしました。新しくなったのは、

いわば基幹部分であり、変更点が表面的には見えにくいかも

しれませんが、全体的にシュッとしたと考えております。また、

SNSへのリンクもわかりやすくなりました。速報や小ネタは 

Facebookな

どに書き込

んでおりま

す。ぜひご

覧ください。

６月の第８回はインドネシア語学科卒でバリ舞踊家の田中千

晶さん（大 IN38）に舞踊に関心をもたれたきっかけ、留学時代

のお話、バリ舞踊の踊りの詳細、現在の活動などをお話頂き

ました。お話の最後には、衣装に身を包み、ガムラン音楽に

合わせ、華麗に踊りを披露され、参加者一同は魅了されてし

まいました。

今秋11月30日（土）の第９回にはモンゴル語学科名誉教授

の橋本勝先生をお迎えします。面白いお話が聞けそうで楽し

みにしています。今後も人材豊かな各語科の卒業生の方々の

中からお話をして頂く予定です。自薦、他薦、随時募集して

おります。

「古書」が繋ぐご縁
咲耶会事務局

昨年悪天候により中止となった夏まつりは２年ぶりの開催。

『咲耶会の古本屋さん』は昨年度の語劇祭の日の出店を入れる

と通算 7回目になります。先生方、卒業生から寄付していた

だいた本を無料で提供しているので大人気です。会場では「楽

しみで来させてもらいました」という声をたくさん聞くことが出

来ました。ご来店いただいているのは、学生さんはもちろん

こと、地元の方も。「○○語の本はありませんか？」と元気よ

く質問してくれたり、外国語学部以外の学生さんも「（大先輩）

司馬遼太郎氏の書籍は読みました」と話してくれたりと交流し

ながら出店を楽しむことが出来ました。書籍の種類は原書もあ

りますし、日本語の本もあります。ジャンルは人文系から理系、

芸術系など、多岐に渡っています。皆さん、思い思いの好みの

書籍を持ち帰ってくれました。寄付していただいた本が後輩や

地 域の方に渡り、役 立つ

ことを大変うれしく思いま

す。貴重な本を寄付して下

さった皆様、本当にありが

とうございました。

最後にお願いがあります。ご自宅で眠っている本を咲耶会に

寄付していただけませんでしょうか？（〒562-8558大阪府

箕面市粟生間谷東8-1-1大阪大学外国語学部E棟1階）咲耶

会事務局までお送りください。ご協力の程、よろしくお願い

致します。
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大阪外国語大学グリークラブ
OB合唱団について
大阪外国語大学グリークラブ OB合唱団大阪代表　梶江靖史（大 IN17)

大阪外国語大学グリークラブOB合唱団は今年で創部93年

目を迎えますので、それを記念し、創部93年記念演奏会を

11月4日（月・祝日）にクレオ大阪中央で、来年1月25日（土）

に東京上野公園内旧音楽学校奏楽堂で、いずれも全国に散ら

ばっている OBを集め演奏会を開催致します。今回の演奏会も

例年同様「Gaigo will shine tonight」を歌いながら幕を開け、

「Varsity」「学歌」と歌い継いで演奏会を開始致します。第1

ヒンディー語 1981年～84年卒
同窓会報告　　　　　 北野園恵 （大 IP29）

2018年9月16日に箕面キャンパス内大阪外国語大学記念

会館にて、桑島先生、溝上先生、高橋先生をお招きし、総勢

20名の同窓会を開きました。

2018年は、6月M6.1の大阪北部地震、7月西日本豪雨、9月

4日台風21号関西直撃と、自然災害が立て続けに発生し、9月

16日の同窓会開催が危ぶまれていました。当日は皆の願いが

通じたかのように、朝方の雨もやみ、晴天に恵まれ、カリフォ

ルニア州、東京、神奈川、埼玉、富山、広島、香川と遠方か

らの先生、卒業生も無事参加できました。卒業後37年ぶりの

再会の場でもあり、桑島先生と溝上先生にはそれぞれ１時間

に及ぶ熱い講義をして頂き、昼食後の少しの睡魔との闘いも

あり（？）、まさに学生時代にタイムスリップしたかのようでし

た。高橋先生の阪大との統合のお話、思い出の写真スライド

ショー、演奏家横山裕子さんによるお箏演奏、グリークラブ

出身の卒業生によるインド国歌斉唱、全員の合唱、景品くじ

引きと６時間に及ぶ同窓会を楽しく、賑やかに終えました。交

通不便な粟生間谷からの帰路を気にしながら、名残惜しい散

会となりました。

次は、2023年、さらに大勢のヒンディー語卒業生の方々に

もお声掛けし、同窓会が開催できたらと思っています。

トロロメンバー：向かって左から小黒、丹羽、吉田、出口、前田

「生まれて60年のトロロ会」 小黒　一 （大 IN7）

１．誕　生　　　昭和34年（1959）

２．場　所　　　道頓堀のとある小料理店

３．会名の由来　トップ シークレット!!

４．会　員　　　インドネシア語科を昭和34年に卒業し、且つ

全員が陸上競技部に所属した、以下の5名

出口久生（マネージャー）前田正一（中距離）

丹羽宏造（投擲三種）＊円盤投げ・砲丸投げ・槍投げ

小黒　一（短距離と円盤）吉田　稔（中距離）

５．歴　史　　　海外駐在等で、約30年間一堂に会すことかな

わず。平成元年にようやく第二回を岐阜県中

津川市で開き、以後回を重ねて、2017年以

降は、出口兄のお世話で浜松市の超高層ホ

テルの日本料理店で開くに至る。

 幸ナル哉！ （写真はそれ以前のもの）

６．内　容　　　浅酌の後、形而上の話から、急転直下し形而

下（？）の話まで、談論風発を常とす。（小黒記）

ステージは毎回記念演奏会で歌っております「黒人霊歌」6曲

を歌い、第 2ステージではロシア民謡 5曲をロシア語と日本語

を交え歌います。第3ステージではグスタフ・マーラー作詞、

作曲による男声合唱とピアノ伴奏の為の楽曲「さすらう若人の

歌」全4曲をドイツ語で、しかも弊団としましては初めてピアノ

伴奏付きで歌い、最後の第4ステージでは大学の大先輩であ

ります清水脩作曲（大手拓次作詞）による組曲「大手拓次の三

つの詩」を演奏致します。

OB合唱団の団員も年々歳を重ねておりますが、体力の衰え

は気力で持ってカバーすべく日々気力を充実させて練習に励ん

でおりますので、是非皆様も演奏会を聴きに来ていただけます

ようお願い申し上げます。

つどい咲 耶 会 ニ ュ ー ス

　　決　算 （単位：円）

収　入

入会金収入 2,075,000 

年会費収入 3,918,000 

咲耶賛助金収入 2,008,800 

咲耶広告収入 383,000 

名簿及年史収入 37,200 

総会収入 380,000 

雑収入 141,871 

合計 8,943,871 

支　出

援助金 512,009 

事業費 1,455,783 

運営費 3,956,395 

咲耶作成費 2,483,221 

咲耶通信費 1,700,027 

咲耶振替手数料 37,787 

合計 10,145,222 

　　　　   　      収支差額 -1,201,351 

期首正味財産（前期より繰越） 47,135,491 

期末正味財産（次期へ繰越） 45,934,140 

　　予算案 （単位：円）

収　入

入会金収入 2,500,000 

年会費収入 4,200,000 

賛助金収入 2,100,000 

咲耶広告収入 506,000 

名簿及年史収入 31,000 

総会収入 600,000 

雑収入 173,000 

合計 10,110,000 

支　出

援助金 600,000 

事業費 1,350,000 

運営費 3,920,000 

咲耶作成費 2,400,000 

咲耶通信費 1,800,000 

咲耶振替手数料 40,000 

創立 100周年記念事業寄附金 10,000,000

合計 20,110,000

　　　　   　      収支差額 -10,000,000 

期首正味財産（前期より繰越） 45,934,140 

期末正味財産（次期へ繰越） 35,934,140 

  平成30年度  決算報告（平成30年7月1日〜 令和元年 6月30日）   令和元年度  予算案（令和元年7月1日〜 令和 2年 6月30日）

＜令和元年度予算案に関する補足＞　
●収入の部については、項目名を、従来の「咲耶賛助金収入」から「賛助金収入」

に改めました。今後は、会報『咲耶』の作成費に限らず、多目的に活用させ
ていただきます。

●支出については、大阪外国語大学創立100周年記念事業・箕面新キャンパス
整備事業（大阪外国語大学記念ホールの施設）への寄附金として、1000万円
を計上しています。11月 2日の咲耶会総会での承認を得て、執行いたします。

咲耶会行事・会議
2018年

10月 20日（土）

10月 23日（火）
　〜 25日（木）

11月 2日（金）
　〜 4日（日）

11月 8日（木）

11月 17日（土） 

11月 19日（月）
　〜 27日（火）

11月 24日（土）
　   ・ 25日（日）

12月 10日（月）
　〜 17日（月）

2019年

1月 15日（火）
　〜 21日（月）

2月 1日（金） 

2月 16日（土） 

2月 18日（月） 
　〜 21日（木）

3月 16日（土）

3月 25日（月）
 

平成30年度咲耶会総会・講演会・懇親会
（於：大阪大学会館）
幹事会（幹事・支部長会議）会長・副会長会議

World Job Festa 「インターン説明会」
（於：箕面キャンパス福利会館）

大阪大学まちかね祭（於：豊中キャンパス）

司馬遼太郎記念学術講演会（於：大阪大学会館）

第6回「咲耶茶論」（於：中之島センター）

「ワージョブウーマン」
（於：箕面キャンパス福利会館）（月、火、計 4回）

語劇祭（於：箕面キャンパス）
「咲耶会展示および休憩スペース」開設、「古書市」出店

World Job Festa 「業界研究会」
（土、日を除く 6日間）

World Job Festa 「内定者相談会」
（於：箕面キャンパス福利会館）（金、土、日を除く4日間） 

会長・副会長会議
（於：TMI総合法律事務所 大阪オフィス）

幹事会（於：中之島センター）※テレビ会議システム併用

World Job Festa「企業研究会」
（於：箕面キャンパス 福利会館）

第7回「咲耶茶論」（於：中之島センター）

大阪大学卒業式・学位記授与式（於：大阪城ホール）
入会案内

新入生オリエンテーション（於：箕面キャンパス）
咲耶会紹介

大阪大学入学式（於：大阪城ホール）　
外国語学部新入生保護者会（於：京橋 MIDタワー）

新入生歓迎会
（於：豊中キャンパス カフェテリア「かさね」）

・3日（金・祝）大阪大学いちょう祭

大阪大学ホームカミングデイ（於：豊中キャンパス）

第8回「咲耶茶論」（於：中之島センター）

大阪大学夏まつり（於：箕面キャンパス）
「咲耶会古書市」出店

会長・副会長会議（於：TMI総合法律事務所 大阪オフィス）

大阪大学の集いin 香川（於：JRホテルクレメント高松）

平成 30年度 咲耶会会計監査　

幹事会（於：大阪大学会館）

司馬遼太郎記念学術講演会（於：大阪大学会館）

令和元年度 咲耶会総会・講演会・懇親会
（於：大阪大学会館）
幹事会（幹事・支部長会議）会長・副会長会議
• 詳細は「咲耶会総会案内」をご覧ください。（3ページ）

大阪大学まちかね祭　（於：豊中キャンパス）

語劇祭（於：箕面キャンパス）
「咲耶会展示および休憩スペース」開設

第9回「咲耶茶論」（於：中之島センター）

大阪大学の集いin東京（於：東京国際フォーラム）
★各委員会活動については省略しています。

4月 1日（月）

4月 2日（火）

4月 20日（土）

5 月 2 日（ 木 ）  

5月3日（金・祝）

6月 29日（土）

7月 13日（土） 

7月 25日（木）

7月 27日（土）

7月 28日（日）

8月 3日（土）

10月 25日（金）

11月 2日（土）

11月 2日（土）
　〜 4日（月）

11月 23日（土）
　   ・ 24日（日）

11月 30日（土）

12月 7日（土）
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北海道支部　　　　　　　　　　笹山喜市（大 IP25）

大水会長を迎え第 6回総会開催

7月13日（土）に第６回支部総会を会員14名出席（札幌、函

館、帯広、室蘭）のもと開催しました。

大水会長、箱木東北大学名誉教授ご夫妻、また、総会で

記念講演をしていただいた大阪大学ご卒業の作家 沓沢久里

さんにもご参加いただき、にぎやかに進みました。

総会に先立ち記念講演では沓沢先生に、大阪弁で懐かしい

大阪の風情と北海道の文壇のお話しをいただきました。総会

では、過年度の事業報告と決算報告、および今期の予定として、

11月3日（日）に秋の園遊会（ジンギスカンパーティー）を札幌

で行うこと、会報の発行、そして来年は道東帯広市で総会を

開催することなどの計画を発表しました。

総会に引き続き行われた懇親会では、冒頭、大水会長より、

現在の箕面キャンパスが移転すること、移転に伴い新キャンパ

ス整備事業として「大阪外国語大学記念ホール」建設事業が

進んでいる旨、また、大阪大学との統合後も、同窓会として

は咲耶会が最も活発であること、その一方で新卒業生の咲耶

会入会が減少しているなどの報告がありました。

続いて、出席者全員より、大阪の思い出、上八の思い出、

箕面の思い出、そして各人の近況の報告があり、楽しく語り

合いました。今回は1960年卒から2014年卒（大阪大学卒業）

まで幅広い年代層が参加していただき、今後も各年代層でネ

ットワークが広がっていく期待が持てる総会となりました。

東北支部　　　 　　　　　　　　　　黒木一吉（II E10）

咲耶会東北支部 2018（10周年記念）支部総会

新会長迎え 10回記念総会を開催

咲耶会東北支部の平成30年度総会は11月17日、ＪＲ仙台

駅ビルの居酒屋で、大水勇会長、樽井一仁副会長、久保義昭

東京支部長、加来洋二郎前本部幹事、それに喜多義憲前北

海道支部長の来賓を迎えて開催した。

つどい 支部だより

大阪外大&大阪大学軽音楽部の集い
田中喜博 （大 A37）

軽音楽部OB・OGでは、7月15日（祝）に咲耶会様の多大な

ご助力の下、大阪外国語大学記念会館において「大阪外大&

大阪大学軽音楽部の集い」と銘打ったパーティーを開かせて

頂きました。

元々は、懐かしい箕面キャンパスが迎える2021年の移転に

際して、音楽を通じて何か思い出を作れないか？とのメンバー

の思いを咲耶会様にお伝えした事がきっかけとなり、ご相談の

中で同会館についてご紹介を頂き、この日を迎える事が出来

ました。

当日は井上泰子咲耶会副会長をはじめ咲耶会神戸支部の皆

様等、軽音楽部OB・OG以外にも多くの方々に参加頂きました。

軽音楽部にとりましても80代の大先輩から、当日機材設置か

ら会場運営まで快く協力頂いた20代の現役部員の皆様まで半

世紀を超える仲間が集い共に演奏できた事は何物にも代えが

たい思い出となりました。

当日は、OB・OGより２バンド。現役生を含む参加者による

セッションと盛り沢山の一日となりました。また演奏後は現役

部員の皆様の指示の下、お借りした機材を参加者の手で懐か

しい部室に運ばせて頂きました。自分たちの現役当時とまった

く変わらない部室の佇まいに皆大変喜んでおりました。

最後に参加者全員で演奏した“Country Road”は懐かしい

箕面キャンパスへ続く道であり、未来に続く道である事を確

信出来ました。関係者各位に心よりお礼を申し上げると共に、

今後も移転へ向けて音楽を通じて皆様とご一緒できればと願

っております。

お問合せ：久保田（82年入学/IN）、田中（85年入学/A）

OUFSLMC_2019@outlook.jp　

※ Cと2の間は ”アンダーバー ”です

大水会長を囲んでの東北支部総会（仙台市内で）

「アヴローラの会」
第24回 総会を終えて　　  汐崎啓子 （大 R23)

去る6月15日大阪大学待兼山会館で、大阪外国語大学ロシ

ア語学科・大阪大学外国語学部ロシア語専攻同窓会「アヴロ

ーラの会」第 24回総会が27名の参加で行われました。

冒頭、この1年間の物故者に黙とうを捧げました。代表幹事、

大阪大学と咲耶会からの挨拶、会計報告と同監査報告を承認。

その後の記念講演は、1973年外務省に入省し2013年在アゼ

ルバイジャン特命全権大使としてその任を終えるまでの４０年

間、ソ連邦、ロシア、中央アジア諸国で外交官として活躍され

た渡邉修介氏（‘73年卒）に『今後の日ロ関係の展望』と題して

語って頂きました。「『領土不拡大』は人類が到達した英知であ

る」と始められた氏はエピソードや統計を示しながら「北方領

土問題は解決できる」と締めくくりました。

さらに、外交官生活で得た教訓の一つが「想定外の出来事

は起こり得る」であったこと、ベルリンの壁崩壊では「自由を求

める人々の熱い心」と「人はパンのみにて生きるにあらず」を実

感したこと、またソ連邦の崩壊時「人々はいつものように仕事

をし、冷静だった」とも語られました。その上で「薄っぺらな

人間関係では領土問題は解決できない。多彩な人的交流が必

要。特に若者の交流がカギ」と、退官後の「日露青年交流セン

ター」での取り組みを紹介されました。豊富な経験を基に近現

代史のポイントを押さえ、ユーラシア大陸、東アジア、日本を

俯瞰できる氏ならではの貴重な講演でした。

講演後の愉しい懇親会、待兼山修学館での四國五郎展参

加も含め、ロシア語学科らしく素晴らしい総会でした。　　

“イマジンKIMONOプロジェクト”
支援者のひとりとして　松尾美江 （日本語大 49）

IN21回生同窓会in黒姫  　小田敏治 （大 IN21）

昨年は徳島阿波踊りを、今年はアルプスを眺めながら信州

料理に舌鼓を打ち、美味しいお酒と汁料理をいただきました。

全国各地を持ち回りで開催しており次は知多半島で海鮮料理

となる予定です。

皆さん老いて益々元気で次回も盛り上がりそうです。

在学中にふとした縁で訪れた福岡にて主人と出会い、現在、

博多人形師である彼とともに小さな工房を営んでいます。ここ

数年、日本の伝統工芸を海外に発信しようという動きが活発

で、私も主人や友人とともに制作した人形や帯を外国に紹介し

ようと積極的に動いています。なかでも、「イマジンワンワール

ドKIMONOプロジェクト」は三年ほど前から支援者のひとりと

して活動を見守っています。このプロジェクトは、【世界はきっ

と、ひとつになる】をスローガンに、世界各地にある約200も

の国々を、それぞれ一組の着物と帯で表現し、制作していこう

というものです。外大箕面キャンパスでさまざまな人種の先生

方や友人と過ごし、他国の文化にたくさん触れられた経験は

プロジェクト支援の原動力となっています。

先日、開催されたG20福岡レセプションでも、主人の博多

人形・制作実演ブースで通訳案内役をさせてもらい、その舞台

上では「KIMONOプロジェクト」の華やかなショーが会場を盛

り上げてくれていました。その後、G20大阪サミットでもこの

KIMONOが活用され、心からの歓迎が伝わる「おもてなし」だ

と高い評価を受けました。すべての制作・活動費は支援者の

寄付でまかなわれているため、もし、興味をもち共感してくだ

さった同窓のかたがおられましたら、ぜひご協力お願いいたし

ます。皆さんの世界へ馳せる想いがプロジェクトをゴールへと

前進させてくれるよう祈っています。

一般社団法人イマジンワンワールド

【KIMONOプロジェクト】公式サイト　https://piow.jp/
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石川支部　　　　　　　　　　　　吉田孝子（大 IT37）

平成30年度の第2回定例会は、金沢市民芸術村内の「れん

が亭」で11月25日（日）に開催しました。

当日は天候に恵まれ、少人数ながらなごやかな会でした。

これに先立ち事務局より福井県での「大阪大学の集い」のチラ

シを送付し、8月には石川から福井県へ3名が参加しました。

定例会では大阪大学での総会の内容の概略をお伝えして、

他は近況報告で終了しました。初めて参加される方もおり、同窓

生が集う機会があることは貴重なことであると再認識しました。

内容を充実させることも必要ですが、まずは参加者が増えるこ

とを期待しています。 今年も、皆様の参加をお待ちしています。

京都支部　　　　　　　　　　　　西尾　齊（大 E 1 1 ）

2018年度の京都

支部例会が、10月

13日、京都ガーデン

ホテル「彩宴」（京都

市中京区室町御池

南入）で開催され、

神谷忠 雄奈良支部

長をはじめ 25名の会員の参加がありました。

○講演　同志社大学名誉教授で新村出記念財団代表理事の

玉村文郎さん（大 F1）から、「新村出博士と『広辞苑』」と題して

お話をお願いしました。1月に『広辞苑』の第七版が刊行され

たことでもあり、時宜に適った講演でした。

→ 「出」という名は、父が、山口県と山形県の県令であったこ

とから「山」という字を重ねて命名されたそうです。

○総会・懇親会　会務、会計についての報告を了承、支部推

薦の咲耶会本部幹事に、大Ｅ11の西尾齊を選出。総会議事

のあとの懇親会は、会員相互の交歓の場として大いに盛り上が

りました。

奈良支部　　　　　　　　　神谷忠雄（ 大 E 4 ）

支部会員の皆様に、先ずおわび。本年4月早々から、支部

長家族の事情急変のため、諸事務が停滞しまして、約3ヶ月

が過ぎ、本年度支部総会は開催する事が出来ませんでした。

7月に入り、ようやく少々事情が好転いたしまして、目下、遅れ

を取り戻しつつあります。誠にご迷惑、ご心配をお掛けしまして、

申し訳ございませんでした。

平成30年度（31年3月末）決算は、資産残高￥1,162,610に

て、詳しくは、近日中に決算報告を送付します。本年度支部

総会は、令和元年11月3日（日・祝）に、奈良市にて開催を予

定しております。

岐阜支部　　　　　　　　　　　　 丹羽宏造（ 大 I N 7 ）

渤海国と言うと何か謎めいた国で受験勉強時にチラッと覗

き見をした記憶がありませんか？岐阜支部の総会は11月18日

にJR岐阜駅横のじゅうろくプラザ内「ラ・ローゼ プロバンス 」

で開催。今回は岐阜支部会員ロシア語4回卒の玉木功一先輩

に「渤海遺跡探訪の旅」と題する卓話を依頼し、謎めいた国に

思いを馳せました。出席者は11名でしたが、デンマーク語加

藤健二君、スペイン語幸脇裕輔君、フランス語吉村文子さん

等々若手に参加いただいたお陰で出席者の平均年齢が例年よ

り下がりました。

残念なお知らせがあります。長年にわたり、お世話いただ

いた安田哲司様が今年4月13日に逝去されました。謹んで感

謝と哀悼の意を表したいと存じます。

長野支部　　　　　　   山西敏博（ 長野・鳥取・島根支部長）

８月10日（土）、【2019（令和元）年 第1回 咲耶会 長野支部 設立

同窓会】が、松本市内のホテルにて盛大に行われました。長野

県の会員は、総勢140名強中、参加者数14名でした。内訳は県

内11名で、滋賀県、神奈川県、東京都からのご来訪もありました。

これに先立ち、昨年12月22日（土）【2018（平成 30）年 第1回 

咲耶会 鳥取支部復活・島根支部設立・合同同窓会】が、鳥取

県米子市内のホテルにて盛大に行われました。鳥取・島根両

県の会員は、総勢260名強中、参加者数13名でした。内訳は、

島根県9名・鳥取県４名でした。

今回は、鳥取支部の復活と島根支部を設立してきた山西が

長野県（上田市）に異動をしたことから、新長野支部を設立し

ました。今回は支部設立記念同窓会となりました。

お盆のご多忙の折でしたが、同窓生同士の初顔合わせに、

皆様大変喜んで頂きました。

2020年度は【８月８日（土）18時～：松本市・ブエナビスタホテ

ル】（予定）での同窓会を宣言して、2019年度の第１回同窓会は

閉じました。同じく「鳥取・島根支部合同第2回」では【2019年

11月16日（土）18時～：米子市・ANAクラウンプラザホテル米子】

で行います。連絡先：080-3237-0225 / ezm11541@nifty.ne.jp

支部だより

名古屋支部　　　　　　　　　　　白岩　修（大 D19）

平成 30～令和元年度咲耶会名古屋支部活動状況

当支部では恒例の月例会「三水会」（毎月第三水曜日正午か

ら約2時間の昼食懇談会）をアパホテル名古屋錦5F 日本料理

「伊勢」で開催しています。活発な意見交換に花咲き楽しい会

となっています。毎回10名前後の参加を得て、政治問題、外

交問題、趣味、子供、孫など諸々の話題で楽しい会となって

います。是非一度、ご参加ください！ お待ちしています。

平成30年12月8日（土）には総会（忘年親睦会）を開催し24

名の参加がありました。咲耶会の財政状況が非常に厳しく、「年

会費」、「賛助金」を支払って頂くようお願いをしました。又、

2021年創立100周年・箕面新学舎整備事業への募金のお願い

もしました。

本会ではゲストスピーカーとして土森道雄氏（大 TV17 集合

写真後列右から 2人目、外大卒業後日本陶器に入社）をお迎え

し「インドシナ半島：歴史と少数民族。タイ北部山岳少数民族

子弟の教育支援活動」と題し、大変興味深い講演をしていた

だき参加者一同大変感銘を受けました。

又、平成31年1月16日（水）夕刻には新年会を開催し、15名

の参加を得ました。日本料理「伊勢」の美味い料理とお酒で歌

が出たりして非常に盛り上がり、会員間に尚一層強い絆が生ま

れました。

尚、本年12月14日（土）12：00～14：30には昨年同様「アパ

ホテル11Fビルゴ」で総会（忘年親睦会）を開催致します。ゲス

トスピーカーとして木越　勉氏（大 S26）をお迎えし「私のスペ

イン語とのかかわり」と題し講演をしていただきます。詳細は

後ろの「支部総会のご案内」をご覧ください。

又、令和2年1月15日（水）17：30～20：00には今年同様ア

パホテル 5F 日本料理「伊勢」で新年会を開催致します。皆様

のご参加をお待ちしています。

東京支部　　　　　　　　　　　　 樽井一仁（大 R23）

咲耶会東京支部ビアパーティ

咲耶会東京支部恒例のビアパーティを7月27日（土）6年ぶ

りに学士会館で行いました。参加人数は80名で、内訳は男性

60名・女性20名、2000年以降の卒業生17名、大阪大卒業

生12名でした。年齢層は20歳から91歳と多岐にわたり老若

一体化し、楽しいひと時を過ごしました。

今年は、来年の企画として考えている東京外大の現役学生

２名（アルゼンチンタンゴ同好会）を招待し、雰囲気を味わっ

てもらいました。

仙台支部改め東北支部となって通算10回目。黒木支部長が

歓迎挨拶を述べた後、大水会長は同窓会の現状を紹介しなが

ら「母校は3年後に開校100周年を迎える。記念事業の中で

箕面新キャンパスを整備中だが、この中で大阪外国語大学記

念ホールの設置が決まった。母校名が残るホールにぜひ協賛

願いたい。同窓会は楽しくなければならない。女性の入学が

年々増えており、同窓会も女性が参加しやすい活動を展開し

てほしい」と要望した。

この後、JICAで2016年から2年間、ネパールに滞在した齋

藤小夜里さん（大 S、2006年卒）が「青年海外協力隊の目を通

したネパールの魅力」と題して講演。「ネパールは決して裕福

ではないが、皆笑顔で生活。帰国後、電車内でほとんどすべ

ての人がスマホを操作する光景を見て、真の豊かさとは何か、

考えさせられた。もっと楽に生きた方がいいのではないか」な

どと写真を披露しながら、ネパールへいざなった。

引き続き、来賓のスピーチがあり、支部会員も近況報告。

箱木眞澄東北大名誉教授（大Ｅ）、桜井元秋田朝日放送社長

（大Ｄ）、清水記行東京商工リサーチ東北地区本部長（大ＩＴ、

現本社情報本部副本部長）、中村勝彦豊橋商工信組常務理事

（大Ｍ、現理事長）、宮城県庁勤務の高橋啓介さん（大ＰＨ）、

それに特別ゲストのトラベル会社経営山口ステファン氏（山形

県最上町）も抱負を述べた。

懇親会では「キンキラ節」が出て合唱するなど、「上八」校舎

に学んだ先輩らが現役時代を振り返り、しばし「杜の都」仙台

の夕べを楽しんだ。今年3月下旬には秋田、岩手、宮城在住

の会員6人が秋田市に集結し、懇親を深めた。今年の支部総

会は 11月16日午後 3時から仙台市内で開催する。

今 年のメインは、昨

年に続きベリーダンスを

4名で踊って頂きました。

昨年は会場が狭いことも

あり熱気が感じられまし

たが、今回は舞台の上

での踊りであり、より洗練された踊りが見られました。

来年の夏は新しい若手メンバー加えた企画で、多くの方々に

楽しんでいただけるビアパーティを実施したいと考えています。

大阪大学大学院 言語文化研究科　博士後期課程 満期単位取得

2019（令和元）年 8月 第1回 咲耶会
長野支部 設立同窓会

2018（平成30）年 12月 第1回 咲耶会 
鳥取支部復活・島根支部設立・合同同窓会
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北京支部　　　　　　　　　　　　 砂　賢作（大 C54）

大家好（皆さんこんにちは）！

咲耶会北京支部では四半期に一度を目途に集まり、駐在員・

現役学生の親交と一体感を深める良い機会となっております。

北京には中国に進出する日系企業のヘッドクオーターが多

いこともあり多くの駐在員が在籍、また北京大学・清華大学・

北京語言大学等の留学先もあり毎年多くの現役学生が留学に

来ており当地の咲耶会は毎回20名前後の幅広い年齢層の参

加者で盛り上がっております。

徳島支部　　　　　　　　　小田敏治（ 大 I N 2 1 ）

大阪大学徳島支部同窓会が2019年1月29日に開催されペ

ルシア語 S45年卒業の小松格氏が講演をされ現状の中東にお

ける歴史背景を説明され出席者からは面白い興味深い題材だ

との評価を頂きました。今年は 2019年10月27日に開催予定

となっております。支部各位におかれましては多忙とは思いま

すが咲耶会、大阪大学同窓会の開催をご案内いたしますので、

是非ご参加ください。

サンパウロ支部　　　　　　　平野　茂（大 S20)

私事で大変恐縮ですが、私は44年間ブラジルに滞在した

あと、今年10月頃日本へ本帰国する決意をしました。1972年

大阪外大イスパニア語科を卒業後、入社した名古屋の紡績会

社から1975年7月にブラジルへ出向して駐在歴23年、1998

年に帰国して退職しブラジルへ戻って自営を始めてから21年、

振り返れば昭和と平成の長い年月をブラジルで過ごしたものだ

と感慨深い想いがします。

1960年前後に始まった日本企業のブラジル進出ブームは

70年代さらに加速、しかし80年代後半から90年代にかけブ

ラジル経済の停滞で企業進出の気運は一旦遠のいたものの、

2000年代にはBRICSの一カ国として世界から注目を集め再び

進出ブームに火がつきました。一方では、時を同じくして世界

経済のグローバル化に見舞われ、業界によっては存続の危機

に直面し、2010年代には撤退を余儀なくされる進出企業も相

次ぎました。｢未来の大国｣ と言われ続けてきたブラジルは、

2008年のリーマンショックを契機に資源豊かな近未来の経済

大国として変身するかのように見えましたが、結局政治の混乱

が続いて大きな飛躍には結びつかないままとなっています。

しかしながら、極めて親切で人懐っこいブラジル人の国民性

に加え、人種差別も無く、さらには地震や台風などの自然災

害とも縁が薄い温暖な気候は、社会治安が悪いというマイナ

ス材料を差し引いても日本人にとって住み易い外国の一つで

す。笠戸丸以来 110年となるブラジル移民の長い歴史もそうし

た環境に支えられてきたのでしょう。そんなブラジルを去るに

は後ろ髪を引かれる想いですが、私も今年とうとう70歳の古

稀を迎え、祖国日本への帰郷を決意した次第です。

咲耶会サンパウロ支部の会員は現在も10数名足らずと少な

い状態が続いていますが、支部長を平成12年ポルトガル語科

卒の若い草薙綾子さんに託し、サンパウロ支部の益々の発展

をお祈りいたします。

皆様にお会いできる事を楽しみに、ご連絡をお待ちしており

ます。

最後になりましたが、今年から正式に愛媛支部の支部長と

事務を兼務させて頂くことになりました垣生と申します。これ

まで支部総会にはたまに出席する程度でしたので行き届かな

い事も多いと思いますが、これからよろしくお願いいたします。

■令和元年度　愛媛支部総会のご案内

日　    時　11月 24日（日）12：00～

場　    所　松山市宮田町5-1「なが坂」JR松山駅から徒歩3分

会    　費　2,000円（税別、飲み物代別）

連  絡  先　垣生・支部長 TEL/SMS：090-8286-8341

申込〆切　10月末日

支部だより

香川支部　　　　　　　　　小野　博（ 大 E 5 ）

悲しい事ですが、昨年8月、小林立（大C8）支部長が亡くな

りました。同氏は香川大学で中国語科教授として長年勤めら

れました。新支部長には大西晏氏（ロシア語学科昭和24年卒）

が就かれました。同氏は、伝統ある高松交響楽団の会長を長

年務められ、令和元年6月の定期演奏会でチェロ奏者として、

100回目の演奏をされました。

さて、平成30年度の香川支部総会は8月18日（土）午後5時よ

り、栗林公園北門近くの「ルポール讃岐」で開かれました。出席

者は10名で、海外旅行や音楽の話で和やかな雰囲気でした。

終わりになりましたが、香川支部では、若い方の出席も望ん

でいます、よろしくお願いします。

愛媛支部　　　　　　　　　垣生千春（ 大 I P 4 0 ）

11月25日（日）、愛媛支部の総会と懇親会がJR松山駅にほ

ど近い郷土料理の「なが坂」で開催されました。今回は参加者

が少し増えて初めての方を含む10名の皆様にお集まり頂き、

近況や懐かしい学生時代の思い出話に花を咲かせて、楽しい

時間を過ごすことができました。

支部総会のご案内は、同窓会名簿と一部把握できていたメ

ールアドレスの情報を元にお送りしたのですが、県外・海外へ

の転居や連絡先不明の方が予想以上にいらっしゃいました。

郵送でのご案内では連絡が行き渡りにくい事が分かりました

ので、より多くの皆様にお伝えするため2019年度愛媛支部総

会のご案内は個別には行わず、本誌『咲耶』を正式なご案内と

する方法を試してみることになりました。今年は11月24日（日）

12:00～、場所は前回と同じ「なが坂」で行います。これまで

支部総会の情報がうまく伝わっていなかった方、総会の時期

に愛媛に帰省されるご予定の方、初参加の方も大歓迎です。

神戸支部　　　　　　　   大森久美子（ 大 D M 3 6 ）

神戸支部は、2018/7/8ビアパーティ（19名）、12/2忘年会（15

名）、女子会（通称KBWS）は8/5（9名）、2019/1/20（8名）と

活動を重ね、令和元年 5/25、箕面キャンパス大阪外国語大学

記念会館にて、支部内外から42名が集い「支部総会～さよな

ら＆ありがとう箕面キャンパス～」を開催。大内一外国語学部

長の飛び入りご参加に始まり、NHK大阪報道局リポーターの

小川真由さん（日本語大56）のご講演、小川さんを囲んで後藤

峻さん（夜 F42）、菊池信孝さん（開発大57）の30代トリオによ

るキャンパストーク、参加者からは統合裏話や古代（高槻）・中

世（上八）・現代（箕面）歴代キャンパスよもやま話提供と盛り

上がり、最後はスワヒリ語科竹村景子教授による箕面キャン

パスポレポレツアー（アフリカ布カンガのミニ講義付き）で熱く

フィナーレ。参加者は6割以上が女性、40代＞50代＞30代が

メインでした。外国語学部・外大卒だけで年代も語科も越えて

楽しむ箕面キャンパス愛に溢れた時間を満喫しました。

今後も多様性溢れるオープンな場作りを目指します。開催

情報ご希望の方は大森久美子（大 DM36）kmkom93@yahoo.

co.jp までお気軽にご連絡を。

播但支部　　　　　　　　　　　　岩田正美（ 大 R 2 8 ）

咲耶会播但支部は、白鷺城で有名な姫路を中心に播州、

但馬にわたる約600名の会員から構成されており、釜谷支部

長の下、50年近く活動を続けています。毎年開催される総会・

役員会では、30人近い会員が集い、今は懐かしい高槻校舎、

天王寺校舎のことや海外経験も豊富な幅広い人脈の層から貴

重なお話を伺っております。

昨年の5月に開催された総会では、支部会員である姫路文

学館の副館長から姫路文学館の司馬遼太郎記念室（平成8年

開設）の話があり、当記念館では「播磨灘物語」など播磨との

つながりを資料やグラフィックで紹介しています。司馬氏は祖

父の代まで姫路だったようです。また、「播磨国風土記」につ

いて、研究されている方もおられ、播州の地域性が生かされ

てきた支部とも言えます。しかしながら、近年、若い会員の

大阪、東京方面への進出も多く、実家に総会等の案内を出し

ても宛先不明で返却されることが多く、若者離れが顕著です。

一方で、東京支部等での賑わいを会報等で目に当たりにする

と、まさに日本の縮図でもあり、地方において支部を継続す

ることがいかに困難か、痛感される次第であります。

出席者 10 名、左より
高井　忠（大 E13）  谷　昌宏（大 IP9）  三谷正芳（大 E9）  黒田好子（大 E14）
小野　博（大 E5）  廣瀬彰彦（大 S10 ）  森本勝幸（大 S15）  岡田尚三（大 R14）
川井田 修 ( 大 DM31)  奥田修司（大 E52）敬称略

当地の咲耶会は、中国語専攻の卒業生・現役学生が多いこ

とから中国語科の先生の話題で盛り上がったり、古株のOB・

OGの方の仕事のエピソードを現役学生に紹介したりといった

内容で非常に有意義な機会となっております。多くの参加者か

らは、このような「縦のつながり」は他では得られる機会が少

なく今後も大切にしていきたい、というコメントを頂いておりま

す。また、東京外大と合同での懇親ゴルフコンペも定期的に

実施しており、大学間の「横のつながり」も大切にしております。
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北米同窓会　    北米同窓会 日本支部担当理事  久保井亮一

2019年 ７/４ GetTogether （阪大北米の会）報告

7月4日の米国独立記念日、そして今年はUC/UCEAP大阪

オフィス発足 5周年もお祝いする、OU-UC Get Together（阪大

北米の会）は、阪大日米学生会・北米同窓会日本支部主催、

UC/UCEAP大阪オフィス共催で、国際部・国際教育交流セン

ター・咲耶会・日蘭学生会議等に後援、そして本学有志教職

員の方々の暖かい経済的支援をいただき、箕面キャンパスで

の夏季日本語プログラム J-ShIPや吹田・豊中キャンパスでのサ

マーフロンティア等に参加している UC留学生たち（と日本人バ

ディたち）、そして日米学生会やUCデービスなど北米夏季研修

にこれから参加する各学部生や院生たち、さらには本パーテ

ィを、側面から経済的に支援してくださった有志教職員も交え、

総勢約150名が参加して、大学会館アセンブリーホールで賑

やかに開催されました。

日米両サイドから竹村先生・Wang先生らの歓迎・答礼の挨

拶、寄付支援いただいた国際関係の先生方・皆さまの紹介、

OU-UCを繋ぎ UC大阪オフィス主催の講義を当初より担当いた

だいているイノ先生の乾杯の挨拶の後は、学生たちの趣向を

凝らした各種イベントもあり、学生ダンスサークルや大人気

のマスコット・ワニ博士も参加して大いに盛り上がりましたが、

OU, UCの学生たちによる締めの挨拶、記念撮影の後、バス

の時刻が過ぎてもなお懇談を楽しむ学生たちの名残を残して、

記念の阪大北米の会は盛会裏に無事終了いたしました。

阪大日米学生会や実行委員会役員・日米のボランティア学

生の皆さんたちの見事なチームワークと大活躍のお蔭で、本

来の狙いでもあった日米の素晴らしい出会いが沢山生まれた、

とても気持ちのよい歓迎交流パーティとなりました。

■■■■■ 支部総会・イベントのご案内 ■■■■■
■令和元年  東北支部総会
日　時／11月 16日（土）午後３時から
場　所／仙台市内で開催する。

■令和元年  名古屋支部総会（忘年親睦会）
日　時／12月 14日（土）12：00〜 14：30
会　場／アパホテル名古屋錦 11F　ビルゴ
会　費／4,000円（和食弁当と飲み物）
講演会／講師：木越　勉 氏（大 S26 ／イスパニア語学科 1978年卒業）
演　題／「私のスペイン語とのかかわり」
プロフィール： 外大卒業後、三井物産入社。商社マンから学究の徒に転身。
2008年中京大学に勤務。現在、中京大学国際教養学部教授。名古屋市在住。
申込先／名古屋支部幹事　白岩　修　TEL＆ FAX：052-806-7873
　　　　携帯：090-4865-8172　メール：shiraiwa1123@yahoo.co.jp
申込締切：11月 20日

■ 令和元年  岐阜支部総会
咋年度はロシア語 4回生玉木功一先輩の「渤海遺跡探訪の旅」と題する卓
話を拝聴し、大変好評を頂きました。今年はスペイン語27回生尾形裕幸氏
に卓話を依頼しました。どんな面白い話が聴けるか楽しみにして下さい。
日　時／11月 10日（日）
場　所／JR 岐阜駅 横　じゅうろくプラザ内「ラ・ローゼ  プロバンス」
電　話／058-262-0156　会　費／2,500円　開始時間／12時 00分

■ 京都支部総会
日　時／令和元年 10月 18日（金）16:00〜
会　場／京都ガーデンホテル「彩宴」
講　演／（演題）「ひとり親家庭の子どもを支える学習支援」
　　　　（講師）渡　剛（わたり つよし）大阪大学外国語学部・日本語第一回卒
懇親会／講演会終了後
出欠のお返事は 8月発送済みのハガキにて9月30日（月）までにお願いします。

■ 令和元年度　愛媛支部総会
日　時／11月 24日（日）12:00〜
場　所／松山市宮田町 5-1「なが坂」JR 松山駅から徒歩 3分
会　費／2,000円（税別、飲み物代別）
連絡先／垣生・支部長 TEL/SMS：090-8286-8341　申込〆切／10月末日

■ 2019年度　鳥取支部（兼 島根支部）総会 兼 第 2回 合同同窓会
日　時／11月 16日（土）18時－ 20時
場　所／ANAクラウンプラザホテル米子（旧 米子全日空ホテル）
　　　　〒 683-0824 鳥取県米子市久米町 53番 2号  TEL 0859（36）1111 
連絡先／山西敏博（鳥取支部長）080-3237-0225　ezm11541@nifty.ne.jp

ハノイ支部　　　　　　  中本修一（開発・環境大 48)

咲耶会ハノイ支部は、東京外大と合同開催の「ハノイ外語会」

をベースに年3～4回程度集まっております。「ハノイ外語会」

は30年近く続いている当地最古の大学同窓会組織であり、登

録ベースで約70名、会員は卒業生のみならず、現役学生・ベト

ナム人が多いのが特徴です。毎回ハノイ市内のレストランで食

事をしながら、近況報告やベトナム情勢について意見交換を

行っております。また2019年度については阪大の同窓会組織

である「いちょう会」と初の合同同窓会を開催しました。今後

についてもベトナム南部の「ホーチミン外語会」や「いちょう会」

との連携を通じ、更なる活動の幅を拡げて参ります。当地に

赴任、留学される際には、是非ハノイ支部の活動にご参加く

ださい。お待ちしております。

支部だより

香港支部　　　　　　　 小林敏子（東アジア大 C57）

重鎮の帰任

今年で 5回目となった外大の旅行には重大な意義がありまし

た。それは香港在住7年で、みんなのお父さん役として、咲

耶会香港支部の副会長も務めていただいた佐藤さん（フランス

語卒）が帰任となり、最後の参加となりました。

今までの旅行では、観光内容を重視したものだったが、今

回はのんびり過ごすという意味で、“中国のハワイ”と呼ばれて

いる海南島に行ってきました。

女性4名と佐藤さん男性1名というハーレム状態となり、天

気にも恵まれた3日間でした。空港に着いた途端、明らかに中

国と違う雰囲気が漂っており、別世界に来たような感覚でした。

バンコク支部　　　　　 阪本法子（開発・環境大 47）

咲耶会バンコク支部は、1960年の設立以来、2019年で

59年目を迎えました。現在も、数ヶ月に一度、東京外大や関

西七大学とのゴルフコンペ、交流会などを開催しています。今

年度は、新しい試みとして、交流会の際に、在タイ咲耶会会

員に、在タイ日系企業による中国企業との接し方やタイでの

出家経験についての講演をしていただき、有意義な時間をす

ごしました。

数十年続く東京外国語大学との合同同窓会は、2018年度

は久しぶりに、チャオプラヤ川のクルーズ船上で開催しました。

昨今は組織や社会の発展には「ダイバーシティ」が不可⽋であ

ると言われていることから、当会でも、外国語大学や外国語

学部に限定せず、「タイ」つながりで、タイに留学している日本

いつもと同じように、チャーターした車で早速ランチへ。ボリ

ュームと味に驚かされ、ハワイに似すぎる街並みにも驚かされ

ながら、ネットで話題の熱帯雨林テーマパークへ。頂上からは、

中国最南端の領土の“海角”がキレイな海に囲まれているのが

見え、清々しい気分になりました。10年前に来た時、ここの

海は黄河のように黄色かった記憶がよみがえりました。ホテル

は少し奮発をして、全員が一緒に泊まれる 2ベッドルームのプ

ール付きヴィラにしました。さすが中国のハワイというだけあっ

て、施設も雰囲気も南国そのもの！唯一、ここでもやはり中国

語しか通じないのが難点。（笑）

海南島はまた、少数民族が多数居住しているので有名で、2

日目は少数民俗村で観光しながらちょっぴり外大生らしい勉強

もしてきました。そこで半日過ごした後、ハワイよりもワンランク

上の、“中国のモルディブ ”と呼ばれている島に行ってきました。

ワクワクして行ってみると、まさにモルディブ！でした。ここで

泳ぐもよし、ビーチ沿いのバーで飲むのもよし、楽しみ方は人

それぞれ。こうしてのんびりと南国リゾートで過ごした2日間、

やはりマッサージは⽋かせないということで、ホテルの近くに

あったタイマッサージ屋さんに行くと、とんでもなく高い料金

だったので、仕方なくホテルに帰って自分たちでマッサージを

しました。（笑）

最終日は三亜から北上して、省都であり商業の街として栄え

てた海口から香港に戻ることにしました。民国時代の街並み

がまだ残るこの街では、タイムスリップしたかのようでした。

海南省、ここはどこを見ても中国の雰囲気が一切ない、少

し特殊な街でした。

マニラ支部　　　  バチリヤ（橋元）紀美加（大 PH49）

2001年に卒業しフィリピンでの生活を始めてから今年で18

年になります。フィリピン人男性と結婚し一児の母となりました

が、いつの時も咲耶会で仲良くさせていただいている方々、そ

して咲耶会での楽しいお話が心の支えとなってきました。また、

現在育児中の女性会員が私を含め3名おり、育児について悩

みを話したり情報を交換できるのはとても心強いものです。

3、4か月に1回開催される咲耶会では80代から20代まで

様々な年代の方が集まり、これまで赴任された国で経験された

ことやフィリピン人・フィリピン文化について、日々の生活での

経験など「外大生ならではの視点」からのお話で大いに盛り上

がります。皆さんフィリピンで様々な経験をされながらもフィリ

ピンに愛着を持って生活されていることが伺えます。昨年9月

以降男性メンバー4名をお迎えして、男女約半 と々なりました。

今年に入ってからは大阪大学同窓会待兼会との合同懇親会

も約2か月に1回開催されており、大阪大学・大阪外国語大学

の統合後、同窓会の交流も盛んになってきました。

「集まれる人達だけでもちょこちょこ集まりたいですね」と話

をしているところで、本当に居心地の良い支部です。

各地の大学からの留学生の皆さんや多くの企業の方々にも多

数ご参加いただきました。大いに刺激になる会となりました。

また、大阪大学全体同窓会にも協力し、様々な学部出身の

方 と々の交流を通じ、視野を広げる良い機会となっています。

これからも、新しい風を吹き込むことで、咲耶会バンコク支

部を益々発展させていきたいと思います。ご興味のある方はど

なたでも、お気軽に osakagaidaibkk@yahoo.co.jpにご連絡く

ださい。
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｜　短　 信　｜総会出欠ハガキの短信欄からの転載です

藤田恵史（大 C9）
台北・北京駐在経験し当地では何れ
も幹事を行い外大結束の強さを強く
感じております。

中元寺俊幸（大 M9）
80才になりました。何とかダマシダマ
シ生きています。公募展の絵画制作
で多忙です。

内山昌則（大 D9）
町内の仲間数人と毎月ミニ新聞を発
行。時折、雑文を寄稿し、20年にな
ります。

中川　葵（大 D9）
田舎の高校時代はただボーとして目的
もなく生活。2 年生の時近所の京大
生のことを知り英語を教えて貰いまし
た。ぐんぐん驚くように英語の力は伸
びました。ただ京大の薬学部の学生
でドイツ語の原書をすらすら読むのに
は驚きをかくせません。列車で 60 分
の京都の同志社のすぐ近くの予備校
に通いやっと 2 年後外大に合格。京
大の彼には連絡もせず未だに不義理
中。同予備校には外大英語の甲元先
生が出ておられました。外大で再び教
えられるとは。予備校名は確か京都予
備校。大半が京大でした。1,000 人位
の予備校で小生英語のテストが 1 位
になりました。その受験番号で小生の
他の課目の点も分りました。この 1 位
で外大は間違いないと確信した次第
です。苦労した分、外大はなつかしい
ものです。いい大学で大満足。今も誇
りにしております。皆々様の御健勝を。

原　秀雄（大 S9）
80 才になりましたが、毎日元気に過
しております。週二回外国語のレッス
ンにも通っています。

松木正顕（大 S9）
先日、グリークラブの立派な記念誌
が完成しました。各年代の卒業生の
なつかしい思い出とともに貴重な「記
録」ともなっています。

坂田　愃（大 R9）
卒業以来 57 年経ちました。長かった
ような短かったような複雑な気持で
すが、今のところ毎日元気に過してい
ます。唯、年々自分の体が弱くなって
ゆくのを自覚しています。

才野木強（大 D10）
80 才ながら元気で散歩・読書・映画
等老後を楽しんでいます。

今川（一見）彰男（大 S10）
同居しております孫が、平成 30 年 4
月に阪大外国語学部スペイン語学科
に入学し、私の後輩となり喜んでおり
ます。私自身は従来の不動産管理の
仕事をし、また定年退職しました保護
司の仕事の続きで、受刑者 3人と文通
をしてその更生に微力ながら協力させ
てもらっています。

根岸史修（大 S10）
地域でのボランティア活動と体力維
持の為スポーツジムで運動に励んでい
ます。（1）地域での国際交流委員会で
トークサロンと称し、外国人に出身の
国について、2 時間に亘り住民に対し
てお話をして貰う場を設けています。
今年の 9 月、第 136 回目のトークサロ
ンを持ちました。11 月にはチェコ大使

館にスピーカーをお願いしています。
スピーカーの国の数も 60 を超えてい
ます。スピーカーには主として大使館
員、元日本大使、横浜国大（YNU）の
先生、並びに留学生にお願いしていま
す。（2）それとは別に、YNU 留学生向
けのボランティア活動をする団体のメ
ンバーにもなっています。横浜国大に
は約 1,000 名の留学生が来ており、
留学生の出身国の数は約 75 に達して
います。その活動の一環で、一対一対
応のパートナーとなり、毎週一回のペー
スで日本語並びに日本文化に関し面
倒を見ています。又、YNU の留学生向
けに歌舞伎＆能・狂言鑑賞、茶の湯、
着物着付け、座禅体験、工場見学、
古民家見学、富士見登山等など計画
しており、それにも留学生と共に参加
し楽しんでいます。（3）地域の小学校
で、姉妹都市関係にあるアメリカ New 
Jersey 州の小学校と文通をしていま
す。校長先生から頼まれて生徒の手紙
の和訳/英訳のお手伝いをしています。

青木俊一郎（大 C11）
本年 8 月、孔子直系 75 代の孔祥楷
先生の「中国文化漫談」を翻訳出版し
ました。

小原一浩（大 IN11）
2019 年の統一地方選で市議 3 期目
をめざしています。今は 5 冊目の本を
執筆中で、来年 3 月末の出版予定で
す。書名は未定ですが「人生 100 歳
時代、人と違った生き方を～」（予定）

北村道郎（大 TV11）
現役時代（61 才迄）タイ駐在通算 23
年、現在 78 才ですが、未だ毎月タ
イに行っております。仕事は企業のア
ドバイザー。

庵原専三（大 S11）
平成 30 年「SS38 会」恒例秋の旅行
は 10 月 28 日～ 29 日鳴門・淡路島
行きで好天にも恵まれ、大塚美術館
では数々の世界的名画に触れ、豪快
な「うずしお」見学、人形浄瑠璃、そ
して「海の幸」と大満足でした。参加
者は 15 名で今回も思い出に残る素敵
な旅でした。

新出武雄（大 S11）
数年前に咲耶会から呼びかけがあ
り、入国管理局（横浜）でボランティア
の通訳をやっています。年に数回ご依
頼があり、中南米出身の不法滞在者
の尋問に立ち会います。日本の底辺に
生きる人達の実体に触れて落ち込む
ことしばしばです。

山本幹雄（大 S11）
外大入学後、昭和34年（1959 年）5 月
に家庭教師としてのアルバイト先の家
の書棚にある古い受験誌『蛍雪時代』
大学紹介の記事に大阪外大は一期校
として出ていました。私の受験期は一
期校落ち組の志願する二期校として、
関西のトップ校でした。事実かどうか
短信欄（次号の『咲耶』）で教え乞いま
す。昭和 34 年 5 月以前の発行の『蛍
雪時代』の記事です。宜しく願います!!

笹井明夫（大 R11）
80 才になりました。マンション住い
ですので目下最後の理事長を努めは
げんでいます。

辻　修司（大 IN12）
現在タイ国バンコク在。2007 年に
ジャカルタにて退職し、その後バンコ
クに滞在し（11 年）現在に至ります。

田中邑美（大 E12）
同窓会のお世話を長期にわたり熱心
にして頂き、有難うございます。教員
時代を経て、有志の人たちの ESS 的な
グループの指導をしてきました。今年
春めでたく業界（?）から卒業しました。
大阪外大で学べたことが生涯のバック
ボーンになりました。

三浦　鴻（大 S12）
東京在住は 7 名位、クラス会メール
は 33 人位参加だが年々、意見云う
奴がへるなーなんでや ?

藤川昌良（大 R12）
今、校舎近くの茨木・彩都に住んで
います。数年後には校舎は箕面船場
に移転とのこと。さびしくなりますが、
学生さんのはりきりを期待してます。

川原一行（大 C13）
会報『咲耶』2018 № 29大変なつか
しく拝見しました。一番びっくりした
のは市川明先生の文…大外大に着任
したら清掃のおばさんがポンと肩をた
たいて、帰って来たな…ヒゲをはやし
てというところ。会長を大水さん（中
国語科卒）がやられると聞く…。少德
さん長い間ごくろうさまでした。お元
気で。表紙の写真は、それこそモノ
クロ（フィルム）の写真で何ともいえ
ぬレトロの感じ…大外大の頃はファッ
ションも古いが女子学生の写真はほ
んとに古きよき時のかわいらしさを残
しています。今や昭和も遠くになりに
けり、平成もラスト1 年となりました。
元気でいたいものです。

竹下晃治（大 C13）
中国の歴史・文化を紹介する講座を
会社 OB 会と地元公民館で開催して
おり、20 回を超えました。このため
にたくさんの書物・資料を読み込み、
頭のボケを防止しております。

橋本　勝（旧教員 大 M13）
年令相応に元気に過ごしております。

「朔風会」の維持・発展のため会員の
皆様の一層の御協力、御支援をお願
いします。

奥平龍二（大 IP13）
インド語学科を卒業して、いつの間
にか半世紀以上になりますが、主とし
てミャンマー（ビルマ）関係の仕事を
して今日に至っています。

辻　斌（大 E13）
元気で頑張っています。ありがとうご
ざいます。母校の為に皆さん寄付は
しましょうね !

髙木嘉彦（大 F13）
後期高齢者で関ヶ原合戦史跡ガイド
やっています。

立入俊司（大 C14）
卒後、阪市大法Ⅱに学士入学し卒業し
た。やっと大卒の基礎知識を身につ
けた思いがした。その前に市大で聴講
した原龍之助先生の憲法の講義のお
陰で、論文試験に合格し損保会社に
入れた。阪大法学部の講義が聴ける
から今の後輩達は幸せだ。外交官試
験も合格できる。今は自動車保険の

代理店をして 20 年になります。美術
同攷会を通じて他学科の人達と友達
になり妹さんを紹介してもらった。魅
惑的な音楽に乗って社交ダンスをそ
の妻と共に楽しんでいます。「春霞たな
びく山の桜花見れどもあかぬ君にも
あるかな  紀友則」。3 時間踊ると脂
肪が燃焼しダイエットに効果的です。

池田正夫（大 IP14）
咲耶会の愈々の発展を願っています。

井上哲朗（大 B14）
お世話になっております。増々グロー
バル化する世界で外国語文化のすば
らしさを感じております。現在、社労
士開業して4年目。英会話も仲間と喫
茶店で楽しんでいます。

正橋眞一（大 D14）
もう後期高齢者で（76 才）遠くへ動く
ことがしんどいです。

堀なほ子（大 F14）
22日に大阪に行く予定が有るのです
が、20日は既に用を入れています。
今までは11月11日の創立記念日に総
会・懇親会が有ったと思うのですが。
13 年前に神戸から岡山に帰ってきま
した。神戸支部の集まりに参加してい
ましたが、このところ支部の集まりが
無くなっていたらしいのが復活して何
よりです。

久保義昭（大 S14）
「一生の友」と言ってくれていた 11 才
年長の原誠東外大スペイン語科元主
任教授が 2 月 16 日急逝され、7 月 1
日霞ヶ関ビルで「偲ぶ会」があり、原
先生と 60 年以上交流のあった山田
善郎元学長の「想い出の記」を代読い
たしました。原先生には 5 月に東京
支部の定例会で講演していただくこと
になっていましたが、実現せず残念
です。孫娘が小 4 で英検 1 級に合格
したことを我が事のように嬉んでくれ
た原先生を失い、ずっと胸がつかえ
たままです。

朝倉俊雄（大 IN15）
お陰様で元気ですごしております。ス
ラウェシ島中部の大地震災害に心が
痛みます。マカッサル出張当時を偲
びつつ早期の復興を願うばかりです。
ご盛会を祈りつつ。

藪　司郎（旧教員 大 B15)
定年退職して早 10 年目になり、老境
を感じるこのごろです。関西で開かれ
る研究会などの会合に出て、身心の活
性化に努めております。

佐々木康治（大 E15）
知人・友人の訃報を聞くことの多い年
令（73）に達し、人生悔いなきよう年間
210 日程世界を漂流し続けています。

穂積健次（大 E15）
外大時代は全力を尽くしませんでし
た。代わりに社会人では全力・ベスト
を尽くしました。結論として、まあま
あ良い人生でした。

吉田征子（大 E15）
2021 年の新キャンパス、記念ホール
等を訪ねることを大変楽しみにして
います。その時は是非ぜひ出席した
く願っています。

今西統衍（大 S6）
リスボンから函館に来て 27 年、請わ
れるままに函館スペイン語会で講師
をして18 年、…もうここが第二の故郷
になっている様です。年令相応の処
で自然体で生きています。

芳賀直美（大 E7）
少德さん、ご苦労様でした。

酒井　斌（大 F7）
F7会と称して 50 年以上も前から年に
2、3回同期が集まって飲みダベル機
会を続けている。しかし、かつては大
阪だけでも10 数名はあった出席者が
ここ数年幽明界を異にする友人や病
床にある友もあって、僅か 3～5名と
いう淋しい会となっている。とはいえ
60 年以上も昔の在学当時の先生達
や友人達の話題で結構盛り上がる。
長く続けていきたいものであるが…。

千布正人（大 F7）
クラスメートの半数が幽明を異にす
る現状ですが、残存する元気な半数
は「無事是名馬」を念頭に粛 と々歩を
進めております。

中林速雄（大 R7）
82 才というトシ相応に元気です。名
古屋では幹事の白岩さんのご努力で
老いも若きも一堂に会する機会を得
て幸いです。

喜多山寛爾（大 IN8）
元気にはしておりますが年毎に大阪
が遠く感じられます。

林　喜久雄（大 IN8）
阪大との合併の際のドサクサまぎれ、
開校来の伝統あるインドネシア語（当
時馬来語）学科の定員は一気に半減
し最少定員となった。「南十字星会」
から再三抗議、総長にも面談、御願
いしたが 2 定増と最少定員は変わら
ず。無力感つのる。

友金　守（大 IP8）
残念ながら難病にて（パーキンソン）
出席を断念せざるを得ません。

菊井忠雄（大 E8）
外大を卒業してから58年になる。82 才
になる。でも、読みたい本が沢山ある
ので、まだまだ生きていたいと思って
いる。米寿・卒寿・白寿と迎えたい。

屋敷　潔（大 E8）
私、今年の 5 月中旬に、約一週間米
国アラスカ州に旅しました。これで、
やっと米国 50 州全州をカバー出来
ました。アンカレッジにて、3-4 日を過
ごし、汽車でスワードへ、観光船で氷
河巡りをして、アザラシの大群等など
を。そこで、驚いたのは、真っ白な雪
の岩山が、突然、飛び散ったかと思っ
たらそれは、岩山を白く埋め尽くして
いたカモメの大群が一斉に飛び立っ
た !!! 実に晴天の霹靂 !!!!! でした。

塚崎義弘（大 R8）
リウマチ感染症（RS3PE）・6 年前よ
り、脳梗塞で入院、リハビリして 3 年
前より、デイサービスに 2 年近く通い、
今年 2 月インフルエンザにかかり寝
たきりになり、リハビリを行っていま
す。車椅子で多少話します。残念なが
ら自宅に帰ることは難しく、一生入居
出来るところの空きの返事待ちの状
態です。認知症もあるようです。

横尾　豊（C21）
司馬遼太郎、赤尾兜子の両氏を始め、
すでに 21 期の学友の多くが旅立ち
寂寥の日々を送っていますが、まだ元
気にヤフーブログに毎日 94 才ブログ

「柴蘭の部屋」を更新しています。（戦
時下の学生生活や盟友のことなどを）

寺田　傳（S21）
若い時に体験したことは繰返し思い
出すものです。シベリアの捕虜体験
を。そして夢にも見る…。走っても走っ
ても出口の見えないトンネル。60 才
過ぎまでずーっと。そんな夢を。此
頃は朝 5 時台、御所西から四条河原
町まで小一時間、街角の生活風景見
ながら走ってます。

藤井　浩（IP22）
94 才視覚障害者になりました。　　

「生甲斐の筆いつ折らん虫すだく」

田島孝弥（M24）
元気でやってます。大阪に行ってみた
いものです。

松村　平（A24）
90 才でご無沙汰するが、歩行困難
⽋席。『咲耶』29 号表題下段中央な
つかしいアラビア科の写真、田中先
生、山本先生、伴先生他大勢がなつ
かしい。

込茶三郎（C26）
小生お蔭様でお医者の御厄介になら
ず元気で過しております。

調子　肇（IP26）
『咲耶』2018 No.29 の表紙下部の仮
装行事はなつかしい。戦後 2 年目、
S22 年の一年生の秋で小生も参加。
語 部 旗 "H” は Hindostani、 旧 陸 軍
兵隊兵舎が学びの場でした。極端な
食糧難時代で地方出身者の多い本校
は寮生が多く、野球部の友人達は一
椀の汁ダンゴを飯盒に入れ対外試合
戦は東外（東京外語）との定期戦を元
気にやっておりました。この年の女子
学生はアラビア語の井尻さん 1 人。

岸田正昭（E26）
『咲耶』表紙の俵萌子さん山口蔦子さ
んの写真懐かしかった。2011,12 年
にパリリッツホテルでコンサート開
催。シャンソンを歌って以後、現在も
西宮芸術文化センターなどでシャンソ
ンを歌っています。骨髄バンク支援
チャリティーコンサートにも参加して
います。

荒木　大山（大 E1）
毎日 1 万歩のウォーキング、園芸を
楽しみ、フランス語の小説を英訳し、
更にスペイン語、ノルウェー語、セル
ビア語に翻訳しています。（後 2 語は、
在外研修）

井尻益次郎（大 E1）
外大卒業後も同窓生との交流はあり
ませんが、元気で暮しています。

宮浦　博（大 E2）
本人は 5 月に心臓の手術を受け、現
在はリハビリ病院に入院中です。（代
筆・妻　燿子）

村上成人（大 C3）
ほゞ隔月毎に、埼玉・新座～大阪・
堺の間を新幹線で青汁入りの焼酎を
飲みながら往 来しています。特に、
堺では庭の樹木の剪定、菜園づくり

等に努めています。また、喜寿には、
かつて仏政府給費留学生として過ご
したフランス等に孫娘を連れて行くた
めフランス語、ドイツ語の学習をして
います。

小枝　博（大 IP3）
2 年前から、病院や施設への入退院を
繰り返し、現在は病院に入院し、介護
と治療を受けています。直接本人が連
絡することができません。（ご家族より）

前川清一郎（大 TV3）
いつもお世話いただきありがとうござ
います。皆様の益々の御発展を祈り
ます。

玉利　虹（大 S3）
①国内外を問わず各地に支部が出
来、夫々活躍されているのは喜ばしい
事です。②私は阪神淡路大震災を機
に参加した外国人向けボランティア団
体（KOBE SGG クラブ・会員約 80 人
で英・中・西・仏・独・韓・伊の７ヶ国語
に対応）で在神外国人や訪日客への
通訳・観光案内の奉仕をしています。

園田成起（大 C4）
9月26～27日函南スプリングス cc で開
催された第 3 回東西対抗キンキラゴル
フ会に出場しました。（東側チームより）

前川　奬（大 C4）
元気に趣味の川柳を楽しんでいます。
咲耶会の益々の発展を祈ります。

金澤輝彦（大 E4）
昭和 6 年生れ現在 86 才。卒業後富
士火災、その後関連会社の役員とし
て 6 年を過しました。卒業以来半世
紀近くになりますが、何とか元気に過
ごしています。外大として卒業致しま
したが、阪大と合併とのこと一層の発
展を願っております。

故　藤田英二（大 D4）
父は平成 30 年 8 月 6 日に亡くなりま
した。入院中は大学時代のお友達が
何度もお見舞いに来て下さりありがた
く、良い仲間と出会え父も幸せだった
と思います。生前には大変お世話に
なりました。ありがとうございました。

（ご家族より）

竹中清蔵（大 F4）
何もしないで 85 才を過ぎると、もう
手前のボロが出るばかり、もっと勉強
をしておくべきだったと、ソッと退場。

並川（大兼）正江（大 F4）
昭和 7 年生れの私は今も実に懐かし
く外大時代の事を想い出します。畠
中・中原先生方を中心に実に楽しく
学ばせて頂きました。学生時代に使
用した教科書を今も手元に何冊か置
いています。時々それを手にとり懐か
しんでいます。

長本喜夫（大 R4）
すっかり老齢化してさっぱりです。年
は取りたくないもの。趣味の謡曲で
毎日過して居ます！

岡田　進（大 C5）
同期の諸兄も次々亡くなり、淋しくなり
ました。20 人近くいた大阪近辺在住者
も会（飲み会）に出席者は僅か4人のみ。

富永邦夫（大 C5）
すっかり腰も曲がってしまいました。花
の大壁画広場にある300㎡の市民花
壇は春から秋へペールピンクの中輪

“昼咲き宵待草 ”など種々様々咲いてく
れるのですが、2年前から 200 株のバ
ラを植え始め、それがこうじ広場の西
側面のゴミ捨て場を整理し、そこもバ
ラ苑となりつつあります。結果的に社
会貢献しているとは言え、しんどくて
我ながら困っています。その難行苦行
は楽しくもあり右眼流にプラスになっ
ているのか、40～50年前の“岩波雑
誌文学思想”の活字も読め、たまたま
理解に及ぶ中で思わず胸のトキメキを
感じロマンに酔える時もあります。

故　佐々木　忍（大 IN5）
平成30年5月17日 死 去。84才。年 に
1 度の同級会 ? を楽しんでおりました
が、晩年は耳が悪くて電話もダメで寂
しかったようです。（ご家族より）

清水　誠（大 E5）
現在、脳梗塞で治療中。83才ですか
ら余命5年かな。総会の成功をお祈り
します。

馬場弘行（大 E5）
持病で悩まされ乍らの生活を続けて
います。来年から老人ホームに入居し
ます。

荒井　洋（大 F5）
病気ひとつせず、元気です。

野田健史（大 F5）
独居 7 年ですが、子供 2人（女 / 男）に
孫 6人（男 2/ 女 4）、頑張って生きて居
ます。亡妻は高校（市尼）の 6 年後輩。

首藤正登（大 S5）
63 才でリタイア帰郷後、不動産屋
の真似事に従事し現役時代以上の
VIDA RICA を謳歌しています。

中川　清（大 S5）
写真集「100 年史」楽しみにしていま
す。2021 年秋刊行とのことですが、
その頃私は 88 歳。多分まだ生きて
いるでしょう。

中島章夫（大 C6）
卒業直後、和辻哲朗先生の縁で東大
倫理学科に移り、S36 年卒後文部省

（現文科省）に入って役人生活をしま
した。それも遠い日となり、なつかし
い想い出です。

野口亮造（大 C6）
実践論、矛盾論で鍛えられ、ビジネ
ス人生に生かすことが出来ました。
外語の生協を仲間達と立ち上げたこ
とが思い出です。

中村　徹（大 IN6）
年とともに体調悪い時期多々、最近
も 3 ヶ月入院していました。

野村敏一（大 A6）
東南アジアの水道インフラの開発に
努力しています。

金川弘美（大 E6）
84 才になりましたが、保険会社とス
イスのプライベート・バンクの日本代
表をしています。仕事の合間に卓球
を楽しんでいます。

恒成喜久子（大 F6）
『咲耶』2018年No.29 特集号・高槻学
舎の思い出記事ではいろいろお世話
になりありがとうございました。毎号
の咲耶編集委員の方々に感謝・お礼申
し上げます。大阪外国語大学創立 100
周年楽しみにしています。
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忖度のできないコンピュータより人間
のほうがすごい ! と思うけど、その人
間の心や体を操る植物はもっとすご
い ! と日々、植物に対する畏怖の気持
ちが大きくなってきています。

青木寿人（大 IT31）
先日、久し振りに仕事でイタリアに行
きましたが、イタリア語まだまだ現役
で助かりました。

折髙　要（大 IT31）
孫が 2.5人います。

三原久美（大 IP32）
地元の専門学校で英語や観光関連を
教える他、大学の授業通訳をしてお
ります。また、月に一度本格的な英国
式アフタヌーン・ティーを頂きながら、
世界の歴 史、地理、食文化につい
て語り合う集いを主催しております。
Lifetime learner として人生を楽しみ
たいものです。

森　裕賀（大 A32）
海外との仕事からは離れ、国内の仕事
が中心となって5年。日本各地のおいし
いものを楽しみながら仕事してます。

西尾全司（大 TV34）
時々、アルバイトをして暮しています。

髙見素子（大 D34）
なつかしいです。

森脇重光（大 C35）
トヨタ自動車に勤め始め早30年超。
大学で学んだ多くの事のおかげで今
がある。これからも、語学や文化を活
かせる活動で社会に貢献していきた
い。咲耶会のご盛会を祈念しています。

小西浩史（大 IN35）
新しく素晴しいキャンパスに移転され
るとの事、嬉しく思います。益々の咲耶
会の発展を祈念しております。

豊田文枝（大 A39）
大阪外大箕面キャンパスで過ごした
学生生活が懐かしくて、時々大分か
ら車で行っています。思い出はいつま
でもそこに在りますね。

三村章子（大 C40）
総会の日は休日出勤が決まっており、
参加することができません。公立高校
の教員として大阪市で働いています。

戸田貴之（大 TV40）
最近、朝鮮語を学んでおります。新
校舎楽しみです。

入江千恵子（大 DM40）
自宅の近くにある大学の国際課とい
う部署で事務のアルバイトをしていま
す。意欲がある学生たちが留学を目
指す姿を目の当たりにし、刺激を受け
る日々です。

森　博美（大 A43）
2017 年 6 月以来、京都西陣にあるロ
ボットの研究所の管理に携っていま
す。先日は、中東からのお客様を迎え
る際に、カタコトのアラビア語を 20
数年ぶりに使ってみました。ちゃんと
通じて大変喜んでいただきました。身
体が覚えているというのは、このこと
を言うのでしょう。

佐藤麻里子（大 F43）
海外在住のため都合がつかず出席で
きません。同窓生・先生方のご多幸
をお祈りします。

石賀（小椋）めぐみ（大 R44）
日頃、ロシア語を使うことは皆無です
が、先日のワールドカップで学生時代
1 年間留学していたエカテェリンブル
クの街並が TV に映りとても懐かし
かったです。みんな元気ですか ?

守屋みずほ
（東南アジア･ オセアニア 大 PH48）
育児休暇を楽しんでおります。母校の
発展を祈念いたします。

中村　健（中南米大 S48）
2019 年 2 月 3 日に社会福祉士の国
家試験を受験します。一発合格でき
るように頑張ります。

川中（松崎）友子
（ロシア・東欧大 HG50）
9 月よりパートを始め、忙しい毎日を
すごしています。子供は早いものでも
う小学 1 年生と3才（保育園）です。も
う少し大きくなったら、またハンガリー
語を勉強したいなぁと思っています。

泉谷晴香（東アジア大 C52）
6 月に無事男の子を出産しました。育
児がんばります。

辻尾（吉田）祐子（中南米大 S53）
会報、はずかしながら初めて熟読しま
した。現在、3人目の育休中。大学時代
に思いを馳せ、頑張っておられる皆様
の様子を読みいい刺激を頂きました !!

高橋　明（ロシア・東欧大 R53）
いつも楽しく読ませて頂いています。
現在看護師として働いています。今後
ともよろしくお願いします。

山瀨靖弘（アフリカ大 SH56）
大阪外大が統合され、夜間主の廃止
など、失われたものを忘れてはいな
いか。夜間主だから通えた学生を私
は何人も見てきた。いくら阪大との統
合が様々な可能性を秘めていたとして
も、カネや時間などのある特権的な
人しか入れない学校になってしまった
ことは、本当に良かったのか。

波多野亮介（南欧大 IT56）
仙台に移り住み早 5 年。結婚し充実
な生活を送っています。都合上、大阪
に戻ることもできず⽋席させて頂きま
す。今後ともよろしくお願い致します。

髙橋留唯（中東大 A57）
大阪に戻ってきて、現在は言語聴覚
士の養成校に通っています。

和志武倫美（南欧大 IT58）
先日、久しぶりに箕面キャンパスを訪
れました。彩都の開発が進んでずい
ぶん街並みが変わりましたね。

土屋彰子（日本語大 58）
学生時代からの夢だった日本語教師を
して、留学生と日々向き合っています。

高畠知里（中・北欧大 DM63）
現在、海外勤務をしております。

松藤泰代（阪大 E1）
現在、育児休職中です。盛会をお祈
りします。

渡邉優太（阪大 PB2）
無事、社会人 6 年目として頑張って
おります。

宮崎妙華（阪大 M3）
阪大時代がとてもなつかしく、ついこ
のまえまで学生だった様な気分で今
もただひたすら前向きに仕事を頑張っ
てます。今回は⽋席ですが次回はぜひ
参加出来ればと思います。

田保拓海（阪大 A3）
元気にしています。

菊地　灯（阪大 SD3）
建て替えは古いから当然かな。更な
る発展を。

鳥生知美（阪大 S4）
スペインカナリア諸島ランサローテに
ワーホリで行っております。

横山宏輔（阪大 J4）
塾講師から転職して 1 年半になりま
す。現在、市役所に勤めていますが、仕
事にもようやく慣れて来ました。

中川理奈（阪大 E5）
卒業後、三井物産に就職し、早くも同
社での 3 年目を迎えております。ICT
事業本部という部署に所属し、北米
の事業投資案件に関わった後、現在
は国内関係会社に出向しています。一
人前の社会人となるべく、引き続き精
進する所存です。

中埜雄介（阪大 M6）
船場にできる駅名に阪大が入り、誇ら
しく嬉しいです。

輿水　凜（阪大 C7）
4 月から上京して大学院で学んでいま
す。中国人留学生が多いので、身につ
けた中国語が役に立っています。

比留間啓仁（阪大 E7）
東京で勉学にいまだ励んでおります。

中西温子（阪大 D7）
ドイツ ミュンヘンへ 2 年間働きに
行っています。

呉竹　正（短 E4）
関空のまち泉 佐 野市でシティプロ
モーション活動に取組んでいます。イ
ンバウンドの方々がまち中にあふれて
います。いごこちの良いまち作りが目
的 !!

峯松（川上）順江（短 S4）
数病不息災で何とか生活しておりま
す。

飯田弘道（短 E5）
ESS の OB 仲間が年 2 ～ 3 回、気楽
な顔合わせを続けています。地域の
小学校の英語授業のお手伝い等で多
忙な日々です。

富永（鄭）真己（中・北欧夜 E30）
今年も『咲耶』の皆様のレポートを楽
しく読ませて頂きました。" 笑い " と
元気をありがとうございます。

林　晋作（中・北欧夜 E31）
第 12 回島崎藤村記念文芸祭・創作
（小説）部門・入選（一席）

藤澤美知男（ロシア・東欧夜 R32）
今回の総会には参加できず申し訳ご
ざいません。皆様のご活躍を心より
祈念申し上げます。

上月富佐子（中・北欧夜 D36）
前期高齢者になり、日々ぼちぼちで
す。日本の伝統文化を外国に発信す
べく、英語落語・独語落語を楽しん
で取り組んでます。

吉留洋祐（ロシア・東欧夜 R38）
独立行政法人航空大学校にてパイ
ロット教官を続けています。一方で航
空界の最前線でパイロットとして社会
貢献したく、航空会社への転職活動
にも取り組んでいます。先日、北海道
帯広市から稚内市まで往復 950km
のドライブに行きました。稚内市街地
の道路案内看板にロシア語表記があ
り、嬉しくなりました。

萩野博俊（Ⅱ F1）
卒業後、48 年いつも母校の事を忘
れた事はありません。創立 100 周年
大学記念ホールができるのは喜ばし
い事。寸志寄付させていただきます。
弱視です。

栗原陽子（Ⅱ D3）
昨年 6 月背骨の大きな手術を受けま
した。（ワイヤーが何本も入っています）
そのせいで歩行が普通にできません。

山本活平（Ⅱ E11）
障害児童の指導員として現役で楽しく
働いています。なかなか出席できなく
て残念です。

西羅こづえ（Ⅱ E12）
地震・風水害をかさねてお見舞いし
ます。言葉を慎みましょう。余白にこ
もる想いではいかがでしょうか。

粟津昌宏（Ⅱ E14）
28 年間の大学関係の仕事を 3 月で
退職しました。

内田千景（Ⅱ D14）
2014 年のことになりますが、ドイツ
のキッツィンゲンにおられるストロー
ム先生（当時 94 才）にお会いして来
ました。皆様がご健在でいらっしゃい
ますよう祈っております。

村上逸子（Ⅱ C16）
60 才になり、年を感じます。

近藤孝一（Ⅱ S17）
学生会館（粟生間谷学舎）の 2 階に
あった喫茶店サティアがなつかしい
です。2 部主はなかなか行く機会が
なかったけど、カレーライスがおいし
かったです。

田坂雅弘（Ⅱ F19）
1991 年に日本を出て 27 年になりま
す。今は香港で仕事しています。時々
日本にも戻りますが、実家が箕面市
粟生間谷なので日本に戻ってくると
ホッとします。粟生間谷のキャンパス
が移転になると少しさみしいですね。

福原慶尚（Ⅱ E20）
75 才の私はバリバリの現役。萩市の
至誠館大の英語科専任。今では仕事
が趣味に。自宅では「学生民宿」と「倉
庫カフェ」も。

福嶌康人（Ⅱ D23）
御盛会お祈りしております。今年は大
雨、猛暑、台風、地震。みなさまお
気をつけください。

石原（西丸）美保（Ⅱ D24）
皆様の御活躍にふれ、まだまだあきら
めない !! との思いを新たにした次第。

平野拓也（Ⅱ F24）
家内が認知症（要介護 5）のため、看
護に追われ、あらゆる活動が停止し
ています。

｜　短　 信　｜総会出欠ハガキの短信欄からの転載です

橘　勲（大 M16）
三重県の名張から大阪港にある会社
まで約 1 時間 30 分、週 2 日出勤して
います。定期健診にも異常はなく、健
康管理には大変よく毎日が充実して
います。勉強も又楽しいです。

上村浩通（大 E16）
避暑のため、北海道に２ヶ月フェリー
で行っていました。

本田正伸（大 IN17）
タイのチェンマイでロングステイし近
隣諸国への小旅行を楽しんでいます。

土森道雄（大 TV17）
相変わらず年 2 ～ 3 回のタイ他東南
アジア諸国への出張してますが、昨
今、体力の限界を覚え、来年にはビ
ジネス、仕事完全引退です。

井上　史（大 D17）
細々とドイツ語の勉強と時々ちょっと
した仕事を続けています。

高岡　薫（大 D17）
去年の暮に大動脈瘤の手術を 2 日し
てからは老化がすすみ室内でも歩行
器を使っています。

鎌本京子（大 IP18）
大学非常勤講師も終え、趣味の社交
ダンスの上達を目指します。（競技会
で良い成績を取りたいです。）

山本次介（大 IP18）
会社を定年退職（2012 年）の後、富山
県教育委員会の依頼で７校の小中学
校でパキスタン出身の子供達の世話
をしました。今はやめましたが、40 年
ぶりでウルドゥー語を活用できました。

半田康彦（大 P18）
定年退職後、企業人として培った経験
や知識などを活かして、東京の簡易裁
判所で民事調停委員及び司法委員と
して週 2 日、都内自治体の消費生活セ
ンターで消費生活相談員として週1日、
世の中の様々なトラブル解決に携るな
ど、充実した日々を過ごしております。

森永　茂（大 D18）
毎年お世話になっております。今回は
⽋席ですが、次年度以降も会報『咲
耶』を御送付願います。よろしくお願
い申し上げます。

小野嘉久（大 B19）
外大 B19 の仲間は毎年同期会を行
なっており、今年も 11 月 15 日に京
都で集い食べて飲んで唄って旧交を
深めるのを楽しみにしております。

谷岡　諭（大 E19）
古稀を迎えました。大 E19 の皆さん
元気でしょうか ? ゴルフとロシア語を
楽しむ日々です。（奈良在住）

白岩　修（大 D19）
咲耶会名古屋支部の幹事をしていま
す。毎年 4 月に大阪でドイツ語同窓会
をしています。是非、ご参加下さい ! ジ
ム、健康麻雀、テニス、カラオケ、男
の料理等を楽しんでいます。たまの飲
み会が楽しみです。

神崎康彦（大 F19）
年令＋5 才位で頑張ってます。

諏訪忠泰（大 S19）
事務局並びに会員の皆様のご多幸と
総会・懇親会のご盛会を心より祈念
申し上げます。

松原繁生（大 R19）
4 月 5 日に京都大学大学院博士課程
にロシア文学専修で入学しました。京
大での修士論文は西洋史で、サッ
チャー政権誕生前夜の英国について
書きました。博士論文はドストエフス
キーについて書く予定です。

服部健治（大 C20）
2018 年 3 月に中央大学大学院教授
を定年退職したあと、一般社団法人
日中協会の理事長に就任しました。

喜多義憲（大 M20）
北海道支部長を退き、会報づくりな
どをひきつづき担当します。大学チョ
イ教員を楽しんでいます。

交野正隆（大 E20）
古希の実感がありません。東京都民
はシルバーパスなるものがあるので、
大いに活用しております。ほとんど毎
日外出して健康には気をつけていま
す。趣味のカラオケ（ナツメロ）は続
けており、時々舞台で歌っています。

阿部博司（大 M21）
2016 年 9 月にスポーツ団体の仕事
をやめましたが、やはりまた 2018
年 6月よりフルタイムの人材紹介シニ
ア・コンサルタントとして仕事をし出
しました。

上原　修（大 IP21）
長く東京に在住しているため、なか
なか出席が叶いません。ご盛会を祈
ります。

寺尾（渡邊）裕子（大 DM21 院 J16）
S.48 年に学部（デンマーク語）卒、
S.61 年に大学院日本語学専攻修了し
た者です。阪外大の大学院に非常勤
講師として出講したことも遠い思い出
です。2015 年 3 月に兵庫教育大学を
退職し、今は大学院生として学ぶ身。
論文しめ切りの為忙しい毎日です。

杉本重雄（大 S21）
グローバル人材育成も含め、教育の
基本は「なによりも国語」（司馬遼太
郎、1987 年）との信念から、故郷
の村の小学 3 年生一人ひとりに国語
辞典を贈っています。

岸本直己（大 R21）
マンションの管理組合の仕事があり
⽋席させて頂きます。

中村友則（大 R21）
いつも楽しみに拝見させて頂いてお
ります。ただ残念なのは他語科の卒
業年次が「回」なので、横断的にわか
りません。卒業西暦とかの共通尺度
があれば助かりますが。

藤井利男（大 K22）
マーケティングコンサルタントとして
働きながら、日本語教師になるため
文化庁指針の 420 時間日本語講座
を受講中。ヒューマンアカデミー大
阪校へ講師の採用が決まり、1 月か
ら働く予定。

井上清昭（大 M22）
貿易業を始めて18 年目に入ります。
最近は中央アジア（カザフスタン、キ
ルギス）の富裕層向けに日本製品を
売り込んでいます。ムスリムですが
戒律が厳しくないので、助かります。

南　信夫（大 B22）
卒業以来 67才の今日まで、ずーっと
ミャンマー関連の仕事を続けています。

渡部義春（大 K23）
43 年間の公務員生活を終え、年金
生活を送っています。妻と 100 名城
巡りを楽しんでいます。

樋口正次（大 E23）
大阪市天王寺区にあります興国高等
学校で進学特別顧問をして6年目で
す。囲碁部の顧問もしています。2 年
生の生徒で囲碁のプロ初段の人がい
ます。6 子置いてもなかなか勝てま
せん。まぐまぐでメールマガジン「I 
didn’ｔ know…」を発行しています。

北岸敏男（大 R23）
おかげ様で元気にフルタイム勤務中
です。（大阪の専門商社）

佐藤則子（大 C24）
幹事、役員の皆様、ご苦労さまです。
私は中国残留邦人の相談員の仕事を
辞めてからは、もっぱら横浜市の学校
通訳、及び母国語（中国語での）学習
支援を継続して、させてもらっていま
す。やり甲斐もあります。

谷　晃（大 D24）
浜松市観光ボランティアガイドをして
全世界のお客様に浜松城や史跡の案
内をしています。ドイツ語圏の来訪者
にドイツ語で対応出来る時には嬉しさ
やりがいを感じます。

中島裕司（大 DM24）
しばらく外国語から離れて、アートばか
りでしたが、そのアートプロジェクトが
だんだん国際的にも拡って、英語を使
う機会がずい分増えました。

小原　薫（大 S24）
6月18日の地震でタンスが倒れ、腰を
打ちました。リハビリに通っています。

笠井孝之（大 C25）
読売新聞記者をリタイアしました。豊
中市日中友好協会副会長として創立
20 周年行事を10月20日に行うので、
⽋席いたします。盛会お祈りします。

小森絹子（大 S25）
FB で数十年ぶりに繋がった関西在住
の渡辺（旧姓奥山）淳子さん（大 S25）
が大分・別府に旅行で来られることに
なり、同じく同期の大分市在住の後藤
（旧姓山中）佐智子さんと別府で再会
できることになりました。今からワクワク
しております。福岡支部は休眠ですか ?

山本はるみ（大 R25）
今年 5 月にモスクワへ 2 週間の短期
語学研修に行ってきました。只今、ロ
シア語能力検定試験（2 級）の猛勉強
中（!?）です。少しずつ牛歩でもステッ
プアップしたいです。

清水和彦（大 C26）
卒業してもう 40 年経ちました。上六
の南海飯店、近鉄百貨店、ワールド
コーヒー喫茶店思い出します。

須田　和（大 IN27）
市議三期目となり一層忙しくなりまし
た。今年は先約が 2 件あり参加でき
ず、残念です。

谷口雅俊（大 B27）
いつも会報を楽しく読まさせて頂いて
います。今年、ビザ取得のため箕面

キャンパスを訪問し、大学の看板が
大阪大学となっていたことに気がつき
ました。

味岡保雄（大 E27）
神戸芸術工科大学で英語を教えてい
ます。学生たちと楽しく毎日を過して
います。来年 3 月で退職を迎えます。

大橋章子（大 E27）
姉の孫（10 才・8 才・4 才）の成長を
楽しみにしています。

横井信夫（大 E27）
旧 : 瀧定㈱大阪支店・現 : スタイレム
㈱にて定年を迎え、現在雇用延長 2
年目で、中東市場への生地輸出に携
わっています。

原　淳子（大 F27）
昨年、卒業以来初めての同窓会が開
催されました。その後、少人数で集
まる機会も増えました。

片山信英（大 IN28）
神戸市役所で週 4 日働きながら大阪
大学大学院人間科学研究科で研究を
続けています。若き日に苦手だったイ
ンドネシア語ですが、今の研究には大
変役に立っています。

西村俊一（大 TV28）
神奈川県在住でもあり今回⽋席しま
すが、盛会をお祈りいたします。

横山博史（大 A28）
再雇用で働き出して 1 年が過ぎまし
た。2018 年 6 月に福岡、9 月に岐阜
でライフプランの講演をして 65 歳か
らの本格的な社外デビューに備えて
助走を始めました。

進藤喜予（大 R28）
緩和ケア医として働いています。

北野園恵（大 IP29）
2018年9月16日、箕面キャンパス内の
外大記念会館にて卒業後初めての同
窓会を開催しました。17 名の卒業生
が集まり、桑島先生、溝上先生、高橋
先生にご臨席頂き 2 時間半に及ぶ講
義があり、まさに学生時代にタイムス
リップしたかのような楽しい時を過ご
しました。

菅原（増山）悦子（大 IT29）
夫（菅原資郎・IP ウルドゥー語専攻）
と共にサウジアラビア、タイ、オースト
ラリアと駐在し、現在夫は単身エジプ
トカイロに駐在しております。つくづく
日本は暮らし易い国だと痛感します。

本藤久豊（大 S29）
昨年定年退職しましたが、その直後契
約社員で再雇用。同じ勤務先、職場で
すがガクッときました。定年うつ ? か
も。家庭でも「老いては妻に従え」との
訓え通りにしようにも気詰まりです。

圓山　望（大 IP30）
恩師溝上先生の講演を聞くことがで
きないのは、まことに残念であります。
どうかよろしくお伝え下さい。盛会を
祈念しております。

三浦みどり（大 IP31）
外大創立 100 周年おめでとうござい
ます。

末永（三浦）成美子（大 B31）
SEとしてコンピュータと対話し、アロマ
セラピストとして植物と関わっていま
す。（B 型だから趣味＝仕事）気くばり、



テレビ新聞（朝日、毎日、読売、日経、文藝春秋等…）で再々報道

ご結婚、お茶飲友達　   もご紹介
36周年の本年11月迄、大阪外大、阪大、神大、府立北野高校卒業生や職員、及び旧横浜正金銀行関係者は、
登録料免除しております。（※横浜正金銀行とは、戦前日本唯一の外国為替銀行。全株天皇家所有。戦後東京銀行となった）

　　　　　 無限の会・ゆうゆうM
本会は、シルバー婚のお世話を36年間致

して参りましたが、これに加えて昨今の少

子問題に鑑み、27才～40才過ぎの方で、
お子様をお望みの方は、入会登録料半額
免除で、お世話致したいと存じます。入会
者は全員お写真3枚、住民票に加えて役

所発行の独身証明（なければ戸籍謄本ま

たは遺族年金証明）の御提示が必要です。

必ず電話予約の上、おはこび下さい。

神戸市中央区脇浜海岸通3－2－7号館713　大阪市西淀川区花川1－4－32
阪外大・阪大関係者は主宰者携帯 ０８０－８３０６－６８９０へ直接お電話下さい。
主として、メールは、０９０－８３８５－１４４０にお願い致します。

60才以上
のみ

本年で36年の実績。非営利、成立礼金不要…
“類を見ない”と言われる良質会員、信用と実績の会。

主宰者　前 川 博 子
　　　　　  フランス語学科14回卒

入 会 資 格：男女20才以上の配偶者のおられない方

入会登録料 ：￥10,000  
※休会後に再入会される場合、入会登録料は不要です。 

会　　　費 ：カード閲覧時、3ヶ月分会費￥6,000を納入の事。
　　　　　　　　 その間に、月２回迄カード閲覧、お見合いしていただきます。 

見 合 当日：￥5,000

紹 介 方 法：入会同時にカード閲覧の上、
三人選んで個別見合申込
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平成30年8月から令和元年6月までに連絡いただき、確認がとれた方々のお名前を
掲載いたしました。慎んでご冥福をお祈りいたします。｜   物故者  ｜

名誉教授
名誉教授

旧教員
Ｃ17
Ｃ17
Ｃ21
Ｃ23
Ｃ24
Ｃ25
Ｃ25

大Ｃ1
大Ｃ7
大Ｃ8
大Ｃ8
大Ｃ8

大Ｃ12
大Ｃ43

Ｍ24
IN21

語  科 語  科 語  科 語  科氏  名 氏  名 氏  名 氏  名
IN25
IN25

大IN5
大IN8

大IN10
大IN18
大IN30

IP20
IP24
IP25
IP27

大IP12
大IP12
大IP16

大TV28
B27

大B30
大A14
大P41

E19
E20
E20
E24

大E3
大E3
大E4
大E9

大E14
大E16

D27
大D4

大D16
F24
F25

大F4
大F9

大F12
S17

田川弘雄
河野　彰
林　昂
生澤英太郎
髙橋哲郎
向井義朗
小山勝久
佐賀　満
久留田耕司
西村昭平
福田五郎
田岡久幸
小林　立
西尾通男
山口　卓
城　忠弘
内藤美彌子
近藤善治郎
寺山（田代）義弘

大継光三
西光一男
佐々木忍
浜野圭市
豊田栄一
冨野治彦
安田哲司
本城（森田）五雄
山田（小倉）友四郎
太田 三
井川和夫
小坂勝重
松田（春川）和子
黒田　進
宮森（谷口）和美
朝倉　裕
内藤（飯田）恭子
菅原邦城
安永（本田）由美子

八木良平
飯田一生
亀井善平
太田利彦
末広清明
堀川　一
宮前通康
杉本定夫
利藤（柴田）喜子
森脇（藤本）時夫
岡本佳宏
藤田英二
髙井桂三
北山定春
原田喜光
金田靖夫
牧野正博
岩瀬清浄
三宅宗高

田尻正人
洲崎昭義
中山康雄
村松　雅
青木良夫
中澤芳弘
下里幸也
池山喜味夫
宮地正典
斉藤博通
田井鋭一
戸川　啓
薩美征四郎
辰見昌範
小村幹浩
北　光則
上條勝治
下郷恵子 

S20
大S3
大S3
大S3
大S4
大S8

大S11
大S24
大S32

R26
R26

大R2
短C2
短E1
短S7
ⅡＣ8

ⅡＥ22
ⅡＦ12

菅原先生はいつもみんなの心の中に！　　　　　　　 田邉　欧 （大 DM36）

2017年7月8日に脳出血で倒れられて以来、死線をなんども彷徨われた先生。その度に強靭

な生命力でもって快復され、私たちの心に灯を燈してくださった先生。しかし今年の2月8日、

ついに１年と７ヶ月に亘った闘病生活にピリオドを打たれ、凍るような冷たい真冬の朝に天に旅

立たれました。先生は間違いなく北欧語、北欧神話研究における第一人者でいらっしゃいました。

と同時に先生から教えを受けた数多くの卒業生は、シニカルな反面深く包み込むような温かみ

あふれる先生との会話の数々を生涯忘れることはないでしょう。先生はずっと私たちの心の中に

生き続けてくださいます。これからもずっと！

河野彰先生を悼む　　　　　　　　　　　　　　　   平田惠津子 （大 PB31）

河野彰先生が平成31年4月16日にご逝去された。3月半ばに体調を崩され、いくつもの検査

を受けた後、ようやく病名が判明し、治療を開始されてからわずか数週間で訪れた突然のお別

れであった。ご遺族から形見の品としていただいた真新しい大学ノートの表紙には「例文ノート

①、2019年3月～」と書かれ、すでに5ページほどがポルトガル語の小説から抜粋された文章

で埋め尽くされていた。きっとそれから何冊もノートを重ね、ポルトガル語の興味深い言語現

象について論じられていたことであろう。切なすぎる。享年70歳。早すぎる旅立ちであった。

加賀谷寛先生のご逝去を悼む　　　　　　　　　   松村耕光 (大 IP28・院 IP12)

大型連休前に近しい者数人で加賀谷先生宅に伺うことになっていた。しかし、先生が体調

を崩されたので連休後に延期となった。連休が明けてやっとお会いできると思いきや、先生は

肺炎で入院されてしまった。学生と話をするときも顔を真っ赤にされるようなシャイな先生は、

膨大な量の論文を執筆され、日本初の本格的なウルドゥー語・日本語辞書を完成・出版され

た精力的な研究者であられた先生は、6月19日の昼過ぎ、リハビリ後、椅子に腰掛けられた

まま、この世から旅立ってしまわれた。お疲れさまでした。どうかゆっくりとお休みください。

田川弘雄先生を悼む　　　　　　　　　　　　　　　   渡邉克昭 （大 E29）

私の外大の忘れ難い原風景のなかには、いつも田川先生がおられました。笑顔を絶やさず、

ユーモアのセンス溢れる田川先生の薫陶を受けていなければ、アメリカ文学を志し、大学教員

への道を選ぶこともなかったように思います。母校と学問とお酒と人間が大好きで、大いなるサ

ービス精神をもって何事にも全力で取り組まれた先生のお姿が、今でも瞼に焼きついています。

懐深く、人間力に裏付けされ教育を信条とされた先生の心意気を、外国語学部のDNAとして

次世代に伝えていきたいと決意を新たにした次第です。どうか先生、安らかにお眠りください。

平山國代（Ⅱ S25）
「箕面・メキシコ友の会」を 26 年間
やっています。箕面市とメキシコ・ク
エルナバカ市と姉妹都市になり、留
学を毎年受け付けています。今年で
78 歳。独身。が自宅でアミラ（26 歳）
と二人で暮し、楽しかった。スペイン
語が流暢になりました。

富崎宏子（Ⅱ D26）
元気で生活しています。

韓　南洙（Ⅱ R26）
10月9日、ソウルでひらかれる「ハング
ルの日」（祝日）の式典に招待されて、
いま出国手続中です。総会までに帰国
できれば出席して報告の予定です。

菊本孝一（Ⅱ S27）
母校のおかげで生徒と楽しく過ごさ
せて頂いていると、いつも感謝してお
ります。前任校では外大卒業が 3 人
いて楽しく働いておりました。母校に
感謝の気持ちでいっぱいです。ありが
とうございます。

松岡利枝（Ⅱ F29）
現在、本人はフランス・ニース在住で
4 年家族・長女・次男で頑張っていま
す。（ご家族より）

阿部直子（院 IN7）
3 人の子供達が巣立ち、2 匹の猫と
のんびりしています。週 2 回のボラン
ティア、折々の自然観察指導員をして
います。ご盛会をお祈りしています。

戸國　峻（院前期　言語社会 7）
将棋を世界に広める活動や趣味の
チェスで時折語学力を活かしていま
す。旧ソ連諸国は頭脳スポーツが強
く、ロシア語専攻の僕としても嬉しい
限りです。

山西敏博（院言語社会）
新たに鳥取支部長を拝命致しました。
伝統ある咲耶会の一員として誇りに思
うと共に、同窓生の皆様と共に語り
たいと存じます。『童謡で絶対元気に
なれる !』（United Books, 2018）を著
し、『童謡メンタルセラピスト』として
被災者支援、認知症対策に役立てて
おります。

無記名（大 IN5）
外大学則に国際的な活動をするため
の教育をすることが書かれており、ほ
とんどの学生が男子で貿易会社など
に就職した。今、大阪大学の外国語
学部になり、女子学生が多いが実業
界に進出させるばかりでなく、純学
問的な研究に専心するアカデミックな
コースが考えられてよいと思う。

無記名（Ⅱ E17）
早朝ウォーキング / ジョギングが日課
です。2020 東京オリンピック/ パラ
リンピックでボランティア活動で貢献
したいと思っています。

無記名（大 E11）
老いを感じることがままありますが、
心身ともに健康である事を願って頑
張りたいと思います。

無記名（大 M14）
当方、まだ元気です。
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大Ｃ3
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大Ｃ31
大Ｃ31
大Ｃ31
大Ｃ31
大Ｃ31
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大Ｃ34
大Ｃ35
大Ｃ35
大Ｃ35
大Ｃ35
大Ｃ35
大Ｃ35
大Ｃ36
大Ｃ37
大Ｃ37
大Ｃ38

杉谷好一 
込茶三郎 
山根矩昭 
尾崎泰雄 
下神洋造 
中井　隆 
青木明生 
園田成起 
前川奨 
富永（磯部） 邦夫
岡田　進 
増田栄三 
村上利雄 
野口亮造 
杉本達夫 
平野拓也 
神田正見 
中空善彦 
山田敬三 
山本勝司 
平岡　豊 
加來洋二郎 
安田克己 
藤山陽三 
村岡　穆 
片桐淳二 
斎藤彰一 
玉山（西田）順彦
南　賢 
川原一行 
喜田　修 
住山　毅 
竹下晃治 
立入俊司 
西村成雄 
𠮷田茂彦
吉村（池田）澄代
森本（石川）芙佐子
伊藤彰一 
大水　勇 
成瀬龍夫 
守屋　求 
若林道朗 
鈴木莞爾 
中土浩治 
河原　清 
斉藤　誠 
西脇義彦 
野口忠夫 
井上尚弘 
梅本（井上）和子
春名　肇 
荻田俊雄 
茅田泰三 
小林和能 
服部健治 
呂（王）英成 
北畑（山本）千晶
朝倉潤真 
川口　洋 
杉村（幸田）美智子
竹内（竹内）玲子
岡田（塩野）光子
寺崎博行 
福冨奈津子 
笠井孝之 
徳永敏夫 
西川孝次 
清水和彦 
杉田欣二 
細井（高橋）由紀子
古場文博 
植田泰史 
角岡賢一 
井上（高橋）順子
前野（牟田口）初音
高瀬（和田）幸子
児玉良紀 
市浦計宏 
遠藤由紀子 
黒住（上土井）信子
竹中俊穂 
橋本淳一 
二河（井上）ゆかり
満原（上野）逸子
多門美穂 
西邑一美 
稲子（馬場）寿恵
森脇重光 
熊谷（小野）晃子
佐藤（大野）みのり
河本尚枝 
南（橋詰）昌恵
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南　敦幸 
安藤誠志 
池山良太郎 
前田（井上）満美子
島村（河野）多鶴子
藤田法子 
神田（牧川）友美
三村章子 
大坪敦司 
清田　忍 
阿古智子 
山岡（太田）あかね
前田征信 
王　寛一 
畑山康幸 
渡部義春 
三村浩一 
渡部宏文 
鎌田寛二 
青野正明 
植村　茂 
岸田文隆 
向頭達夫 
荒川耕治 
重留吉郎 
山根泰延 
梶間貴志 
近藤常太郎 
田島孝弥 
小林一隆 
中元寺俊幸 
平尾貞三 
橋本　勝 
有瀬尚憲 
三村（正田）サカエ
橘　勲 
林　卓也 
東村孝郎 
戸川　浩 
阿部博司 
井上清昭 
大和謙一 
鈴木麻里子 
奥田麻美子 
保川一治 
滝澤（中村）強
大崎　恵 
佐々木啓介 
川岡美智恵 
シャニエ（坪）容子
大畑麻紀 
鶴羽（岡）祐美子
佐藤（宮崎）悦子
小林悠子 
石井（高田）慎子
南葉冬子 
浜田広一 
石川欣也 
田中辰男 
脇田昭二 
池田英彦 
石井義人 
磯田良一 
梶谷敬二 
桝谷昌博 
西（塚口）俊彦
吉村英男 
河上宗弘 
寺嶋正直 
中村　徹 
小黒　一 
丹羽宏造 
吉田　稔 
滝本佳一 
西田達雄 
木下　一 
石川恵二 
坂本重夫 
松木　優 
大田中実 
小原一浩 
堀田　実 
前田比佐夫 
内原正司 
澤井佳一 
苗村和男 
辻（湯川）修司
有井　晟 
伊藤敏雄 
嘉味本正保 
宮崎衛夫 
横田義明 
扇谷竹美 

大ＩＮ14
大ＩＮ14
大ＩＮ15
大ＩＮ15
大ＩＮ16
大ＩＮ17
大ＩＮ17
大ＩＮ18
大ＩＮ18
大ＩＮ19
大ＩＮ19
大ＩＮ21
大ＩＮ21
大ＩＮ21
大ＩＮ21
大ＩＮ21
大ＩＮ21
大ＩＮ23
大ＩＮ23
大ＩＮ24
大ＩＮ25
大ＩＮ26
大ＩＮ26
大ＩＮ27
大ＩＮ27
大ＩＮ28
大ＩＮ29
大ＩＮ30
大ＩＮ31
大ＩＮ31
大ＩＮ32
大ＩＮ34
大ＩＮ35
大ＩＮ38
大ＩＮ40
大ＩＮ40
大ＩＮ42
大ＩＮ43
大ＩＮ44
大ＩＮ44
大ＩＮ45

ＩＰ25
ＩＰ26
ＩＰ26
ＩＰ27
ＩＰ27
大ＩＰ1
大ＩＰ3
大ＩＰ5
大ＩＰ5
大ＩＰ5
大ＩＰ6
大ＩＰ6
大ＩＰ6
大ＩＰ7
大ＩＰ7
大ＩＰ8
大ＩＰ8
大ＩＰ8
大ＩＰ9
大ＩＰ9
大ＩＰ9
大ＩＰ9
大ＩＰ9
大ＩＰ9

大ＩＰ10
大ＩＰ10
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ11
大ＩＰ12
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ13
大ＩＰ14
大ＩＰ14
大ＩＰ15
大ＩＰ15
大ＩＰ16
大ＩＰ17
大ＩＰ17
大ＩＰ17
大ＩＰ17
大ＩＰ18
大ＩＰ18
大ＩＰ18
大ＩＰ19
大ＩＰ19
大ＩＰ19

鈴木安夫 
井上（宮下）久生
朝倉俊雄 
石川幸寛 
広瀬（山田）加代子
川島　巌 
本田正伸 
長尾善伸 
柳沢長四郎 
野崎淳一 
山崎　訓 
荒川啓司 
奥　文昭 
小田敏治 
佐伯和夫 
三好勝春 
米田洋一 
辻本雅洋 
勝原（藤沢）紀美代

澤義幸 
林内（高田）典子
中村由実 
江川（平井）典子
尾内康彦 
須田（坂元）和
片山信英 
道幸静児 
北野　忍 
佐々木紀子 
髙須（田中）加奈子
砂取敬介 
墨　史朗 
高岡容子 
田中千晶 
金子敦子 
三枝哲一郎 
竹前（小林）望美
坂元　祐 
藤原（田中）佳織
三隅理恵 
興梠雅哉 
松永通温 
調子　肇 
中島宏二 
奥村義寛 
竹内玉蔵 
早川　伸 
小林富蔵 
梅原四朗 
髙畑　滉 
谷本幸夫 
木戸秀雄 
炭谷陽吉 
森西良俊 
荒木　宏 
樫村　肇 
友金　守 
藤本清志 
増田次郎 
岩木邦安 
岡部重信 
金子義和 
谷　昌宏 
細見和彦 
美濃部宏 
大根瑞穂 
久保泰三 
大湊幹郎 
澤田眞一 
中本　登 
西森雅史 
山川洋一 
和田（渡辺）幸子
高水忠春 
奥平龍二 
坂口嘉一 
中村佳永 
日比敏夫 
池田（伊藤）正夫
坂口捷男 
竹内俊一 
別所宏昭 
稲岡俊一 
家城義男 
石原　勉 
戸倉光明 
山脇弘栄 
梶野政治 
鎌本（平田）京子
山本次介 
生田愼吉 
四方陽司 
平岡富行 

大ＩＰ20
大ＩＰ20
大ＩＰ21
大ＩＰ22
大ＩＰ22
大ＩＰ26
大ＩＰ26
大ＩＰ27
大ＩＰ28
大ＩＰ28
大ＩＰ28
大ＩＰ29
大ＩＰ29
大ＩＰ29
大ＩＰ30
大ＩＰ30
大ＩＰ31
大ＩＰ31
大ＩＰ31
大ＩＰ32
大ＩＰ32
大ＩＰ32
大ＩＰ34
大ＩＰ34
大ＩＰ34
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ38
大ＩＰ40
大ＩＰ40
大ＩＰ41
大ＩＰ43
大ＩＰ43
大ＩＰ44
大ＴＶ3
大ＴＶ8

大ＴＶ11
大ＴＶ11
大ＴＶ15
大ＴＶ15
大ＴＶ17
大ＴＶ17
大ＴＶ18
大ＴＶ20
大ＴＶ22
大ＴＶ25
大ＴＶ28
大ＴＶ30
大ＴＶ31
大ＴＶ32
大ＴＶ33
大ＴＶ33
大ＴＶ34
大ＴＶ34
大ＴＶ36
大ＴＶ36
大ＴＶ36
大ＴＶ39
大ＴＶ40
大ＴＶ40
大ＴＶ44

Ｂ27
大Ｂ2
大Ｂ8
大Ｂ8

大Ｂ12
大Ｂ14
大Ｂ15
大Ｂ15
大Ｂ16
大Ｂ17
大Ｂ18
大Ｂ18
大Ｂ19
大Ｂ19
大Ｂ20
大Ｂ22
大Ｂ22
大Ｂ22
大Ｂ25
大Ｂ27
大Ｂ30
大Ｂ31
大Ｂ33
大Ｂ34
大Ｂ37
大Ｂ38
大Ｂ38
大Ｂ39
大Ｂ40
大Ｂ40
大Ｂ41

三宅（佐伯）幸子
横山節夫 
上原　修 
小野俊一 
秦　智 
瀧野真咲 
中村隆雄 
神野（杉野）弘美
神田（饗庭）良江
中村（久保）美由紀
竹村（鈴木）康子
大前久美子 
北野（北村）園恵
永谷　勉 
正木　啓 
圓山　望 
豊田（小田）美津子
有藤（佐々木）篤子
中村泰雄 
ヴェンク（坂下）優子 
三原久美 
関尾（薮内）昌美
桑林浩治 
辻　裕紀夫 
中江加津彦 
佐々木雅彦 
上床真弓 
髙尾　誠 
髙尾（藤林）節子
田中（大森）美奈子
垣生千春 
西村昌也 
谷　由希子 
今井久美子 
山本（槙野）幸代
前川清一郎 
高橋滋次 
北村道郎 
西沢毅彦 
赤木　攻 
請田裕史 
土森道雄 
藪　庄治郎 
田口　進 
榎　崇 
西村朋也 
竹川敦司 
西村俊一 
田中美穂子 
中野（中塚）雅子
野津幸治 
田島啓行 
村岡貴子 
長田義行 
西尾全司 
寺田　章 
寺田（本多）美貴子
村上忠良 
落合（石河）広美
戸田貴之 
三田（中西）初音
岡松由理香 
朝倉　裕 
和田　達 
藤原史和 
諸冨　脩 
藤山（中野）幹司
市川（服部）保子
大重昭子 

　司郎 
龍村季男 
飯田尚男 
南田（井上）みどり
森　修三 
石丸富治 
森　英昭 
小巻良二 
幸本一男 
髙城　豊 
南　信夫 
中川晴吾 
谷口雅俊 
花薗　誠 
末永（三浦）成美子
古林（南野）恵津子
柳井（山本）由香
藤倉麻美 
倉本和寛 
野口千恵 
小西（長田）てるみ
秋山達也 
植草（竹村）美香
トンプソン（島原）史子

大Ｂ43
大Ｂ43
大Ｂ44

Ａ24
大Ａ8

大Ａ10
大Ａ13
大Ａ13
大Ａ14
大Ａ14
大Ａ15
大Ａ15
大Ａ15
大Ａ15
大Ａ16
大Ａ16
大Ａ17
大Ａ19
大Ａ20
大Ａ21
大Ａ21
大Ａ21
大Ａ24
大Ａ27
大Ａ27
大Ａ27
大Ａ28
大Ａ28
大Ａ28
大Ａ29
大Ａ32
大Ａ32
大Ａ33
大Ａ34
大Ａ34
大Ａ37
大Ａ37
大Ａ38
大Ａ39
大Ａ40
大Ａ42
大Ａ43
大Ａ43
大Ａ43
大Ａ44
大Ｐ15
大Ｐ16
大Ｐ16
大Ｐ18
大Ｐ22
大Ｐ23
大Ｐ24
大Ｐ25
大Ｐ25
大Ｐ26
大Ｐ27
大Ｐ28
大Ｐ28
大Ｐ29
大Ｐ33
大Ｐ34
大Ｐ35
大Ｐ39
大Ｐ41
大Ｐ42
大Ｐ43
大Ｐ44

Ｅ23
Ｅ24
Ｅ26
Ｅ26
Ｅ26
Ｅ27

大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ1
大Ｅ2
大Ｅ2
大Ｅ3
大Ｅ3
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ4
大Ｅ5
大Ｅ5
大Ｅ5

岩崎洋一 
大江（小林）昌子
木下陽平 
松村　平 
竹内良知 
森野欣一 
妹背捷二 
長浜栄一 
加藤　勇 
菅原邦城 
塩尻　宏 
塩尻（中村）和子
細尾俊之 
吉崎史明 
梅野順義 
中元康裕 
小林良三 
高階美行 
石田（大西）明子
岡崎友美 
古角末廣 
野中正晴 
山岡幸一 
久保田法順 
野口勝久 
山森雅弘 
後藤（木村）泉
松原　浩 
横山博史 
田中（山崎）久美子
安部寛之 
森　裕賀 
安井弘之 
川口（一番ケ瀬）洋子
河井（吉田）好見
田中喜博 
武藤宏幾 
汐田直美 
豊田文枝 
福田義昭 
磯田（阪口）真理
BLAKE（四宮）聖子
内藤早智 
森　博美 
前川（今元）裕美子
山尾　進 
香川英明 
中浦泰彦 
半田康彦 
泉　四郎 
田伏辰夫 
遠藤比登志 
泉（安達）るみ子
日比　隆 
宮原武文 
福原（小川）須美子
花本光男 
松井俊一 
志茂（小方）智子
野垣（清松）和美
中矢定隆 
重留（平松）千穂
西沖（下代）直美
毛利仁美 
髙橋（貞利）厚江
佐藤慶一 
岩田（鎌田）良子
隅田周治 
川上喜一郎 
金井　清 
岸田正昭 
由里正雄 
森田啓司 
井尻益次郎 
東條（太田）喜代子
後藤　武 
笹井常三 
正保富三 
柴田千蔭 
玉城勝也 
松村昌家 
釜谷研造 
宮浦　博 
金山弥寿雄 
好田　實 
神谷忠雄 
坂井正弘 
田川弘雄 
堀江幸夫 
森　茂 
小野　博 
加茂康郎 
清水　誠 

｜ 年会費支払者・賛助金寄付者一覧 ｜年会費のお支払い、賛助金のご寄付ありがとうございました。
※■は年会費と賛助金の両方を納入いただいた方です。ご協力ありがとうございました。

化学薬品・食品添加物

　 磯田商事株式会社
代表取締役  磯 田  良 一 （大 IN3 / 昭和30年卒）

〒336-0936 埼玉県さいたま市緑区太田窪3 -15-14

TEL：048-887-2943
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大Ｒ52
大Ｒ54
大Ｒ56

大ＨＧ53
大ＨＧ53
大ＨＧ55
大ＨＧ57
大ＤＭ50
大ＤＭ50
大ＤＭ63
大ＳＤ45
大ＳＤ49

大Ｄ45
大Ｄ46
大Ｄ46
大Ｄ56
大Ｄ57
大Ｄ58

中北欧大Ｅ56
中北欧大Ｅ57

大Ｆ45
大Ｆ48

大ＩＴ56
大ＩＴ57

南欧大Ｓ48
南欧大Ｓ51
南欧大Ｓ55
南欧大Ｓ56
南欧大Ｓ60
北米大Ｅ45
北米大Ｅ47
北米大Ｅ47
北米大Ｅ54
北米大Ｅ57
中南米大Ｓ48
中南米大Ｓ50
中南米大ＰＢ56
中南米大ＰＢ57

阪大Ｃ1
阪大Ｃ3
阪大Ｃ6
阪大Ｍ3

阪大ＩＮ3
阪大ＩＮ4
阪大ＩＮ5

阪大Ｔ1
阪大Ｖ7
阪大Ｂ5
阪大Ｂ6
阪大Ｈ2
阪大Ｕ3
阪大Ｕ3
阪大Ａ1
阪大Ｐ1

阪大ＴＲ2
阪大ＴＲ2
阪大ＴＲ6
阪大ＴＲ7
阪大ＳＨ7

阪大Ｒ2
阪大Ｒ5

阪大ＨＧ7
阪大ＤＭ3
阪大ＤＭ7
阪大ＳＤ3

阪大Ｄ1
阪大Ｄ6
阪大Ｄ7
阪大Ｅ1
阪大Ｅ2
阪大Ｅ2
阪大Ｅ3
阪大Ｅ3
阪大Ｅ4
阪大Ｅ7
阪大Ｅ7
阪大Ｆ2
阪大Ｆ2
阪大Ｆ5

阪大ＩＴ4
阪大ＩＴ5
阪大ＩＴ5
阪大ＩＴ7

阪大Ｓ4
阪大Ｓ4
阪大Ｓ5

阪大ＰＢ2
阪大ＰＢ3
阪大ＰＢ7

阪大Ｊ2
短Ｃ1
短Ｃ2
短Ｃ5

柿添菜津子 
植原邦雄 
松下純子 
釜田広樹 
山下茂輝 
村上（分銅）朝美
松本陽大 
高柴（青木）加奈子
前田順子 
高畠知里 
所（近藤）めぐみ
吉田麻衣子 
牧野喜弘 
坂井（幸地）晶子
森本安紀 
奥村直敏 
永尾真美 
横山祐美子 
松井（青木）奈津子
新阜耕三 
浦本　華 
渡邊（太田）美和
波多野亮介 
東（宿院）美里
中村聖史 
水谷（仙田）晃子
竹田千亜希 
冨永　陽 
平松めぐみ 
髙西和佳 
川島（草間）紗織
森川（前田）晃江
清水（張）君恵（厚君）
竹中二郎 
中村 健 
谷口（福島）由樹子
大路明子 
海住知里 
武智直矢 
河野直也 
楢橋広基 
田中　力 
八木昭彦 
宮本有紀子 
野尻優子 
伊藤　彩 
中嶋弘子 
倉島緋実子 
田丸夢乃 
指山（東）瞳 
有年孝将 
松田和憲 
礒永珠依妃 
宮﨑由紀 
上野仁嗣 
北川（近藤）安純
平尾美汐 
谷本悠香 
長野文香 
大石直耶 
中野満里奈 
細田亜樹 
宇佐美幸乃 
増田歩実 
菊地　灯 
能勢尚子 
藤江宗達 
中西温子 
松藤（山下）泰代
市毛奈都美 
笠嶋祐志 
河内（西本）啓晋
吉中真優 
河合沙織 
木下あかり 
谷岡翔平 
生嶌　萌 
山中美乃 
中上奈苗 
角本誠治 
鳥井　輝 
安岡若菜 
高木紗也香 
七條憲正 
鳥生知美 
西村優希 
鈴木友規 
町屋瑠璃 
多門丈実 
藤井祐佳 
泉　清二 
刈谷　清 
譚　振勲 

短Ｅ1
短Ｅ2
短Ｅ2
短Ｅ4
短Ｅ4
短Ｅ5
短Ｅ6
短Ｄ3
短Ｄ4
短Ｄ6
短Ｆ2
短Ｆ5
短Ｆ7
短Ｓ1
短Ｓ2
短Ｓ2
短Ｓ4
短Ｓ5
短Ｒ5
短Ｒ7
ⅡＣ1
ⅡＣ2
ⅡＣ5

ⅡＣ13
ⅡＣ13
ⅡＣ14
ⅡＣ16
ⅡＣ17
ⅡＣ20
ⅡＣ20
ⅡＣ22
ⅡＣ23
ⅡＣ25
ⅡＣ27
ⅡＣ27
ⅡＣ28
ⅡＣ29

ⅡＥ1
ⅡＥ2
ⅡＥ3
ⅡＥ3
ⅡＥ3
ⅡＥ8

ⅡＥ10
ⅡＥ10
ⅡＥ10
ⅡＥ11
ⅡＥ11
ⅡＥ13
ⅡＥ13
ⅡＥ14
ⅡＥ15
ⅡＥ15
ⅡＥ16
ⅡＥ17
ⅡＥ18
ⅡＥ19
ⅡＥ20
ⅡＥ24
ⅡＥ25
ⅡＥ27
ⅡＥ27
ⅡＥ27
ⅡＥ28
ⅡＥ28
ⅡＥ31

ⅡＤ2
ⅡＤ2
ⅡＤ3
ⅡＤ5
ⅡＤ7
ⅡＤ8

ⅡＤ11
ⅡＤ12
ⅡＤ16
ⅡＤ17
ⅡＤ23
ⅡＤ23
ⅡＤ24
ⅡＤ24
ⅡＤ24
ⅡＤ27
ⅡＤ28

ⅡＦ1
ⅡＦ1
ⅡＦ3

ⅡＦ12
ⅡＦ13
ⅡＦ19
ⅡＦ19
ⅡＦ22
ⅡＦ24

ⅡＳ1

林　昌也 
堀内（桜島）佳久
藪内儀唯 
呉竹　正 
平井修三 
飯田弘道 
井上文男 
金子和彦 
久國宣弥 
疋田　武 
乾　昭 
豊田英男 
福島（堀下）財
北浦義夫 
佐竹節寛 
観月浩慈 
峯松（川上）順江
大下勝巳 
林（岩田）省治
陣内直樹 
幸　英隆 
福島勝彦 
三次召尚 
田中秀治 
三村　勝 
西村誠志 
村上大洋 
岡野晃次 
佐藤孝志 
古川季靖 
広川由美 
小島洋子 
西嶋理恵 
住田正則 
瀧本文治 
常　義宏 
堂山綾子 
住吉正行 
石川定義 
茂木（土屋）文子
西出恵子 
水戸章二 
西田達昭 
金村義夫 
黒木一吉 
斉藤雄司 
田中利勝 
吉田千秋 
池田一哉 
川本勝生 
松田　修 
野本裕之 
森　直樹 
高橋直樹 
天野豊子 
岡内（冨永）三重
武田秀武 
福原慶尚 
神　研二郎 
松村時男 
興津純子 
田原節子 
筒井哲也 
田村（高田）広子
中村　泉 
初島広治 
飯代恒彦 
高橋善介 
栗原陽子 
金城徹男 
穴瀬一夫 
武部俊和 
吾妻　哲 
石黒真一 
久野直樹 
土井宣男 
福島宗史 
福嶌康人 
塚田浩行 
石原（西丸）美保
吉田伸哉 
Mazur（大森）泉
林　直樹 
井上洋治 
細江伸典 
杉田（水本）奈津枝
宮山博光 
森　稔 
田坂雅弘 
中井康人 
松山晋二 
藪内裕子 
山川太三 

大Ｓ37
大Ｓ39
大Ｓ39
大Ｓ40
大Ｓ40
大Ｓ43
大Ｓ43
大Ｓ44
大Ｓ45

大ＰＢ33
大ＰＢ38
大ＰＢ41
大ＰＢ42
大ＰＢ42
大ＰＢ45

Ｒ25
Ｒ25
Ｒ26

大Ｒ2
大Ｒ4
大Ｒ4
大Ｒ7
大Ｒ7
大Ｒ8
大Ｒ9

大Ｒ10
大Ｒ10
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ11
大Ｒ12
大Ｒ12
大Ｒ12
大Ｒ13
大Ｒ15
大Ｒ15
大Ｒ16
大Ｒ17
大Ｒ18
大Ｒ19
大Ｒ19
大Ｒ20
大Ｒ20
大Ｒ20
大Ｒ21
大Ｒ21
大Ｒ22
大Ｒ22
大Ｒ22
大Ｒ23
大Ｒ23
大Ｒ23
大Ｒ24
大Ｒ24
大Ｒ25
大Ｒ25
大Ｒ25
大Ｒ26
大Ｒ27
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ28
大Ｒ29
大Ｒ29
大Ｒ30
大Ｒ30
大Ｒ30
大Ｒ31
大Ｒ32
大Ｒ32
大Ｒ32
大Ｒ33
大Ｒ33
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ34
大Ｒ35
大Ｒ35
大Ｒ35
大Ｒ36
大Ｒ36
大Ｒ36
大Ｒ37
大Ｒ38
大Ｒ38
大Ｒ38

明吉（高野）里子
岩田美代子 
高崎芳成 
伊東（大谷）ゆかり
吉田（丸瀬）都子
苗村（谷岡）伸子
山本（伏原）麻子
加藤（杉山）真紀
吉田明宏 
今村俊昭 
伊藤淳一 
三井（岡﨑）裕美
軽込　郁 
森本（月井）圭子
一瀬　淳 
大西　晏 
深谷真二 
切明　慧 
和田政雄 
楠本博文 
玉木功一 
中林速雄 
宮田敏郎 
塚崎義弘 
坂田　愃 
坂下善亮 
松村孝一 
笹井明夫 
野木英樹 
馬野喜夫 
山野善生 
横井弘昌 
上尾健二 
藤川昌良 
藤本和貴夫 
柴田重徳 
岩浅武久 
渡辺　昭 
渡辺（三木）幸子
浅井　徹 
大東健治 
前川佳久 
松原繁生 
牧野（山口）晶子
吉岡伸一 
吉嶺恵助 
岸本直己 
中村友則 
江尻博秋 
幸田正章 
中村（椹木）咲子
岩本哲夫 
隅田　毅
樽井（前田）一仁
竹下（森）雅樹
白鳥（山根）由美子
高木　亨 
佐伯（湯川）晴子
山本（横井）はるみ
尾内（松葉）幸子
河井（小川）洋子
西郷（青木）佐登美
岩崎公徳 
角　伸明 
田中佳彰 
進藤（簾）喜予
山田　誠 
川辺　亮 
三浦　実 
市川　浩 
高橋（金子）佳代
重里徹也 
中本（川崎）浩美
中松基史 
橋本晃壮 
白井（福井）元子
島田英明 
渡辺（山根）加寿恵
宮﨑（河島）乃里子
縄田（川村）真織
谷（重田）真理
誓山祥子 
藤本敦朗 
生駒尚美 
崔 秀 
西　正重 
根岸　勉 
深澤かをる 
松尾美喜 
冨田（堀）智子
風間　斉 
池内（鈴川）寿代
長尾俊一 

大Ｒ40
大Ｒ40
大Ｒ43
大Ｒ43
大Ｒ44
大Ｊ39
大Ｊ39
大Ｊ40
大Ｊ41
大Ｊ41
大Ｊ41
大Ｊ41
大Ｊ43

言語大47
言語大49
言語大51
言語大53
言語大55
言語大55
言語大56
言語大57
言語大57
言語大58

日本語大46
日本語大49
日本語大55
日本語大59
日本語大59
比較大48
比較大50
比較大50
比較大51
比較大52
比較大57
国際大46
国際大48
国際大49
国際大53
国際大53
国際大54
国際大58
開発大47
開発大52
開発大55
開発大56
開発大58

大Ｃ45
大Ｃ46
大Ｃ46
大Ｃ47
大Ｃ47
大Ｃ50
大Ｃ50
大Ｃ52
大Ｃ53
大Ｃ54
大Ｃ60
大Ｋ48
大Ｋ58
大Ｍ53
大Ｍ54

大ＩＮ49
大ＩＮ51

大ＰＨ48
大ＰＨ50
大ＰＨ59

大Ｔ57
大Ｔ59
大Ｖ55
大Ｂ57
大Ｈ49
大Ｈ57
大Ｈ59
大Ｕ54
大Ｕ58
大Ａ45
大Ａ46
大Ａ54
大Ａ57
大Ｐ53
大Ｐ56

大ＴＲ46
大ＴＲ55
大ＳＨ46
大ＳＨ50
大ＳＨ53
大ＳＨ56
大ＳＨ59
大ＳＨ60
大ＳＨ61

大Ｒ46
大Ｒ47
大Ｒ48

片岡　泉 
堀内（齊内）明子
三島（小原）桃子
和田雅代 
石賀（小椋）めぐみ
嶋田かをり 
西野入リサ 
山本邦博 
大下（植月）佐和子
松山祥子 
横山（宮）早苗
森川貴之 
髙橋　彰 
株本義久 
山根大輔 
安居さやか 
和田（小貫）美咲
雨堤円香 
津田幸乃 
髙岡百合恵 
梅谷　綾 
井川（渡部）亜希子
早野貴政 
重盛直子 
坂西（栗木）真由美
蛭沼芽衣 
村上絢美 
藤本（森田）千博
中井（矢野）裕子
𠮷田（北川）理恵
角南圭祐 
高梨美和 
橋本明郎 
西上由恵 
大西（山野）優子
八木（高見澤）恵美
藤井俊宏 
井上裕子 
安達（森）佳奈子
田端篤史 
吉澤（梅原）沙緒里
金行抄穂 
北門（大東）由佳
永島沙央里 
川島諭美 
真砂周子 
海老名健司 
青木里菜 
川越宗一 
岡野涼子 
塚本松枝 
佐野（黒竹）淑子
横山宗悦 
藤井（石川）智子
山口大輔 
油井（中島）菜穂子
浅野哲生 
朝長　綾 
藤井（金岡）歩美
秋山　彩 
島村（三木）聡子
高田恵壮 
藤田（木塚）裕子
守屋（萩原）みずほ
丸山（西口）陽子
武部政希 
竹野（石井）晴美
本田栄介 
髙山（三木）春香
久我勇人 
スミス（豊田）麻記子
遠藤　知 
桾　麻耶 
松田果奈 
中村　悠 
淺田あゆみ 
堀尾明子 
塚田俊介 
髙橋留唯 
野副亮子 
檜垣由起子 
堤　将洋 
岡崎貴志 
和田（正根知）美和子
香川（深谷）香奈
大門　碧 
山瀨靖弘 
片山夏紀 
中尾麻里 
土井真美 
森口（井石）敦子
武村勝将 
瀧嶋（岩沢）純枝

ⅡＳ2
ⅡＳ6
ⅡＳ6
ⅡＳ6
ⅡＳ7
ⅡＳ7

ⅡＳ10
ⅡＳ12
ⅡＳ15
ⅡＳ20
ⅡＳ23
ⅡＳ23
ⅡＳ25
ⅡＳ27
ⅡＳ29
ⅡＳ30

ⅡＲ3
ⅡＲ8

ⅡＲ14
ⅡＲ16
ⅡＲ25

言語夜28
言語夜30
比較夜35
国際夜32

夜Ｃ32
夜Ｃ32
夜Ｒ31
夜Ｒ32
夜Ｒ40
夜Ｄ37

中北欧夜Ｅ30
夜Ｆ31
夜Ｆ36

南欧夜Ｓ28
南欧夜Ｓ36
南欧夜Ｓ43
北米夜Ｅ36

院Ｃ5
院Ｃ6

院Ｃ13
院Ｃ15
院Ｋ27
院Ｍ23

院ＴＶ23
院ＩＰ19

院Ａ11
院Ａ22
院Ｐ12
院Ｐ27

院Ｅ5
院Ｅ19
院Ｄ7

院Ｄ16
院Ｆ15
院Ｓ11
院Ｓ13
院Ｒ1

院Ｒ12
院Ｒ20

大Ｒ38 院Ｒ22
院Ｊ16
院Ｊ22
院Ｊ28

院前東南ア5
院前東南ア6
院前アジア5
院前中北欧2
院前中北欧4
院前中北欧7
院前中北欧8
院前アメ2
院前日本7
院後言語3
院後言語9
院後言語9
院後言社8

藤谷（貫洞）康代
桃井（北川）みち子
松本時恵 
桃井　満 
諫山和可 
藤井広徳 
近藤哲二 
浅井延亮 
仲谷喜代子 
鳥渕登史子 
岡本節子 
森田（北尾）文枝
芳賀（田村）慈
菊本孝一 
山下　毅 
田中万里子 
横田芳一 
出口（山地）聖子
尾崎　茂 
中村（土方）准子
中芝正人 
山下（岩浅）麻利子
日野文子 
小山郁江 
宇野聡宏 
岩永浩一 
堀澤良充（潤）
中陳（西）尚子
楠（平井）晶 
橋場説子 
津田洋平 
富永（鄭）真己
牧原淳子 
内田育子 
香川（奥）智子
宇谷直樹 
吉村卓也 
広井康延 
澤田啓二 
杉村博文 
中山　文 
谷川　毅 
髙橋　学 
西山（萱野）亜希代
野津（寺本）初美
山根　聡 
藤井章吾 
竹村景子 
藤元（香川）優子
竹原　新 
樋上　勲 
大津智彦 
楠根重和 
福元圭太 
安慶名　操 
東　明彦 
大内　一 
東井（岡谷）充子
岩本憲子 
須佐多恵
上原順一 
寺尾（渡邊）裕子
脇田里子 
門脇（門脇）薫
宮井芙実子 
田﨑（宮野）若菜
髙村（薮谷）美也子
有福美年子 
秋山實子 
大辺理恵 
久保田勝己 
久保田ゆかり
ミグリアーチ（下園）慶子
日野みどり 
脇坂（佐々木）洋子
須藤　潤 
山西敏博

大Ｅ5
大Ｅ6
大Ｅ6
大Ｅ6
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ7
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ8
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9
大Ｅ9

大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ10
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ11
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ12
大Ｅ13
大Ｅ13
大Ｅ13
大Ｅ13
大Ｅ13
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ14
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ15
大Ｅ16
大Ｅ16
大Ｅ16
大Ｅ16
大Ｅ17
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ18
大Ｅ19
大Ｅ19
大Ｅ19
大Ｅ19
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ20
大Ｅ21
大Ｅ21
大Ｅ21

馬場弘行 
田代圭治 
田渕弘通 
六藤隆夫 
荒木義弘 
井口　毅 
伊藤豹一郎 
芳賀直美 
箱木眞澄 
東　明宏 
藤田欣吾 
浅野　弘 
石井純一 
出原　勲 
菊井忠雄 
松尾尚治 
屋敷　潔 
網本保榮 
住江　漠 
高木成佳 
縄田（縄田）洋子
孝橋（吉田）明子
梅原一哲 
小川眞一 
片岡利昭 
加地重信 
丹野哲男 
荒木（新田）泰子
西村茂忠 
石原　了 
弓庭（大景）喜和子
紀野（奥田）道子
音代道徳 
佐治洋一 
少德敬雄
柴山幸彦 
伊達正幸 
西尾　齊 
浅井正博 
山邊（上田）利正
岡崎邦夫 
中村明人 
長谷川清 
松田　聰 
松村孝義 
茂籠昭男 
米田　堅 
高井　忠 
田中　篤 
辻　斌 
出口健治 
横山憲次 
今本芙佐子 
奥西保彦 
小林　烈 
利藤（柴田）喜子
上（藤崎）弘子
黒田（真屋）好子
渡辺（山田）麗子
伊東昭  
佐々木康治 
井上（冨田）泰子
上田（藤本）トクヱ
穂積健次 
松木　博 
村山久二子 
高山（吉川）登美子
吉田征子 
今城（小田）八洲子
小林正受 
市川（波多野）美香子
深川泰博
長谷川和久 
井上晶二 
小野田裕司 
坂本俊弘 
竹田（中川）郁子
八木　一 
吉田久夫 
川崎（上原）佳代子
谷岡　諭 
藤岡　繁 
船戸誠一郎 
小泉（稲山）明紀子
交野正隆 
河端省三 
永田雅治 
平井（太尾）佳代子
宮里　護 
吉波和彦 
上野隆男 
佐藤俊雄 
十名立己 

大Ｅ21
大Ｅ22
大Ｅ22
大Ｅ23
大Ｅ25
大Ｅ26
大Ｅ26
大Ｅ26
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ27
大Ｅ28
大Ｅ28
大Ｅ29
大Ｅ30
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ31
大Ｅ32
大Ｅ32
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ33
大Ｅ34
大Ｅ34
大Ｅ34
大Ｅ34
大Ｅ35
大Ｅ35
大Ｅ36
大Ｅ37
大Ｅ37
大Ｅ38
大Ｅ38
大Ｅ38
大Ｅ39
大Ｅ40
大Ｅ41
大Ｅ41
大Ｅ42
大Ｅ42
大Ｅ42
大Ｅ44
大Ｅ44
大Ｅ46

Ｄ21
Ｄ23
Ｄ26

大Ｄ3
大Ｄ4
大Ｄ4
大Ｄ4
大Ｄ5
大Ｄ5
大Ｄ6
大Ｄ6
大Ｄ6
大Ｄ7
大Ｄ7
大Ｄ8
大Ｄ8
大Ｄ8
大Ｄ8
大Ｄ9
大Ｄ9

大Ｄ10
大Ｄ10
大Ｄ11
大Ｄ12
大Ｄ14
大Ｄ15
大Ｄ16
大Ｄ16
大Ｄ17
大Ｄ17
大Ｄ17
大Ｄ18
大Ｄ18
大Ｄ19
大Ｄ19
大Ｄ19
大Ｄ19
大Ｄ21
大Ｄ21
大Ｄ22

中島（森岡）由紀子
藤岡（上田）和代
倉吉（秀島）知恵子
磐城春江 
Tenmatay（柴垣）都喜代
平田（金田）廣子
清水　隆 
千代田（仲野）啓子
味岡保雄 
大橋章子 
荻野清彦 
武田　聡 
橋本（松林）かほる
由喜門眞治 
吉川靖弘 
小林信彦 
宮島早苗 
尾崎　拡 
中野新一 
朝戸理恵子 
梅垣　誠 
中井達也 
中吉宏幸 
中本　均 
辻（野田）早苗
池本（小栗）淳子
中路　亨 
秋田（泉）佳子
宮本（梶浦）直子
金山亮太 
畝岡（中川）栄子
大門正幸 
多田昌美 
田邉（濵田）裕紀子
檜垣（山本）美保
明吉正知 
森岡佐紀 
百留秀宗 
梅迫（池辺）陽子
浅野（白井）元子
金野（岩井）千春
平田朋絵 
横瀬克之 
吉本憲司 
村田（木津）育子
佐々木愛 
井川（中村）千穂
片野正徳 
田中裕幸 
松原陽子 
塩井奈保子 
坂本（堀井）美貴
瓜生（榑林）雅代
堀　秀光 
寺澤健治 
金加行雄 
高岸芳郎 
乙政　潤 
久保章雄 
張田正宏 
畦地敏則 
西　彰 
北尾利夫 
西川　統 
保田武司 
小泉俊二郎 
瀬戸優和 
大塚　享 
永渕秀夫 
望月敬三 
渡辺彰子 
大西　宏 
鈴木庄太郎 
石本皓一 
尾子　明 
村主寧民 
花田正男 
岩崎三喜勝 
岡田三郎 
安田千人 
吉川昌宏 
貴田昭和 
井上（阪本）史
春名幹男 
髙岡寛治郎 
津田眞人 
藤本（今井）久子
大塚敏雄 
白岩　修 
三木輝美 
飯尾勘一郎 
分林寛三 
石野（高竹）伸子

大Ｄ25
大Ｄ25
大Ｄ25
大Ｄ26
大Ｄ27
大Ｄ29
大Ｄ29
大Ｄ29
大Ｄ29
大Ｄ30
大Ｄ30
大Ｄ31
大Ｄ31
大Ｄ33
大Ｄ34
大Ｄ34
大Ｄ36
大Ｄ37
大Ｄ37
大Ｄ40
大Ｄ41
大Ｄ42
大Ｄ43
大Ｄ45

大ＤＭ18
大ＤＭ20
大ＤＭ20
大ＤＭ21
大ＤＭ24
大ＤＭ24
大ＤＭ25
大ＤＭ30
大ＤＭ30
大ＤＭ31
大ＤＭ31
大ＤＭ32
大ＤＭ32
大ＤＭ32
大ＤＭ35
大ＤＭ35
大ＤＭ36
大ＤＭ36
大ＤＭ36
大ＤＭ38
大ＤＭ39
大ＤＭ40
大ＤＭ41
大ＤＭ41
大ＤＭ41
大ＤＭ43

Ｆ21
Ｆ22
Ｆ23
Ｆ24
Ｆ26
Ｆ27

大Ｆ1
大Ｆ2
大Ｆ2
大Ｆ4
大Ｆ4
大Ｆ5
大Ｆ5
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ7
大Ｆ8
大Ｆ8
大Ｆ9
大Ｆ9
大Ｆ9
大Ｆ9

大Ｆ10
大Ｆ10
大Ｆ11
大Ｆ12
大Ｆ13
大Ｆ13
大Ｆ14
大Ｆ14
大Ｆ15
大Ｆ15
大Ｆ16
大Ｆ16
大Ｆ16
大Ｆ16
大Ｆ17
大Ｆ18
大Ｆ19
大Ｆ19
大Ｆ20

遠藤　裕 
髙池久隆 
中山敏朗 
橋本芳樹 
小山（川渕）真由美
木村真也 
草地芳孝 
冨本明則 
安井昌子 
橋本圭司 
山本直光 
中西雅代 
平井博英 
澤（根岸）朗子
高見（大谷）素子
原　千史 
池田祐子 
津村（岩崎）綾子
糟谷まゆみ 
竹中（小谷）優子
岡部憲明 
東方（川西）玲子
岡部（中原）夕紀
山口美穂子 
荒木和夫 
藤嶋照夫 
宮辻政夫 
岩瀬正一 
瀧川義章 
中島裕司 
若松（後藤）君子
古沢嘉通 
奈良岡（松田）明子
川井田　修 
星野　信 
荒瀬規之 
松野（於勢）世央子
箕浦まゆみ 
兜坂裕一 
中島智子 
大森久美子 
片田　聡 
田邉　欧 
山下直幸 
柳川英孝 
伊藤晴彦 
石黒　暢 
奥寺（山口）友子
桜井（渡辺）史子
井形（原田）真理子
福田玲三 
斎藤　裕 
小槇清嗣 
北山定春 
穴山（堀）昂子
岩崎義親 
村井茂昭 
高輪　琢 
原　勇 
竹中清蔵 
三好憲治 
野田健史 
原田　修 
川口洋介 
酒井　斌 
千布正人 
長山泰利 
山根　徹 
鈴木謙輔 
福知　忍 
岸　悦三 
高倉信雄 
長縄正治 
南野　均 
太田紀夫 
大藤　勲 
大西　弘 
丸山一朗 
板倉信吾 
古畑　功 
相沢定喜 
前川（原田）博子
成願紘一 
山﨑壽雄 
朝妻（乾）和子
髙畑千秋 
仲本（山本）邦子
横田　納 
中村　功 
井村博司 
神崎康彦 
土屋（珍坂）喜久子
杉本和恵 

大Ｆ20
大Ｆ20
大Ｆ22
大Ｆ22
大Ｆ22
大Ｆ25
大Ｆ26
大Ｆ26
大Ｆ26
大Ｆ27
大Ｆ27
大Ｆ28
大Ｆ29
大Ｆ31
大Ｆ34
大Ｆ34
大Ｆ34
大Ｆ35
大Ｆ36
大Ｆ37
大Ｆ37
大Ｆ37
大Ｆ39
大Ｆ40
大Ｆ40
大Ｆ43
大Ｆ45

大ＩＴ18
大ＩＴ20
大ＩＴ21
大ＩＴ21
大ＩＴ21
大ＩＴ22
大ＩＴ25
大ＩＴ28
大ＩＴ29
大ＩＴ29
大ＩＴ30
大ＩＴ31
大ＩＴ35
大ＩＴ35
大ＩＴ37
大ＩＴ38
大ＩＴ39
大ＩＴ41
大ＩＴ41

Ｓ21
Ｓ23
Ｓ24
Ｓ27

大Ｓ1
大Ｓ2
大Ｓ2
大Ｓ2
大Ｓ2
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ3
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ4
大Ｓ5
大Ｓ5
大Ｓ5
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ6
大Ｓ7
大Ｓ7
大Ｓ7
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ8
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9
大Ｓ9

大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10

横山（長岡）ひろみ
宮川文子 
谷尾毅司 
田中（玉置）和子
坂下（馬場）千津子
上田（福田）伴子
奥田一夫 
𠮷田（松本）潤子
川崎（森村）和代
原（中村）淳子
西尾啓子 
森本剛司 
板垣（大川）公子
櫻木（的場）ちえ
井辻敦雄 
冨岡（岩佐）鶴子
長尾達浩 
今村（橋本）祐子
喜多（小畑）美葉
江口　豪 
松尾孝治 
藤野（松村）富美
鮫田真由美 
藤原（城口）智子
宮里綾子 
矢加部　桜 
𠮷開秀勝
北浦（中村）玲子
永田（高橋）典子
金子研二 
小南重治 
松木（横手）美知子
粟野修司 
西村（小松原）秀也
松宮良衛 
吉川（鴨井）由香利
大路（古川）美文
尾形希和子 
青木寿人 
大桑景子 
小澤（藤村）祥
吉田（林）孝子
清水記行 
村本佳恵子 
清野（坂根）弘美
信田（田邊）阿芸子
寺田　傳 
岡田　肇 
山田善郎 
西村貞夫 
手塚　浩 
入江則嘉 
中居篤也 
中原孝三 
松永和泰 
杉本 三 
玉利　虹 
長谷川匡則 
岡田清美 
竹原順三郎 
橋本隆雄 
本多祥二 
三宅正澄 
川上武男 
中川　清 
栗山（中野）勝次
稲永丈夫 
今西統衍 
木村義彦 
田中溥一 
内藤秀彦 
大塚　昭 
中野正治 
森　幸彦 
石原正紀 
応武善登 
益田（川﨑）喜彰
清水忠彦 
多田　脩 
三宅　敬 
須永国夫 
辻田義尚 
豊福 之 
早川幸夫 
原　秀雄 
松木正顕 
山本紘八郎 
大西昌三 
今川（一見）彰男
鈴木宏吉 
高橋春雄 
西川　進 
根岸史修 

大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ10
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ11
大Ｓ12
大Ｓ12
大Ｓ12
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ13
大Ｓ14
大Ｓ14
大Ｓ14
大Ｓ15
大Ｓ15
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ16
大Ｓ17
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ18
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ19
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ20
大Ｓ21
大Ｓ21
大Ｓ21
大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ22
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ23
大Ｓ24
大Ｓ24
大Ｓ25
大Ｓ25
大Ｓ26
大Ｓ28
大Ｓ28
大Ｓ28
大Ｓ28
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ29
大Ｓ30
大Ｓ30
大Ｓ30
大Ｓ31
大Ｓ31
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ32
大Ｓ33
大Ｓ34
大Ｓ34
大Ｓ36
大Ｓ36
大Ｓ36
大Ｓ37

東谷穎人 
広瀬彰彦 
八木三木男 
庵原專三 
岡本耕蔵 
小畑克之 
小上馬昭雄 
新出武雄 
杉山　晃 
髙島陸雄 
中山弘之 
山本幹雄 
永田憲一 
三好康明 
吉永行夫 
石川善夫 
市川英二 
大倉（上島）美和子
酒井（鬼頭）礼子
浜谷文保 
柴田　進 
本城　清 
満谷康治 
西原　宏 
渡辺（林）道雄
鈴木惟司 
宮川（谷）督三（德三）
西野　誠 
平田任敷 
中川裕二 
石橋伸夫 
上脇武子 
藤岡慎弥 
藤田俉郎 
吉府敏雄 
亀井廉幸 
小林士郎 
諏訪忠泰 
芦田正裕 
岡本　修 
金田健一 
下郷義男 
瀬山雅博 
平野　茂 
村中敏則 
石田新一 
加藤直樹 
杉本重雄 
足立明洋 
亀田陽一 
下村孝夫 
萩原壽子 
福井嘉彦 
井上　明 
石川（内田）知草
久山純之 
辻　秀和 
宮本（徳田）博
長野　稔 
山下裕己 
東　雄二郎 
岡本隆宏 
新井隆生 
小森絹子 
湯本（山根）名美子
上田恭子 
加藤修一 
辻　泰弘 
佐藤（松永）美子
加来由美子 
斉藤達郎 
片桐（龍田）眞美
福嶋　寛 
本藤久豊 
岡本（宮崎）晶子
梅澤美香子 
大東　毅 
小松正伸 
稲田（稲村）美由紀
岩田光生 
久米川（清水）みどり
濱（杉田）理恵
三浦（野口）由香里
東村誠司 
牧本成俊 
宮地正典 
久保田（我孫子）昌栄
木本あかね 
宮地（田中）弘子
松田（大槻）晶子
鈴木正士 
氷室（平尾）由美
石倉　博 
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発　行　令和元年 9月

発行者　咲耶会（大阪大学外国語学部・大阪外国語大学同窓会）
〒 562-8558  箕面市粟生間谷東 8-1-1 大阪大学外国語学部内 E 棟 1F
TEL＆ FAX： 072（728）2327　E-mail： sakuya@sfs.osaka-u.ac.jp
ホームページ： sakuyakai.net　
フェイスブックページ： www.facebook.com/SAKUYAKAI
郵便払込口座番号： 00910-7-21536　加入者名： 咲耶会

咲耶会 facebook
QR コード

咲耶会 メールアドレスおよび
連絡先 QR コード

◆ 個人情報の取扱いについて
咲耶会は個人情報保護法遵守の立場から会員個人情報については適切に扱うことが重要であると考えています。

○ 登録の個人情報は、下記の目的に利用します。
● 会員のデータ管理 
● 総会・同窓会活動各種案内 
● 会報『咲耶』の送付 
● 各支部からの申請に基づき、当該地域のデータ提供 
● 語科・同期会責任者からの申請に基づき、データ提供 
● その他会則に基づく活動

編集
後記

○ 自己情報の提供は任意です。

○ 個人データの本人からの請求があった場合には、開示、訂正、
追加、利用停止、削除を行います。

○ 同窓生情報のお問合せは、相手方会員の了解があった場合のみ
のご案内といたします。

○ 登録の個人情報は委託先も含め、機密保持に万全を尽くします。

令和元年度 咲耶会役員名簿

『咲耶』編集委員会　委員長  井上泰子 ／ 委員  上原順一・松本健二 ／ 事務局  天野豊子・西田貞子・大熊美紀

本　部 会　長 連絡先 E-mail or TEL/FAX 

大水　勇 (大C15） 事務局 〒562-8558 箕面市粟生間谷東8-1-1 
　大阪大学外国語学部内

TEL&FAX (072)728-2327 
sakuya@sfs.osaka-u.ac.jp

支　部 支部長名  

北海道 笹山喜市 （大IP25) 喜多義憲 (大M20) 〒062-0901 札幌市豊平区豊平一条3-1-33-1003 yokok@22351@gmail.com

東　北
黒木一吉 (ⅡE10) kukoki@o-bb.net

中村勝彦 (大M34)　          〒440-0893 豊橋市札木町69-302 nakamura.shokado11@gmail.com

東　京 久保義昭 (大Ｓ14) 樽井一仁 (大R23) 〒114-0003 東京都北区豊島5-2-20-1603 taru2742@yahoo.co.jp

静　岡 下石京子 (日本語大45)       loverswalk1975@hotmail.com

長　野 山西敏博（院後言社8） 〒386-0034 長野県上田市中之条371-7-202 ezm11541@nifty.ne.jp

名古屋 塚崎義弘 (大R8) 白岩　修 (大D19） 〒465-0066 名古屋市名東区梅森坂西1-801-107 shiraiwa1123@yahoo.co.jp

岐　阜 丹羽宏造 (大IN7) 〒508-0101 岐阜県中津川市苗木4827-48　 k.niwa@ena-gf.jp

石　川 楠根重和 (院D7) 吉田孝子 (大IT37) 〒921-8171 金沢市富樫1-10-4-601 taka5yomako@gmail.com

福 　井 山下裕己 (大S23) 森　　茂 (大E4) 〒910-0002 福井市町屋3-25-23 irom@biscuit.ocn.ne.jp

京　都 宮川督三 (大S16) 西尾　齊 (大E11)        〒606-8404 京都市左京区浄土寺下南田町70 dkals108@kyoto.zaq.ne.jp 

奈　良 神谷忠雄 (大E4) 〒630-8424 奈良市古市町31-32 mahoroba-nara-kamitani@iris.conet.ne.jp

大　阪 金村義夫 (ⅡE10) 〒540-0012 大阪市中央区谷町1丁目7番3号
　天満橋千代田ビル ykanemun@forest.ocn.ne.jp

神　戸 大森久美子 (大DM36） 〒662-0835 西宮市平木町3-21 ルモンド西宮229号 kmkom93@yahoo.co.jp

播　但 釜谷研造 (大E2) 〒675-0038 加古川市加古川町木村140-8　 FAX (079)424-7777

丹　波 岸田　功 (大IN15) 〒669-3309 丹波市柏原町柏原47 rskq59484@zeus.eonet.ne.jp

香　川 大西　晏（R25） 小野　博 (大E5)  〒760-0004 高松市西宝町2-3-14 TEL&FAX (087)862-0836

徳　島 小田敏治 (大IN21) 〒770-0003 徳島市北田宮3丁目2-34 　 tom_oda@emn.ne.jp

愛　媛 垣生千春 (大IP40） 〒799-2460 愛媛県松山市苞木甲119-8 hazar-baharjulai-25@ezweb.ne.jp

高　知 周藤健史 (大S30) 〒780-0024 高知市前里335-7 tkmrn1917825@me.pikara.ne.jp

岡　山 草野　徹（大DM23） 〒701-1221 岡山市北区芳賀5112-98 akirakusano0319@i.softbank.jp

広　島 山岡　哲 (大IT20)　 〒733-0814 広島市西区己斐西町19-37 yamaoka@tosc.co.jp 

鳥　取 山西敏博（院後言社8） 〒386-0034 長野県上田市中之条371-7-202 ezm11541@nifty.ne.jp

福　岡 吾郷健二 (大S10) 中尾史子 (大IN27) 〒815-0083 福岡市南区高宮2-18-12-501 hirako@lisa.co.jp

熊　本 かじえいせい (大S21) 〒861-2405 熊本県阿蘇郡西原村出の口1547-1　 dreamincountry@gmail.com

宮　崎 近藤哲二 (ⅡS10) 〒880-1101 宮崎県東諸県郡国富町大字本庄1720-2 tkondo@yahoo.co.jp

沖　縄 金城徹男 (ⅡD5) 鈴木正士 (大S36) 〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原1 
　琉球大学法文学部国際言語文化学科 msuzuki@ll.u-ryukyu.ac.jp

北　京 中嶋清治 (大C21)  砂　賢作 （大C54)
(送付物宛先）100044 中国北京市朝陽区東三環五号　
発展大厦218室　豊田通商(天津)有限公司 大連分公司 
天津金属部 大連金属G

suna_kensaku@bj.toyotsu-ea.com

上　海 渡邊　洋 （大C29） 伏村和展 (大C59) sh_oufs@yahoo.co.jp

香　港 太田明雄 (大IT26) 小林敏子
(東アジア大C57)　

Flat 9B, Chuen Fat Building, 9 Valley Road, Ho Man Tin, 
Kowioon, Hong Kong 4styles.enterprise@gmail.com

ソウル 渡邊浩一 (大K35)
Daiwa Securities Capital Markets Korea Co., Ltd 20 
Fl.&21Fl., OneIFC, 10 Gukjegeumyung-Ro, 
Yeongdeungpo-Gu, Seoul, Korea

kwatanabe@kr.daiwacm.com

ジャカルタ 内原正司 (大IN12) Jl. Panglima Polim V No.14 A Kelurahan Melawai Kecamatan 
Kebayoran Baru, Jakarta Selatan, Republic of Indonesia masashi.uchihara＠sgl.co.id

マニラ テンマタイ柴垣都喜代
(大E25）

＃16 Waling-waling St., Tahanan Village, Paranaque 
City, Metro Manila Philippines 1720   tsukiyotenmatay@gmail.com

バンコク

川村芳範 (大TV24) kawamura-yoshinori@earth-chem.co.jp

阪本法子
(開発・環境大47)

Ms. Noriko Sakamoto #2007 Cape House Serviced 
Apartments, 43 Soi Langsuan, Ploenchit, Road, 
Lumpini, Pathumwan, Bangkok 10330 Thailand

 osakagaidaibkk@yahoo.co.jp

ハノイ外語会 中本修一 
(開発・環境大48) shuuichi.nakamoto@mizuho-cb.com

ヤンゴン外語会 松島勇治 (大B27) centro318@gmail.com

ニューヨーク 石田佳子 (大D29) 230 East 44th Street ＃3C New York, NY 10017 USA　 hime.yoshikoishida@gmail.com

ロサンゼルス
望月一郎 (大E25) 951 Kingsley Drive Arcadia, CA91007 USA ichimochizuki@yahoo.co.jp

西川ノーマン裕子
(大TV36) 4060 Alla Road, Los Angeles, CA 90066 USA hirokonaumann@gmail.com

サンパウロ 草薙綾子 
(中南米大PB48)

Alameda Santos, 705-cj. 17-Cesar Sao Paulo-SP-
Brasil-01419-902 wec@wecbrazil.com

ロンドン

デュッセルドルフ 片岡　惇 (大S4) 小玉亜衣 (大D52) Grenzstr. 33 40670 Meerbusch Germany sakuyakai_dus@yahoo.co.jp

パ リ 松本隆男 (大F4) c/o Mr. Takao MATSUMOTO
11 Rue Delabordere 92200 Neuilly / Seine France matsumototakao@netntt.fr

ミラノ

モスクワ 岩本　茂 (大R18) c/o JAPAN TOOL SERVICE 
119049 Ul..Korovij Val dom7, kv168 Moscow

iwamoto@jtools.biz 
kingkong4152@aol.com
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大内　一　　院 S13

大水　勇　　大 C15

宮崎衛夫　　大 IN13

井上泰子　　大 E15

小林正受　　大 E16

樽井一仁　　大 R23

西尾　齊　　大 E11

藤本和貴夫　大 R12 

前田征信　　大 K16

深川泰博　　大 E16

白岩　修　　大 D19

幹 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

幹 事
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大 学 役 員
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会計監査役

〃

相 談 役

〃

三次召尚　　Ⅱ C5

西村朋也　　大 TV22

石野伸子　　大 D22

福冨奈津子　大 C24

青野繁治　　院 C12

笹原敬生　　大 IN27

河井洋子　　大 R27

村上忠良　　大 TV36

大森久美子　大 DM36

上原順一　　院 R22

松本健二　　院 S24

大辺理恵　　院前中北欧 7 

山瀨靖弘　　大 SH56

福山泰海　　大 H59

後藤　峻　　南欧夜 F42 

岸田文隆　　院 K15

竹村景子　　院 A22

荒木和夫　　大 DM18

岡本晶子　　大 S29

磯田良一　　大 IN3

少德敬雄　　大 E11

『咲耶』30号をお届けします。
平成3年6月に新装『咲耶』第1号が発刊され、令和の時

代を迎えた今年、30号を数えることになった。この間、
母校は大阪大学との統合という大きな歴史的転換点を乗り越え、
2年後には、創立100周年を迎えようとしている。新学舎への移転
も目前である。

『咲耶』と言う名は、もともと「大阪外国語学校」設立時の校友会
誌の名前であった。「咲耶会」という名称が使われるようになった
のは、昭和56年の創立60周年の際に同窓会の愛称を公募したこと
に始まる。

同窓会機関誌としては、昭和36年に広島支部が創刊した『扉』が
昭和55年の64号までつづき、本部の機関誌に代わるものとして、
全国同窓の友好に寄与したとされる。その後、『本部通信』を経て、
昭和58年に有料会員制で発刊されたのが旧の『咲耶』である。志と
は別に、平成 2年の第16号で休刊となった。

大学の発展とともに卒業生が 2万人を超え、全卒業生を対象に無
料配布という理想のもと再生した『咲耶』が、今休刊の危機にさら
されている。同窓会の深刻な財政難のためである。この危機を救
うため、皆様の母校愛とご支援におすがりする次第である。

　（編集委員会）




